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Ⅰ 調査の概要 

 

【調査の目的】 

本調査は，「第７期福山市障がい福祉計画・第３期福山市障がい児福祉計画」（2024 年度

（令和６年度）～2026 年度（令和８年度））を策定するため，障がい者手帳等所持者にお

ける，障がいの状況，住まいや暮らし，保健・医療，就労，保育・教育などについての意

識や福祉ニーズ等を調査し，計画の基礎資料とすることを目的として実施した。 

 

【調査概要】 

調査対象 
市内に住所を有する身体障がい者手帳，療育手帳，精神障がい者保健福祉

手帳の所持者及び障がい児通所支援受給者 

調査期間 2023 年（令和５年）７月 31 日～８月 14 日 

調査方法 郵送による調査票の配布・回収 

配布数 3,500 人（18 歳以上：2,900 人，18 歳未満：600 人） 

回収数 1,372 人（18 歳以上：1,107 人，18 歳未満：265 人） 

回収率 39.2％（18 歳以上：38.2％，18 歳未満：44.2％） 

 

 

◆障がい別回収状況（18 歳以上）◆ （数値部分上段は構成比％，下段は回答件数） 

サ
ン
プ
ル
数 

身体障がい者手帳 療育手帳※ 

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ○Ａ Ａ ○Ｂ Ｂ 

100.0 17.9 7.9 7.7 8.9 4.3 2.9 3.3 7.2 4.7 6.6 

1107 198 88 85 99 48 32 36 80 52 73 

 

精神障がい者 

保健福祉手帳 

無回答 

１級 ２級 ３級 

0.8 14.7 8.5 9.8 

9 163 94 108 
 
注：「問４① 手帳の種類・等級」より 

※等級の表記については，次頁（６）を参照 
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◆障がい別回収状況（18 歳未満）◆ （数値部分上段は構成比％，下段は回答件数） 

サ
ン
プ
ル
数 

身体障がい者手帳 療育手帳※ 

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ○Ａ Ａ ○Ｂ Ｂ 

100.0 9.1  1.9  2.6  0.4  0.0  0.0  8.3  9.4  6.0  15.1  

265 24 5 7 1 0 0 22 25 16 40 

 

精神障がい者 

保健福祉手帳 

手帳は 

持っていない 
無回答 

１級 ２級 ３級 

0.4  1.1  10.2  39.6  6.4  

1 3 27 105 17 
 
注：「問４① 手帳の種類・等級」より 

※等級の表記については，本頁（６）を参照 

 

【報告書の見方について】 

（１）集計は小数点以下第２位を四捨五入している。そのため，回答比率の合計は必ずし

も 100％にならない場合がある。 

（２）２つ以上の回答を可能とした（複数回答）質問の場合，その回答比率の合計は 100％

を超える場合がある。 

（３）数表，図表，文中に示すＮは，比率算出上の基数（標本数）である。全標本数を示

す「全体」を「Ｎ」，「該当数」を「ｎ」で表記している。この基数（ｎ数）が少な

い場合（目安として 10 未満），統計的な意味が薄れるため，その場合は参考値程度

とする必要がある。 

（４）図表中における障がい種別や年齢別などのクロス集計結果については，該当する属

性等の設問に対する無回答者（例えば，年齢別でクロス集計する場合における年齢の

無回答者）を除いて表記しているため，属性ごとの基数の合計と全体の基数は同じに

ならない場合がある。 

（５）図表中においては見やすさを考慮し，回答割合が極端に少ない数値（例：0.0％，

0.1％など）は，図と干渉して見えにくい場合などに省略している場合がある。また，

複数回答の図表中においては，見やすさを考慮し，回答割合の高い順に並べ替えて表

記している場合がある。 

（６）本報告書の図表や文章では，療育手帳の等級について，次のように略記している。 

マルエー Ａ → ○Ａ 

マルビー Ｂ → ○Ｂ 

 

（７）上記のほか，個別に参照事項がある場合は，本報告書の該当箇所に適宜記載した。 
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Ⅱ 調査結果（18 歳以上） 
 

Ⅱ-１ 回答者の属性 

 

１ 年齢別構成 

年齢別構成では，「50～59 歳」が 25.5％と最も高く，次いで「60～69 歳」（17.0％），「40～

49 歳」（16.6％）が続いている。 

障がい種別では，身体障がい者で「60～69 歳」「70 歳以上」，知的障がい者で「18～29

歳」，精神障がい者で「50～59 歳」の割合がそれぞれほかの障がいを大きく上回っている。 

 

11.9

4.3

28.2

15.8

11.8

5.8

20.3

15.4

16.6

12.2

22.0

22.2

25.5

24.3

18.6

33.4

17.0

23.7

5.8

10.9

16.2

29.5

2.5

1.5

1.2 

0.2 

2.5 

0.8 

凡例（％）

全体(N=1107)

【障がい種別】

身体障がい者(n=550)

知的障がい者(n=241)

精神障がい者(n=266)

18～

29歳

30～

39歳

40～

49歳

50～

59歳

60～

69歳

70歳

以上

無回答

 

 
 

 

13.1 

11.9

5.4 

4.3

28.4 

28.2

15.3 

15.8

12.9 

11.8

6.3 

5.8

22.9 

20.3

17.0 

15.4

20.3 

16.6

14.5 

12.2

21.1 

22.0

28.5 

22.2

25.3 

25.5

26.9 

24.3

18.1 

18.6

27.0 

33.4

16.2 

17.0

23.0 

23.7

7.7 

5.8

10.9 

10.9

12.0 

16.2

24.1 

29.5

1.8 

2.5

1.3 

1.5

1.2 

0.2 

2.5 

0.8 

凡例（％）

（送付）全体(N=2900)

（回収）全体(N=1107)

【障がい種別】

（送付）身体障がい者(n=1359)

（回収）身体障がい者(n=550)

（送付）知的障がい者(n=507)

（回収）知的障がい者(n=241)

（送付）精神障がい者(n=699)

（回収）精神障がい者(n=266)

18～

29歳

30～

39歳

40～

49歳

50～

59歳

60～

69歳

70歳

以上

無回答

 

【参考／アンケート送付対象者の年齢区分との比較】 

 

注：送付全体には，自立支援医療（精神通院）受給者を含む。 
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Ⅱ-２ 調査結果 

【１】障がいの状況について 

１ 所持手帳の種類  

問４ あなたは①次の手帳をお持ちですか。②身体障がい者手帳をお持ちの場合は，手帳

に書かれている障がい名もお答えください。（あてはまるものすべてに○印） 

 

（１）所持手帳の種類 

所持手帳を種類別でみると，身体障がい者手帳は「１級」の割合が 17.9％と最も高く，

次いで「４級」（8.9％）が続いている。また，療育手帳では「Ａ」（7.2％），「Ｂ」（6.6％），

精神障がい者保健福祉手帳では「２級」（14.7％）の割合が高くなっている。 

 

17.9

7.9

7.7

8.9

4.3

2.9

3.3

7.2

4.7

6.6

0.8

14.7

8.5

9.8

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0

身体障がい者手帳１級

身体障がい者手帳２級

身体障がい者手帳３級

身体障がい者手帳４級

身体障がい者手帳５級

身体障がい者手帳６級

療育手帳〇Ａ

療育手帳Ａ

療育手帳〇Ｂ

療育手帳Ｂ

精神障がい者保健福祉手帳１級

精神障がい者保健福祉手帳２級

精神障がい者保健福祉手帳３級

無回答

全体(N=1107)

（％）
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（２）障がいの種類（身体障がい者） 

身体障がい者においては，「肢体不自由（下肢）」の割合が 32.4％と最も高く，次いで「内

部障がい」（26.4％），「肢体不自由（上肢）」（18.9％），「肢体不自由（体幹）」（11.5％）

の順となっている。 

 

32.4

26.4

18.9

11.5

8.0

5.6

2.2

0.4

11.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

肢体不自由（下肢）

内部障がい

肢体不自由（上肢）

肢体不自由（体幹）

聴覚障がい

視覚障がい

音声・言語・そしゃく機能障がい

平衡機能障がい

無回答

全体(n=550)

（％）
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２ 各種診断や認定の状況 

問５ あなたは，次にあげる項目について，医師からの診断や認定などを受けていますか。 

（○印は１つずつ） 

 

（１）難病の診断 

難病の診断については，「受けている」の割合が 8.8％となっている。 

障がい種別では，身体障がい者で「受けている」の割合がほかの障がいに比べて高くなっ

ている。 

 

8.8

12.9

4.1

7.9

62.2

63.5

63.1

59.4

29.0

23.6

32.8

32.7

凡例（％）

全体(N=1107)

【障がい種別】

身体障がい者(n=550)

知的障がい者(n=241)

精神障がい者(n=266)

受けている 受けていない 無回答

 
 

 

（２）発達障がいの診断 

発達障がいの診断については，「受けている」の割合が 12.4％となっている。 

障がい種別では，知的障がい者で約３割，精神障がい者で約２割が「受けている」と回

答している。 

 

12.4

0.7

33.6

20.3

59.0

71.3

43.2

47.7

28.6

28.0

23.2

32.0

凡例（％）

全体(N=1107)

【障がい種別】

身体障がい者(n=550)

知的障がい者(n=241)

精神障がい者(n=266)

受けている 受けていない 無回答
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（３）高次脳機能障がいの診断 

高次脳機能障がいの診断については，「受けている」の割合が 3.7％となっている。 

障がい種別では，大きな差はみられない。 

 

3.7

5.3

1.7

3.8

65.2

67.8

63.5

62.8

31.1

26.9

34.9

33.5

凡例（％）

全体(N=1107)

【障がい種別】

身体障がい者(n=550)

知的障がい者(n=241)

精神障がい者(n=266)

受けている 受けていない 無回答

 
 

 

（４）自立支援医療（精神通院）の受給者証 

自立支援医療（精神通院）の受給者証については，約３割（30.8％）が「持っている」

と回答している。 

障がい種別では，精神障がい者の８割以上が「持っている」と回答している。 

 

30.8

4.5

12.9

82.7

47.7

69.5

55.6

10.2

21.5

26.0

31.5

7.1

凡例（％）

全体(N=1107)

【障がい種別】

身体障がい者(n=550)

知的障がい者(n=241)

精神障がい者(n=266)

持っている 持っていない 無回答
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（５）介護保険制度の要支援・要介護認定 

介護保険制度の要支援・要介護認定については，「受けている」の割合が 9.7％となって

いる。 

障がい種別では，身体障がい者で「受けている」の割合がほかの障がいを大きく上回っ

ている。 

 

9.7

16.2

3.3

4.1

61.2

61.3

61.4

61.3

29.2

22.5

35.3

34.6

凡例（％）

全体(N=1107)

【障がい種別】

身体障がい者(n=550)

知的障がい者(n=241)

精神障がい者(n=266)

受けている 受けていない 無回答

 
 

 

（６）医療的ケア 

医療的ケアについては，「受けている」の割合が 5.0％となっている。 

障がい種別では，身体障がい者や知的障がい者で「受けている」の割合が精神障がい者

に比べて高くなっている。 

 

5.0

7.3

5.8

1.5

64.0

65.8

60.2

63.2

31.1

26.9

34.0

35.3

凡例（％）

全体(N=1107)

【障がい種別】

身体障がい者(n=550)

知的障がい者(n=241)

精神障がい者(n=266)

受けている 受けていない 無回答
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（７）重症心身障がいの診断 

重症心身障がいの診断については，「受けている」の割合が 4.9％となっている。 

重症心身障がいとは，重度の肢体不自由と重度の知的障がいが重複した状態のことをい

うが，知的障がい者で「受けている」の割合がほかの障がいに比べて高くなっている。 

 

4.9

6.2

12.9

1.1

64.0

66.5

55.2

63.5

31.2

27.3

32.0

35.3

凡例（％）

全体(N=1107)

【障がい種別】

身体障がい者(n=550)

知的障がい者(n=241)

精神障がい者(n=266)

受けている 受けていない 無回答

 
 

 

３ 強度行動障がいの状況 

問６ あなたは「強度行動障がい」があると言われたことがありますか。（○印は１つ） 

 

強度行動障がいについては，「ある」の割合が 6.1％となっている。 

障がい種別では，知的障がい者で「ある」の割合がほかの障がいに比べて高くなってい

る。 

 

6.1

2.2

16.2

9.4

87.5

92.2

74.3

85.7

6.3

5.6

9.5

4.9

凡例（％）

全体(N=1107)

【障がい種別】

身体障がい者(n=550)

知的障がい者(n=241)

精神障がい者(n=266)

ある ない 無回答
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【２】障がい福祉サービス等の利用について 

１ 障がい福祉サービスの利用状況・利用意向 

問７ あなたが，現在利用している障がい福祉サービスについておたずねします。 

(1) 現在，支給決定を受けて利用しているサービスをすべてお答えください。 

※ 受給者証の記載内容を参考にしてください。 

(2) 今後，３年以内に利用したいサービスはありますか。（あてはまるものすべてに○印） 

 

（１）現在，利用しているサービス 

現在，利用しているサービスについては，「（17）計画相談支援」の割合が 12.1％と最も

高く，次いで「（７）生活介護」（10.0％），「（１）居宅介護（ホームヘルプ）」（8.7％），「（12）

就労継続支援（Ｂ型）」（8.0％），「（18）移動支援」（7.9％）の順となっている。 

 

 

 8.7

1.2

0.5

5.0

1.0

6.1

10.0

2.3

2.9

1.4

3.0

8.0

1.1

1.4

4.9

2.3

12.1

7.9

4.8

0.5

0.7

26.6

38.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

（１）居宅介護（ホームヘルプ）

（２）重度訪問介護

（３）同行援護

（４）行動援護

（５）重度障がい者等包括支援

（６）短期入所（ショートステイ）

（７）生活介護

（８）療養介護

（９）自立訓練（機能訓練，生活訓練，宿泊型自立訓練）

（10）就労移行支援

（11）就労継続支援（Ａ型）

（12）就労継続支援（Ｂ型）

（13）自立生活援助

（14）就労定着支援

（15）共同生活援助（グループホーム）

（16）施設入所支援

（17）計画相談支援

（18）移動支援

（19）日中一時支援

（20）地域移行支援

（21）地域定着支援

支給決定を受けているサービスはない

無回答

全体(N=1107)

（％）
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障がい種別では，知的障がい者で「（４）行動援護」「（６）短期入所（ショートステイ）」

「（７）生活介護」「（12）就労継続支援（Ｂ型）」「（15）共同生活援助（グループホーム）」

「（17）計画相談支援」「（18）移動支援」「（19）日中一時支援」の割合がほかの障がいを

大きく上回っている。 

 

(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) (9) (10) (11)

居
宅
介
護

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

重
度
訪
問
介
護

同
行
援
護

行
動
援
護

重
度
障
が
い
者
等
包
括
支
援

短
期
入
所

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

生
活
介
護

療
養
介
護

自
立
訓
練

（
機
能
訓
練
，
生
活
訓

練
，
宿
泊
型
自
立
訓
練
）

就
労
移
行
支
援

就
労
継
続
支
援

（
Ａ
型
）

全体(N=1107) 8.7 1.2 0.5 5.0 1.0 6.1 10.0 2.3 2.9 1.4 3.0

【障がい種別】

身体障がい者(n=550) 10.0 1.6 0.9 3.6 1.3 5.1 10.5 3.6 2.7 0.7 1.3

知的障がい者(n=241) 13.7 1.2 0.4 18.3 1.7 20.7 29.0 2.9 4.1 1.2 9.1

精神障がい者(n=266) 9.0 0.8 0.4 2.6 0.8 1.5 3.8 1.1 3.4 3.8 3.0

単位（％）

 

 

(12) (13) (14) (15) (16) (17) (18) (19) (20) (21)

就
労
継
続
支
援

（
Ｂ
型
）

自
立
生
活
援
助

就
労
定
着
支
援

共
同
生
活
援
助

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
）

施
設
入
所
支
援

計
画
相
談
支
援

移
動
支
援

日
中
一
時
支
援

地
域
移
行
支
援

地
域
定
着
支
援

支
給
決
定
を
受
け
て
い
る
サ
ー
ビ

ス
は
な
い

全体(N=1107) 8.0 1.1 1.4 4.9 2.3 12.1 7.9 4.8 0.5 0.7 26.6

【障がい種別】

身体障がい者(n=550) 1.6 0.5 0.4 1.3 2.5 7.5 6.9 3.5 0.4 0.5 30.2

知的障がい者(n=241) 19.9 2.1 2.9 16.6 5.0 36.9 21.6 17.4 0.4 0.8 4.6

精神障がい者(n=266) 12.8 1.9 2.6 4.1 0.8 11.7 5.3 2.3 1.5 1.9 26.7

単位（％）

 
 

注：表中の「網掛け」は，各クロス集計（障がい種別など）において最も高い割合を示している。 

 （例／障がい種別の場合，各障がいを比べて最も高い層に網掛け） 

但し，回答割合が 10％未満の項目，ｎ数が 10 未満の項目及び「その他」については網掛けしていない。 

また「無回答」は表記から省略している。（本報告書においては，以下同様） 
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（２）今後，３年以内に利用したいサービス 

今後，３年以内に利用したいサービスについては，「（17）計画相談支援」の割合が 6.7％

と最も高く，次いで「（10）就労移行支援」（6.5％），「（９）自立訓練（機能訓練，生活訓

練，宿泊型自立訓練）」「（11）就労継続支援（Ａ型）」「（18）移動支援」（各 6.0％），「（６）

短期入所（ショートステイ）」（5.3％）の順となっている。 

 

5.0

1.3

1.4

4.3

1.4

5.3

3.4

2.8

6.0

6.5

6.0

4.6

3.0

5.0

3.7

3.0

6.7

6.0

4.0

2.7

2.5

16.6

56.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

（１）居宅介護（ホームヘルプ）

（２）重度訪問介護

（３）同行援護

（４）行動援護

（５）重度障がい者等包括支援

（６）短期入所（ショートステイ）

（７）生活介護

（８）療養介護

（９）自立訓練（機能訓練，生活訓練，宿泊型自立訓練）

（10）就労移行支援

（11）就労継続支援（Ａ型）

（12）就労継続支援（Ｂ型）

（13）自立生活援助

（14）就労定着支援

（15）共同生活援助（グループホーム）

（16）施設入所支援

（17）計画相談支援

（18）移動支援

（19）日中一時支援

（20）地域移行支援

（21）地域定着支援

利用したいサービスはない

無回答

全体(N=1107)

（％）
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障がい種別では，知的障がい者で「（４）行動援護」「（６）短期入所（ショートステイ）」

「（15）共同生活援助（グループホーム）」「（18）移動支援」，精神障がい者で「（10）就労

移行支援」「（11）就労継続支援（Ａ型）」「（14）就労定着支援」の割合がそれぞれほかの

障がいに比べて高くなっている。 

 

(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) (9) (10) (11)

居
宅
介
護

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

重
度
訪
問
介
護

同
行
援
護

行
動
援
護

重
度
障
が
い
者
等
包
括
支
援

短
期
入
所

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

生
活
介
護

療
養
介
護

自
立
訓
練

（
機
能
訓
練
，
生
活
訓

練
，
宿
泊
型
自
立
訓
練
）

就
労
移
行
支
援

就
労
継
続
支
援

（
Ａ
型
）

全体(N=1107) 5.0 1.3 1.4 4.3 1.4 5.3 3.4 2.8 6.0 6.5 6.0

【障がい種別】

身体障がい者(n=550) 5.6 1.3 1.8 2.5 2.0 6.1 4.4 3.6 4.1 3.9 2.5

知的障がい者(n=241) 6.2 2.1 2.5 10.8 2.5 11.4 5.7 3.3 7.4 3.9 4.8

精神障がい者(n=266) 6.0 1.9 1.9 6.0 1.5 3.5 3.5 3.4 9.3 12.1 13.2

単位（％）

 

 

(12) (13) (14) (15) (16) (17) (18) (19) (20) (21)

就
労
継
続
支
援

（
Ｂ
型
）

自
立
生
活
援
助

就
労
定
着
支
援

共
同
生
活
援
助

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
）

施
設
入
所
支
援

計
画
相
談
支
援

移
動
支
援

日
中
一
時
支
援

地
域
移
行
支
援

地
域
定
着
支
援

利
用
し
た
い
サ
ー
ビ
ス
は
な
い

全体(N=1107) 4.6 3.0 5.0 3.7 3.0 6.7 6.0 4.0 2.7 2.5 16.6

【障がい種別】

身体障がい者(n=550) 2.0 2.0 2.0 2.0 3.9 6.3 5.1 4.0 2.5 1.8 19.8

知的障がい者(n=241) 6.6 3.7 5.4 12.4 5.7 8.3 10.4 7.5 3.3 4.1 2.9

精神障がい者(n=266) 9.0 6.0 11.7 3.8 2.7 9.3 7.1 4.5 3.8 4.1 14.7

単位（％）
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【再掲／「① 利用しているサービス」と「② ３年以内に利用したいサービス」の比較】 

 

8.7

1.2

0.5

5.0

1.0

6.1

10.0

2.3

2.9

1.4

3.0

8.0

1.1

1.4

4.9

2.3

12.1

7.9

4.8

0.5

0.7

5.0

1.3

1.4

4.3

1.4

5.3

3.4

2.8

6.0

6.5

6.0

4.6

3.0

5.0

3.7

3.0

6.7

6.0

4.0

2.7

2.5

0.0 5.0 10.0 15.0

（１）居宅介護（ホームヘルプ）

（２）重度訪問介護

（３）同行援護

（４）行動援護

（５）重度障がい者等包括支援

（６）短期入所（ショートステイ）

（７）生活介護

（８）療養介護

（９）自立訓練（機能訓練，生活訓練，宿泊型自立訓練）

（10）就労移行支援

（11）就労継続支援（Ａ型）

（12）就労継続支援（Ｂ型）

（13）自立生活援助

（14）就労定着支援

（15）共同生活援助（グループホーム）

（16）施設入所支援

（17）計画相談支援

（18）移動支援

（19）日中一時支援

（20）地域移行支援

（21）地域定着支援

①利用しているサービス

②３年以内に利用したいサービス

（％）

全体(N=1107)
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２ 障がい福祉サービスに対して困ったこと  

【問７(1)で「１～21（利用している）」のいずれかを選んだ方におたずねします。】 

問８ あなたは，利用したことがある障がい福祉サービスに対して，困ったことがありま

したか。（あてはまるものすべてに○印） 

 

障がい福祉サービスに対して困ったことについては，「利用したい日や時間に利用でき

ない」の割合が 13.8％と最も高く，次いで「支給決定までに時間がかかりすぎる」（10.5％），

「利用したいサービスがあるのに条件に合わず利用できない」「サービス内容についての

情報が少ない」（各 9.2％）の順となっている。一方，約４割（40.5％）は「特にない」

と回答している。 

 

13.8

10.5

9.2

9.2

6.4

3.6

2.8

2.6

1.3

4.4

40.5

24.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

利用したい日や時間に利用できない

支給決定までに時間がかかりすぎる

利用したいサービスがあるのに

条件に合わず利用できない

サービス内容についての情報が少ない

身近な施設や事業所を利用できない

建物や設備が障がいに配慮されていない

介護保険サービスに切り替わるとき同じ

サービス量や事業所を利用できない

こちらの要望を聞いてくれない

高齢者が利用できるサービスが少ない

その他

特にない

無回答

全体(n=390)

（％）
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障がい種別では，知的障がい者で「利用したい日や時間に利用できない」「利用したい

サービスがあるのに条件に合わず利用できない」，精神障がい者で「支給決定までに時間

がかかりすぎる」「サービス内容についての情報が少ない」の割合がそれぞれほかの障が

いに比べて高くなっている。  

 

14.5

7.9

7.9

9.9

7.2

3.9

3.3

3.3

1.3

3.9

41.4

25.0

18.3

7.8

13.3

5.6

7.8

3.3

2.2

2.2

1.1

5.6

41.7

22.2

10.8

21.5

9.7

15.1

6.5

4.3

4.3

2.2

1.1

4.3

39.8

18.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

利用したい日や時間に利用できない

支給決定までに時間がかかりすぎる

利用したいサービスがあるのに

条件に合わず利用できない

サービス内容についての情報が少ない

身近な施設や事業所を利用できない

建物や設備が障がいに配慮されていない

介護保険サービスに切り替わるとき同じ

サービス量や事業所を利用できない

こちらの要望を聞いてくれない

高齢者が利用できるサービスが少ない

その他

特にない

無回答

身体障がい者(n=152)

知的障がい者(n=180)

精神障がい者(n=93)

（％）
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現在，利用しているサービス別（ｎ＝10 未満のものを除く。）でみると，行動援護や短

期入所（ショートステイ），移動支援，日中一時支援で「利用したい日や時間に利用でき

ない」の割合がほかのサービスに比べて高くなっている。居宅介護（ホームヘルプ）では

「利用したい日や時間に利用できない」は 19.8％となっている。 
 

 

単位（％）

利
用
し
た
い
日
や
時
間
に
利
用
で

き
な
い

支
給
決
定
ま
で
に
時
間
が
か
か
り

す
ぎ
る

利
用
し
た
い
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
の

に
条
件
に
合
わ
ず
利
用
で
き
な
い

サ
ー
ビ
ス
内
容
に
つ
い
て
の
情
報

が
少
な
い

身
近
な
施
設
や
事
業
所
を
利
用
で

き
な
い

建
物
や
設
備
が
障
が
い
に
配
慮
さ

れ
て
い
な
い

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
切
り
替
わ

る
と
き
同
じ
サ
ー
ビ
ス
量
や
事
業

所
を
利
用
で
き
な
い

こ
ち
ら
の
要
望
を
聞
い
て
く
れ
な

い 高
齢
者
が
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

が
少
な
い

そ
の
他

特
に
な
い

全体(n=390) 13.8 10.5 9.2 9.2 6.4 3.6 2.8 2.6 1.3 4.4 40.5

【現在，利用しているサービス別】

居宅介護（ホームヘルプ）(n=96) 19.8 13.5 14.6 12.5 8.3 5.2 4.2 5.2 2.1 5.2 31.3

重度訪問介護(n=13) 23.1 7.7 0.0 0.0 15.4 15.4 15.4 7.7 0.0 15.4 15.4

同行援護(n=6) 16.7 16.7 16.7 16.7 0.0 0.0 16.7 0.0 16.7 0.0 50.0

行動援護(n=55) 40.0 12.7 18.2 7.3 7.3 7.3 3.6 1.8 1.8 5.5 25.5

重度障がい者等包括支援(n=11) 9.1 18.2 9.1 9.1 9.1 18.2 18.2 0.0 9.1 0.0 45.5

短期入所（ショートステイ）(n=67) 35.8 7.5 22.4 6.0 13.4 6.0 1.5 6.0 0.0 4.5 22.4

生活介護(n=111) 22.5 9.0 13.5 5.4 7.2 2.7 5.4 1.8 1.8 5.4 41.4

療養介護(n=25) 4.0 12.0 8.0 8.0 12.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.0 36.0

自立訓練（※）(n=32) 9.4 12.5 0.0 15.6 3.1 0.0 0.0 0.0 3.1 6.3 31.3

就労移行支援(n=16) 6.3 18.8 6.3 6.3 12.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 43.8

就労継続支援（Ａ型）(n=33) 15.2 9.1 6.1 15.2 3.0 6.1 0.0 6.1 0.0 3.0 45.5

就労継続支援（Ｂ型）(n=89) 13.5 15.7 7.9 7.9 5.6 4.5 0.0 1.1 1.1 1.1 39.3

自立生活援助(n=12) 16.7 16.7 8.3 16.7 8.3 0.0 8.3 8.3 8.3 0.0 16.7

就労定着支援(n=15) 13.3 20.0 13.3 13.3 6.7 0.0 0.0 6.7 0.0 6.7 40.0

共同生活援助（グループホーム）(n=54) 7.4 11.1 1.9 5.6 7.4 1.9 5.6 5.6 3.7 5.6 44.4

施設入所支援(n=26) 0.0 3.8 0.0 0.0 3.8 0.0 3.8 3.8 0.0 0.0 65.4

計画相談支援(n=134) 18.7 9.7 14.2 11.9 8.2 3.7 4.5 1.5 1.5 5.2 41.8

移動支援(n=87) 27.6 18.4 12.6 9.2 11.5 6.9 4.6 3.4 2.3 3.4 25.3

日中一時支援(n=53) 37.7 7.5 24.5 7.5 18.9 9.4 3.8 9.4 1.9 1.9 20.8

地域移行支援(n=6) 16.7 50.0 16.7 50.0 16.7 16.7 16.7 16.7 0.0 0.0 0.0

地域定着支援(n=8) 12.5 37.5 12.5 37.5 12.5 12.5 12.5 12.5 0.0 0.0 37.5
 

※自立訓練（機能訓練，生活訓練，宿泊型自立訓練） 

注：現在，利用しているサービス別の件数（n=）が 10 未満の項目については，参考値として参照 
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地域生活拠点ブロック別では，東部ブロックや中央ブロックで「利用したい日や時間に

利用できない」，北部・新市ブロックで「サービス内容についての情報が少ない」，神辺ブ

ロックで「特にない」の割合がそれぞれほかのブロックに比べて高くなっている。 

 

単位（％）

利
用
し
た
い
日
や
時
間
に
利
用
で

き
な
い

支
給
決
定
ま
で
に
時
間
が
か
か
り

す
ぎ
る

利
用
し
た
い
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
の

に
条
件
に
合
わ
ず
利
用
で
き
な
い

サ
ー
ビ
ス
内
容
に
つ
い
て
の
情
報

が
少
な
い

身
近
な
施
設
や
事
業
所
を
利
用
で

き
な
い

建
物
や
設
備
が
障
が
い
に
配
慮
さ

れ
て
い
な
い

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
切
り
替
わ

る
と
き
同
じ
サ
ー
ビ
ス
量
や
事
業

所
を
利
用
で
き
な
い

こ
ち
ら
の
要
望
を
聞
い
て
く
れ
な

い 高
齢
者
が
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

が
少
な
い

そ
の
他

特
に
な
い

全体(n=390) 13.8 10.5 9.2 9.2 6.4 3.6 2.8 2.6 1.3 4.4 40.5

【地域生活拠点ブロック別】

東部ブロック(n=84) 17.9 13.1 10.7 8.3 3.6 3.6 2.4 1.2 2.4 2.4 42.9

中央ブロック(n=111) 17.1 8.1 11.7 9.9 10.8 2.7 2.7 4.5 1.8 4.5 35.1

神辺ブロック(n=70) 11.4 5.7 4.3 4.3 5.7 4.3 1.4 0.0 0.0 4.3 54.3

北部・新市ブロック(n=40) 12.5 22.5 12.5 17.5 7.5 5.0 5.0 5.0 2.5 5.0 40.0

松永・沼隈ブロック(n=65) 7.7 9.2 7.7 10.8 4.6 4.6 4.6 0.0 0.0 6.2 36.9
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３ サービスを利用していない理由  

【問７(1)で「22（支給決定を受けているサービスはない）」を選んだ方におたずねします。】 

問９ あなたが障がい福祉サービスを利用していない理由は何ですか。 

（あてはまるものすべてに○印） 

 

サービスを利用していない理由については，「サービスを受ける必要がないため」の割

合が 60.0％と最も高く，次いで「年齢や障がい支援区分など，サービスの対象者に該当し

ないため」が 24.4％で続いている。サービスを受ける必要がない人や対象者に該当しない

人は合わせて８割を超えており，このほかの理由をあげる人はそれぞれ１割未満と少ない。 

 

60.0

24.4

11.9

4.7

2.0

1.7

1.4

0.7

9.8

6.1

5.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

サービスを受ける必要がないため

年齢や障がい支援区分など，サービス

の対象者に該当しないため

サービスがあることを知らなかったため

利用料金がかかるため

身近な地域にサービス提供場所がないため

引き受けてくれるサービス提供

事業所が見つからないため

既に別のサービスの提供を受けているため

サービスを利用する時間や曜日

の都合が合わないため

その他

特にない

無回答

全体(n=295)

（％）
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障がい種別では，身体障がい者で「サービスを受ける必要がないため」，知的障がい者

で「引き受けてくれるサービス提供事業所が見つからないため」「既に別のサービスの提

供を受けているため」，精神障がい者で「サービスがあることを知らなかったため」の割

合がそれぞれほかの障がいに比べて高くなっている。 

 

65.7

22.3

11.4

4.2

1.2

1.2

1.2

0.0

4.8

6.0

6.0

36.4

27.3

9.1

0.0

0.0

9.1

9.1

0.0

45.5

9.1

9.1

42.3

23.9

15.5

5.6

4.2

1.4

1.4

2.8

18.3

8.5

7.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

サービスを受ける必要がないため

年齢や障がい支援区分など，サービス

の対象者に該当しないため

サービスがあることを知らなかったため

利用料金がかかるため

身近な地域にサービス提供場所がないため

引き受けてくれるサービス提供

事業所が見つからないため

既に別のサービスの提供を受けているため

サービスを利用する時間や曜日

の都合が合わないため

その他

特にない

無回答

身体障がい者(n=166)

知的障がい者(n=11)

精神障がい者(n=71)

（％）
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４ サービスを利用しやすくするために必要なこと  

問 10 今後，障がい福祉サービスを利用しやすくするためには，どのようなことが必要

だと思いますか。上位５つまで選んでください。（主なもの５つまでに○印） 

 

サービスを利用しやすくするために必要なことについては，「どのようなサービスがあ

るのか，詳しい情報を提供してほしい」の割合が 45.0％と最も高く，次いで「申請や手続

きの方法をわかりやすくしてほしい」（33.6％），「自分に適切なサービスをアドバイスし

てほしい」（31.4％），「必要なときにすぐに利用できるようにしてほしい」（29.6％）の順

となっている。 

 

45.0

33.6

31.4

29.6

25.8

25.8

20.0

16.4

16.4

11.7

11.1

10.7

10.0

6.3

1.9

8.5

15.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

どのようなサービスがあるのか，

詳しい情報を提供してほしい

申請や手続きの方法をわかりやすくしてほしい

自分に適切なサービスをアドバイスしてほしい

必要なときにすぐに利用できるようにしてほしい

申請や手続きを素早くできるようにしてほしい

障がいの特性に応じた方法で情報を提供してほしい

サービスの費用負担を軽減してほしい

身近な場所でサービスが受けられるようにしてほしい

高齢になっても使えるサービスや施設がほしい

住んでいる地域によってサービス

内容に差がないようにしてほしい

施設の職員などの技術，知識を向上してほしい

介護保険サービスに切り替わるとき必要な

サービスが受けられるようにしてほしい

施設の職員などの人数を増やしてほしい

サービスの回数や時間を増やしてほしい

その他

特にない

無回答

全体(N=1107)

（％）
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障がい種別では，知的障がい者で「必要なときにすぐに利用できるようにしてほしい」

「高齢になっても使えるサービスや施設がほしい」「施設の職員などの人数を増やしてほ

しい」，精神障がい者で「申請や手続きの方法をわかりやすくしてほしい」「自分に適切な

サービスをアドバイスしてほしい」などの割合がそれぞれほかの障がいに比べて高くなっ

ている。 

49.3

32.5

26.5

29.5

26.4

25.5

22.0

15.5

15.6

12.2

9.1

11.1

8.0

5.1

1.6

8.2

17.1

0.0 25.0 50.0

どのようなサービスがあるのか，

詳しい情報を提供してほしい

申請や手続きの方法を

わかりやすくしてほしい

自分に適切なサービスを

アドバイスしてほしい

必要なときにすぐに利用

できるようにしてほしい

申請や手続きを素早く

できるようにしてほしい

障がいの特性に応じた方法で

情報を提供してほしい

サービスの費用負担を軽減してほしい

身近な場所でサービスが受け

られるようにしてほしい

高齢になっても使える

サービスや施設がほしい

住んでいる地域によってサービス

内容に差がないようにしてほしい

施設の職員などの技術，

知識を向上してほしい

介護保険サービスに切り替わるとき必要な

サービスが受けられるようにしてほしい

施設の職員などの人数を増やしてほしい

サービスの回数や時間を増やしてほしい

その他

特にない

無回答

（％）

身体障がい者

(n=550)

30.7

27.4

27.4

37.8

18.7

24.5

14.1

18.7

24.5

11.6

14.5

13.7

24.1

8.7

0.8

9.5

14.5

0.0 25.0 50.0

知的障がい者

(n=241)

 

47.7

43.2

40.2

27.8

33.5

30.1

21.4

19.5

15.4

13.9

13.9

10.5

8.6

10.9

3.0

7.5

9.8

0.0 25.0 50.0

精神障がい者

(n=266)
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５ 障がいや福祉サービスに関する情報の入手先  

問 11 あなたは，障がいのことや福祉サービスに関する情報を，どこから知ることが多

いですか。（あてはまるものすべてに○印） 

 

障がいや福祉サービスに関する情報の入手先については，「病院・薬局」の割合が 22.3％

と最も高く，次いで「県や市の窓口」（17.0％），「インターネット」（16.5％），「家

族・友人・知人」（15.5％），「県や市からの通知」（14.6％）の順となっている。 

 

22.3

17.0

16.5

15.5

14.6

14.1

11.9

9.9

8.7

7.7

6.5

5.3

4.7

4.4

3.5

2.8

2.7

1.5

0.8

2.2

8.1

8.6

8.5

0.0 10.0 20.0 30.0

病院・薬局

県や市の窓口

インターネット

家族・友人・知人

県や市からの通知

県や市などの広報紙・パンフレット

福祉施設・サービス提供事業所

相談支援事業所

ホームヘルパー・ケアマネジャーなど

県や市などのホームページ

障がい者相談員

地域包括支援センター

ラジオ・テレビ

新聞・雑誌など

基幹相談支援センター（クローバー）

障がい者団体など

社会福祉協議会

民生委員・児童委員

地域活動支援センター

その他

入手方法がわからない

特にない

無回答

全体(N=1107)

（％）

 

 



24 

 

障がい種別では，身体障がい者で「ホームヘルパー・ケアマネジャーなど」，知的障が

い者で「家族・友人・知人」「福祉施設・サービス提供事業所」「相談支援事業所」「障が

い者相談員」 ，精神障がい者で「病院・薬局」「県や市の窓口」「インターネット」の割

合がそれぞれほかの障がいに比べて高くなっている。 

 

18.2

17.1

16.9

14.0

16.0

14.9

7.3

4.4

12.4

9.5

3.6

6.9

4.7

4.5

1.8

2.0

1.6

1.5

1.1

1.5

8.7

8.2

10.4

0.0 20.0 40.0

病院・薬局

県や市の窓口

インターネット

家族・友人・知人

県や市からの通知

県や市などの広報紙・パンフレット

福祉施設・サービス提供事業所

相談支援事業所

ホームヘルパー・ケアマネジャーなど

県や市などのホームページ

障がい者相談員

地域包括支援センター

ラジオ・テレビ

新聞・雑誌など

基幹相談支援センター（クローバー）

障がい者団体など

社会福祉協議会

民生委員・児童委員

地域活動支援センター

その他

入手方法がわからない

特にない

無回答

（％）

身体障がい者

(n=550)

 

4.6

11.6

7.5

21.6

16.2

7.5

33.2

27.8

6.2

3.7

18.7

4.6

3.3

3.3

5.4

5.8

5.8

0.8

1.2

0.8

5.4

10.0

7.9

0.0 20.0 40.0

知的障がい者

(n=241)

 

34.2

21.8

21.4

13.2

15.8

15.4

9.4

15.4

6.0

9.4

7.1

2.6

5.3

4.1

5.6

2.6

3.0

2.6

0.8

4.1

10.2

6.4

3.8

0.0 20.0 40.0

精神障がい者

(n=266)
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年齢別では，身体障がい者の 65 歳以上で「病院・薬局」「県や市からの通知」「ホーム

ヘルパー・ケアマネジャーなど」，知的障がい者の 18～64 歳で「福祉施設・サービス提供

事業所」「相談支援事業所」「障がい者相談員」，精神障がい者の 18～64 歳で「病院・薬局」

「インターネット」の割合がそれぞれ高くなっている。 

 

単位（％）

病
院
・
薬
局

県
や
市
の
窓
口

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

家
族
・
友
人
・
知
人

県
や
市
か
ら
の
通
知

県
や
市
な
ど
の
広
報
紙
・

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

福
祉
施
設
・
サ
ー
ビ
ス
提

供
事
業
所

相
談
支
援
事
業
所

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
・
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど

県
や
市
な
ど
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

障
が
い
者
相
談
員

全体(N=1107) 22.3 17.0 16.5 15.5 14.6 14.1 11.9 9.9 8.7 7.7 6.5

【身体障がい者】

29歳以下(n=24) 8.3 20.8 25.0 33.3 20.8 8.3 33.3 20.8 16.7 12.5 25.0

30～39歳(n=32) 15.6 15.6 31.3 15.6 18.8 12.5 21.9 6.3 12.5 12.5 3.1

40～49歳(n=67) 22.4 28.4 17.9 16.4 17.9 11.9 7.5 10.4 3.0 7.5 4.5

50～64歳(n=240) 20.0 20.0 23.3 13.3 12.5 15.8 3.3 3.8 9.6 12.9 3.8

65歳以上(n=186) 16.1 9.1 4.8 11.3 18.8 16.1 6.5 0.5 18.8 4.8 0.5

【知的障がい者】

29歳以下(n=68) 7.4 11.8 16.2 32.4 14.7 8.8 32.4 42.6 8.8 8.8 19.1

30～39歳(n=49) 0.0 10.2 10.2 22.4 22.4 12.2 34.7 24.5 4.1 2.0 14.3

40～49歳(n=53) 5.7 13.2 0.0 13.2 11.3 3.8 35.8 24.5 3.8 1.9 17.0

50～64歳(n=59) 5.1 11.9 3.4 20.3 16.9 6.8 23.7 20.3 8.5 1.7 27.1

65歳以上(n=6) 0.0 16.7 0.0 0.0 16.7 0.0 83.3 0.0 0.0 0.0 0.0

【精神障がい者】

29歳以下(n=42) 31.0 26.2 23.8 19.0 7.1 14.3 16.7 35.7 4.8 14.3 14.3

30～39歳(n=41) 43.9 24.4 41.5 14.6 4.9 9.8 14.6 12.2 4.9 9.8 4.9

40～49歳(n=59) 23.7 15.3 28.8 6.8 13.6 15.3 3.4 10.2 11.9 15.3 6.8

50～64歳(n=115) 37.4 22.6 11.3 13.9 21.7 16.5 7.8 11.3 4.3 5.2 6.1

65歳以上(n=7) 28.6 28.6 0.0 14.3 57.1 28.6 14.3 14.3 0.0 0.0 0.0  
→続く 

注：知的障がい者及び精神障がい者の 65 歳以上については，件数（n=）が少ないため参考値として参照 
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→続き 

単位（％）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ

新
聞
・
雑
誌
な
ど

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
ク
ロ
ー
バ
ー
）

障
が
い
者
団
体
な
ど

社
会
福
祉
協
議
会

民
生
委
員
・
児
童
委
員

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

そ
の
他

入
手
方
法
が
わ
か
ら
な
い

特
に
な
い

全体(N=1107) 5.3 4.7 4.4 3.5 2.8 2.7 1.5 0.8 2.2 8.1 8.6

【身体障がい者】

29歳以下(n=24) 4.2 4.2 8.3 4.2 4.2 4.2 4.2 4.2 0.0 12.5 8.3

30～39歳(n=32) 0.0 6.3 6.3 3.1 6.3 3.1 0.0 0.0 0.0 3.1 15.6

40～49歳(n=67) 4.5 3.0 4.5 1.5 1.5 0.0 0.0 1.5 1.5 14.9 7.5

50～64歳(n=240) 3.3 3.3 3.8 2.5 2.1 2.5 0.8 0.4 2.1 8.3 7.9

65歳以上(n=186) 14.0 7.0 4.8 0.5 1.1 0.5 2.7 1.6 1.1 7.5 7.0

【知的障がい者】

29歳以下(n=68) 7.4 1.5 4.4 5.9 7.4 7.4 1.5 1.5 0.0 5.9 5.9

30～39歳(n=49) 4.1 4.1 2.0 4.1 6.1 2.0 0.0 0.0 2.0 2.0 8.2

40～49歳(n=53) 1.9 0.0 1.9 5.7 5.7 5.7 0.0 1.9 1.9 5.7 15.1

50～64歳(n=59) 5.1 8.5 5.1 5.1 5.1 6.8 0.0 1.7 0.0 8.5 11.9

65歳以上(n=6) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0

【精神障がい者】

29歳以下(n=42) 2.4 2.4 2.4 11.9 4.8 2.4 2.4 2.4 7.1 4.8 7.1

30～39歳(n=41) 0.0 4.9 0.0 12.2 4.9 2.4 0.0 0.0 4.9 9.8 2.4

40～49歳(n=59) 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 0.0 5.1 1.7 6.8 10.2 8.5

50～64歳(n=115) 1.7 6.1 6.1 1.7 0.0 4.3 2.6 0.0 1.7 12.2 7.0

65歳以上(n=7) 28.6 14.3 14.3 0.0 14.3 14.3 0.0 0.0 0.0 14.3 0.0  
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【３】住まいや暮らしについて 

１ 現在の生活の場  

問 12 あなたは現在，どのように暮らしていますか。（○印は１つ） 

 

現在の生活の場については，「自宅（アパートなどを含む）で家族や親族と暮らしてい

る」の割合が 71.5％と突出して最も高く，次いで「自宅（アパートなどを含む）で一人で

暮らしている」（15.2％），「グループホームで暮らしている」（4.7％）の順となっている。 

障がい種別では，知的障がい者で「グループホームで暮らしている」の割合がほかの障

がいを大きく上回っている。 

 

71.5

15.2

4.7

2.6

2.1

1.5

0.6

1.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

自宅（アパートなどを含む）で家族や親族と暮らしている

自宅（アパートなどを含む）で一人で暮らしている

グループホームで暮らしている

福祉施設（障がい者支援施設）に入所している

病院に入院している

福祉施設（高齢者施設）に入所している

その他

無回答

全体(N=1107)

（％）

 

72.7

16.2

1.6

2.5

2.5

3.1

0.0

1.3

63.9

6.2

16.6

7.5

2.1

0.0

1.2

2.5

73.3

19.5

3.0

0.8

0.8

0.4

1.1

1.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

自宅（アパートなどを含む）で家族や親族と暮らしている

自宅（アパートなどを含む）で一人で暮らしている

グループホームで暮らしている

福祉施設（障がい者支援施設）に入所している

病院に入院している

福祉施設（高齢者施設）に入所している

その他

無回答

身体障がい者(n=550)

知的障がい者(n=241)

精神障がい者(n=266)

（％）
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２ 今後３年以内に希望する暮らし方  

問 13 あなたは今後３年以内に，どのように暮らしたいと思いますか。（○印は１つ） 

 

今後３年以内に希望する暮らし方については，「自宅（アパートなどを含む）で家族や

親族と暮らしたい」の割合が 64.1％と突出して最も高く，次いで「自宅（アパートなどを

含む）で一人で暮らしたい」（16.7％），「グループホームで暮らしたい」（5.5％）の順と

なっている。 

障がい種別では，知的障がい者で「グループホームで暮らしたい」，精神障がい者で「自

宅（アパートなどを含む）で一人で暮らしたい」の割合がそれぞれほかの障がいに比べて

高くなっている。 

 

64.1

16.7

5.5

3.3

1.8

2.6

6.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

自宅（アパートなどを含む）で家族や親族と暮らしたい

自宅（アパートなどを含む）で一人で暮らしたい

グループホームで暮らしたい

福祉施設（障がい者支援施設）に入所したい

福祉施設（高齢者施設）に入所したい

その他

無回答

全体(N=1107)

（％）

 

67.5

16.0

2.2

3.5

2.9

2.0

6.0

51.0

7.5

20.7

7.1

0.4

3.7

9.5

66.9

21.8

3.0

1.5

0.4

3.4

3.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

自宅（アパートなどを含む）で家族や親族と暮らしたい

自宅（アパートなどを含む）で一人で暮らしたい

グループホームで暮らしたい

福祉施設（障がい者支援施設）に入所したい

福祉施設（高齢者施設）に入所したい

その他

無回答

身体障がい者(n=550)

知的障がい者(n=241)

精神障がい者(n=266)

（％）
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居住形態別（問 12）でみると，障がい者支援施設や高齢者施設に入所している人の約２

割が「自宅（アパートなどを含む）で家族や親族と暮らしたい」と回答しているものの，

大半が現状維持を希望している。 

 

凡例（％）

自
宅

（
ア
パ
ー
ト
な
ど
を
含

む
）
で
家
族
や
親
族
と
暮
ら

し
た
い

自
宅

（
ア
パ
ー
ト
な
ど
を
含

む
）
で
一
人
で
暮
ら
し
た
い

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
暮
ら
し

た
い

福
祉
施
設

（
障
が
い
者
支
援

施
設
）
に
入
所
し
た
い

福
祉
施
設

（
高
齢
者
施
設
）

に
入
所
し
た
い

そ
の
他

全体(N=1107) 64.1 16.7 5.5 3.3 1.8 2.6

【居住形態別】

自宅（家族と同居）(n=791) 84.5 5.9 2.1 1.6 0.6 1.6

自宅（一人暮らし）(n=168) 13.1 75.6 1.2 0.6 3.0 2.4

グループホーム(n=52) 5.8 13.5 75.0 1.9 0.0 0.0

障がい者支援施設入所(n=29) 17.2 3.4 3.4 51.7 3.4 3.4

高齢者施設入所(n=17) 17.6 0.0 0.0 0.0 47.1 17.6

入院中(n=23) 21.7 13.0 0.0 26.1 0.0 17.4
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３ 主な介助者  

問 14 あなたを介助してくれる人は，主に誰ですか。（○印は１つ） 

 

主な介助者については, 「父または母」の割合が 24.0％と最も高く，次いで「配偶者（夫

または妻）」（22.2％），「福祉施設の職員・ホームヘルパー」（10.3％），「子ども」（6.9％）

の順となっている。一方，約２割（22.0％）が「介助は必要ない（介助者はいない）」と

回答している。 

 

24.0

22.2

10.3

6.9

3.9

0.8

0.5

0.7

22.0

8.7

0.0 10.0 20.0 30.0

父または母

配偶者（夫または妻）

福祉施設の職員・ホームヘルパー

子ども

きょうだい

友人・知人

親せき

その他

介助は必要ない（介助者はいない）

無回答

全体(N=1107)

（％）
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障がい種別では，身体障がい者で「配偶者（夫または妻）」「子ども」，知的障がい者で

「父または母」「福祉施設の職員・ホームヘルパー」 の割合がそれぞれほかの障がいを大

きく上回っている。 

 

12.9

32.0

9.3

11.5

2.9

0.5

0.7

0.7

21.1

8.4

52.7

0.8

24.1

0.4

5.8

0.0

0.4

0.4

8.3

7.1

32.3

17.7

7.1

2.6

4.1

2.3

0.8

0.8

22.6

9.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

父または母

配偶者（夫または妻）

福祉施設の職員・ホームヘルパー

子ども

きょうだい

友人・知人

親せき

その他

介助は必要ない（介助者はいない）

無回答

身体障がい者(n=550)

知的障がい者(n=241)

精神障がい者(n=266)

（％）
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４ 介助者の年齢や健康状態  

【問 14 で「１～６（家族や親せき，友人・知人）」を選んだ方におたずねします。】 

問 15 介助してくれる人の年齢，健康状態についてお答えください。（○印は１つずつ） 

 

（１）介助者の年齢 

介助者の年齢については，「60歳以上」が53.1％と最も高く，次いで「50～59歳」（26.9％），

「40～49 歳」（7.3％）が続き，『50 歳以上（合計）』で８割（80.0％）を占めている。ま

た，「17 歳以下」は 0.9％みられた。 

障がい種別では，知的障がい者で「50～59 歳」の割合がほかの障がいを大きく上回って

いる。 

介助者別でみると，父母で「60 歳以上」，子どもで「17 歳以下」「18～29 歳」，きょうだ

いで「50～59 歳」の割合がそれぞれほかの介助者を大きく上回っている。 

 

0.9

0.9

1.9

0.4

6.6

2.3

2.4

1.4

2.5

0.4

0.4

14.5

2.3

6.7

4.8

4.5

0.7

6.9

0.4

5.7

17.1

2.3

13.3

7.3

5.7

4.1

12.6

3.4

11.4

10.5

4.7

26.9

24.0

35.9

25.8

28.6

25.6

19.7

37.2

26.7

53.1

57.1

54.5

48.4

65.8

48.8

27.6

46.5

46.7

4.6

5.4

3.4

1.9

1.1

8.1

3.9

7.0

6.7

凡例（％）

全体(n=646)

【障がい種別】

身体障がい者(n=333)

知的障がい者(n=145)

精神障がい者(n=159)

【介助者別】

父母(n=266)

配偶者(n=246)

子ども(n=76)

きょうだい(n=43)

親せき・友人等(n=15)

17歳

以下

18～

29歳

30～

39歳

40～

49歳

50～

59歳

60歳

以上

無回答
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介助者を障がい種別でみると，身体障がい者の父母で「60 歳以上」の割合がほかの介助

者に比べて高くなっている。また，身体障がい者や精神障がい者の子どもで「17 歳以下」

が僅かにみられ，回答件数は少ないが精神障がい者の子どもでは約３割を占めている。 

 

単位（％）

1
7
歳
以
下

1
8
～
2
9
歳

3
0
～
3
9
歳

4
0
～
4
9
歳

5
0
～
5
9
歳

6
0
歳
以
上

全体(n=646) 0.9 2.3 4.8 7.3 26.9 53.1

【身体障がい者】

父母(n=71) 0.0 0.0 0.0 1.4 21.1 77.5

配偶者(n=176) 0.0 0.0 2.3 6.3 24.4 58.5

子ども(n=63) 4.8 12.7 14.3 11.1 20.6 31.7

きょうだい(n=16) 0.0 0.0 0.0 0.0 43.8 56.3

親せき・友人等(n=7) 0.0 0.0 28.6 0.0 28.6 42.9

【知的障がい者】

父母(n=127) 0.0 0.0 0.8 3.1 34.6 59.8

配偶者(n=2) 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0

子ども(n=1) 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

きょうだい(n=14) 0.0 7.1 0.0 14.3 42.9 14.3

親せき・友人等(n=1) 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

【精神障がい者】

父母(n=86) 1.2 1.2 0.0 5.8 26.7 64.0

配偶者(n=47) 0.0 2.1 17.0 27.7 29.8 21.3

子ども(n=7) 28.6 14.3 42.9 14.3 0.0 0.0

きょうだい(n=11) 0.0 0.0 0.0 9.1 27.3 63.6

親せき・友人等(n=8) 0.0 12.5 0.0 0.0 12.5 62.5  

注：件数（n=）が 10 未満の項目については，参考値として参照 
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（２）介助者の健康状態 

介助者の健康状態については，「健康である」が 53.4％，「健康に不安がある」が 41.0％

となっている。 

障がい種別では，大きな差はみられない。  

介助者別でみると，父母で「健康に不安がある」の割合がほかの介助者を大きく上回っ

ている。 

介助者の年齢別では，17 歳以下や 60 歳以上で「健康である」の割合が低く，特に 60 歳

以上で「健康に不安がある」の割合がほかの年齢層を大きく上回っている。 

 

53.4

50.5

50.3

53.5

48.9

52.8

63.2

60.5

73.3

50.0

86.7

83.9

76.6

66.1

43.1

41.0

41.7

46.9

44.0

49.2

38.6

28.9

32.6

20.0

33.3

13.3

12.9

19.1

32.2

55.7

5.6

7.8

2.8

2.5

1.9

8.5

7.9

7.0

6.7

16.7

3.2

4.3

1.7

1.2

凡例（％）

全体(n=646)

【障がい種別】

身体障がい者(n=333)

知的障がい者(n=145)

精神障がい者(n=159)

【介助者別】

父母(n=266)

配偶者(n=246)

子ども(n=76)

きょうだい(n=43)

親せき・友人等(n=15)

【介助者の年齢別】

17歳以下(n=6)

18～29歳(n=15)

30～39歳(n=31)

40～49歳(n=47)

50～59歳(n=174)

60歳以上(n=343)

健康である 健康に不安がある 無回答

 
注：介助者の 17 歳以下については，件数（n=）が少ないため参考値として参照 
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５ 希望する暮らしを送るために必要な支援  

問 16 これから先，あなたが希望する暮らしを送るためには，どのような支援が必要だ

と思いますか。（あてはまるものすべてに○印） 

 

希望する暮らしを送るために必要な支援については，「経済的な負担が軽くなること」

の割合が 56.4％と最も高く，次いで「相談支援が充実していること」（30.2％），「緊急な

ときや災害のときに居場所が確保できること」（27.6％），「必要な在宅サービスが適切に

利用できること」（27.5％），「障がいのある人に適した住まいが確保されること」（25.8％）

の順となっている。 

 

56.4

30.2

27.6

27.5

25.8

22.8

22.2

19.6

19.5

14.5

13.8

11.7

10.4

9.2

2.6

9.5

6.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

経済的な負担が軽くなること

相談支援が充実していること

緊急なときや災害のときに居場所が確保できること

必要な在宅サービスが適切に利用できること

障がいのある人に適した住まいが確保されること

在宅で医療的ケアなどを適切に受けられること

情報の取得や利用について支援してくれること

身のまわりの世話をしてくれる人が確保されること

日中過ごせる場所・仲間や友達と

出会える場所が充実していること

まわりの人とのコミュニケーション

（意思疎通）を支援してくれること

一人暮らしや共同生活に慣れる

ために支援してくれること

地域住民等の理解が深まること

進学や就職に向けて支援してくれること

生活訓練等が充実していること

その他

特にない

無回答

全体(N=1107)

（％）
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障がい種別では，身体障がい者で「在宅で医療的ケアなどを適切に受けられること」，

知的障がい者で「障がいのある人に適した住まいが確保されること」「身のまわりの世話

をしてくれる人が確保されること」「日中過ごせる場所・仲間や友達と出会える場所が充

実していること」，精神障がい者で「経済的な負担が軽くなること」「相談支援が充実して

いること」などの割合がそれぞれほかの障がいを大きく上回っている。 

 

54.9

24.5

28.9

31.3

23.3

31.5

19.1

18.4

13.5

9.1

7.1

8.9

5.8

6.7

1.6

9.5

6.7

0.0 35.0 70.0

経済的な負担が軽くなること

相談支援が充実していること

緊急なときや災害のときに

居場所が確保できること

必要な在宅サービスが

適切に利用できること

障がいのある人に適した

住まいが確保されること

在宅で医療的ケアなどを

適切に受けられること

情報の取得や利用について

支援してくれること

身のまわりの世話をしてくれる

人が確保されること

日中過ごせる場所・仲間や友達と

出会える場所が充実していること

まわりの人とのコミュニケーション

（意思疎通）を支援してくれること

一人暮らしや共同生活に慣れる

ために支援してくれること

地域住民等の理解が深まること

進学や就職に向けて

支援してくれること

生活訓練等が充実していること

その他

特にない

無回答

（％）

身体障がい者

(n=550)

 

45.6

32.4

36.5

25.7

41.5

14.5

19.9

33.2

31.5

26.1

27.8

16.6

6.6

11.2

1.7

10.4

7.5

0.0 35.0 70.0

知的障がい者

(n=241)

 

66.5

41.0

24.4

27.8

27.4

16.2

30.8

16.9

22.9

17.7

17.7

15.8

20.7

13.2

3.8

7.5

5.6

0.0 35.0 70.0

精神障がい者

(n=266)
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【４】相談について 

１ 相談したいこと  

問 17 あなたが相談したいことは，どのようなことですか。 

（あてはまるものすべてに○印） 

 

相談したいことについては，「自分の体調のこと」の割合が 37.4％と最も高く，次いで

「生活費や収入のこと」（32.9％），「利用できる福祉制度のこと」（31.9％），「老後のこと」

（31.1％），「介助してくれる人の健康や体力のこと」（17.0％）の順となっている。 

 

37.4

32.9

31.9

31.1

17.0

16.7

16.4

14.1

13.8

13.4

11.7

11.7

10.3

9.1

8.8

6.3

5.4

5.1

2.5

1.9

3.3

14.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

自分の体調のこと

生活費や収入のこと

利用できる福祉制度のこと

老後のこと

介助してくれる人の健康や体力のこと

仕事・就職のこと

緊急時・災害時のこと

住まいのこと

家族・学校・職場・近所などでの人間関係のこと

外出・移動のこと

支援してくれる人のこと

家事（炊事・掃除・洗濯）のこと

介助・介護のこと

話し相手のこと

情報収集のこと

差別・偏見に関すること

結婚のこと

余暇・スポーツ活動のこと

育児のこと

就学・進学・教育のこと

その他

無回答

全体(N=1107)

（％）
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障がい種別では，知的障がい者で「支援してくれる人のこと」「余暇・スポーツ活動の

こと」，精神障がい者で「自分の体調のこと」「生活費や収入のこと」「仕事・就職のこと」

「家族・学校・職場・近所などでの人間関係のこと」などの割合がそれぞれほかの障がい

に比べて高くなっている。 
 

31.1

26.9

31.8

30.9

19.5

10.0

16.2

11.8

6.5

13.8

8.2

9.3

12.9

4.7

8.9

4.9

3.6

3.1

1.1

0.9

2.5

17.6

0.0 30.0 60.0

自分の体調のこと

生活費や収入のこと

利用できる福祉制度のこと

老後のこと

介助してくれる人の健康や体力のこと

仕事・就職のこと

緊急時・災害時のこと

住まいのこと

家族・学校・職場・近所

などでの人間関係のこと

外出・移動のこと

支援してくれる人のこと

家事（炊事・掃除・洗濯）のこと

介助・介護のこと

話し相手のこと

情報収集のこと

差別・偏見に関すること

結婚のこと

余暇・スポーツ活動のこと

育児のこと

就学・進学・教育のこと

その他

無回答

（％）

身体障がい者

(n=550)

 

32.0

29.0

31.5

32.0

17.8

17.0

21.2

19.9

13.3

16.2

21.2

13.7

11.6

12.0

6.2

4.1

6.6

12.0

1.2

1.2

2.1

13.7

0.0 30.0 60.0

知的障がい者

(n=241)

 

53.4

49.6

33.8

33.8

17.3

27.1

17.3

18.0

28.2

14.3

15.0

16.2

5.6

15.8

12.0

12.4

9.0

4.5

5.3

4.1

3.8

8.6

0.0 30.0 60.0

精神障がい者

(n=266)
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年齢別では，精神障がい者の 29 歳以下で「生活費や収入のこと」「家族・学校・職場・

近所などでの人間関係のこと」の割合がほかの年齢層を大きく上回っており，身体障がい

者では若い年齢層ほど「緊急時・災害時のこと」，精神障がい者では若い年齢層ほど「仕

事・就職のこと」の割合がそれぞれ高くなっている。 

発達障がいの診断を受けている人は受けていない人に比べ，「生活費や収入のこと」「利

用できる福祉制度のこと」「仕事・就職のこと」などの割合が高く，相談内容が多岐にわ

たっている。 

要支援・要介護認定を受けている人は受けていない人に比べ，「利用できる福祉制度の

こと」「介助してくれる人の健康や体力のこと」「介助・介護のこと」などの割合が高くなっ

ている。 

 

単位（％）

自
分
の
体
調
の
こ
と

生
活
費
や
収
入
の
こ
と

利
用
で
き
る
福
祉
制
度

の
こ
と

老
後
の
こ
と

介
助
し
て
く
れ
る
人
の

健
康
や
体
力
の
こ
と

仕
事
・
就
職
の
こ
と

緊
急
時
・
災
害
時
の
こ

と 住
ま
い
の
こ
と

家
族
・
学
校
・
職
場
・

近
所
な
ど
で
の
人
間
関

係
の
こ
と

外
出
・
移
動
の
こ
と

支
援
し
て
く
れ
る
人
の

こ
と

全体(N=1107) 37.4 32.9 31.9 31.1 17.0 16.7 16.4 14.1 13.8 13.4 11.7

【身体障がい者】

29歳以下(n=24) 12.5 41.7 33.3 29.2 16.7 37.5 33.3 33.3 12.5 16.7 12.5

30～39歳(n=32) 28.1 25.0 28.1 37.5 31.3 15.6 21.9 18.8 12.5 18.8 18.8

40～49歳(n=67) 34.3 31.3 34.3 34.3 11.9 22.4 17.9 16.4 9.0 13.4 6.0

50～64歳(n=240) 29.6 30.0 32.9 35.0 16.3 10.4 15.0 12.9 7.1 10.8 6.7

65歳以上(n=186) 34.4 19.9 29.6 23.7 24.7 0.5 14.0 4.8 3.2 16.1 8.6

【知的障がい者】

29歳以下(n=68) 27.9 38.2 41.2 25.0 23.5 25.0 29.4 35.3 8.8 20.6 22.1

30～39歳(n=49) 24.5 22.4 34.7 36.7 24.5 12.2 18.4 14.3 16.3 12.2 24.5

40～49歳(n=53) 28.3 20.8 20.8 28.3 7.5 9.4 15.1 9.4 7.5 15.1 24.5

50～64歳(n=59) 45.8 30.5 28.8 44.1 16.9 15.3 22.0 18.6 23.7 16.9 15.3

65歳以上(n=6) 33.3 33.3 33.3 0.0 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 16.7

【精神障がい者】

29歳以下(n=42) 47.6 71.4 35.7 26.2 14.3 61.9 16.7 19.0 50.0 21.4 21.4

30～39歳(n=41) 53.7 43.9 39.0 22.0 22.0 41.5 22.0 19.5 31.7 12.2 17.1

40～49歳(n=59) 49.2 47.5 37.3 33.9 15.3 20.3 8.5 11.9 23.7 13.6 11.9

50～64歳(n=115) 57.4 46.1 29.6 40.9 18.3 13.0 19.1 19.1 23.5 12.2 12.2

65歳以上(n=7) 42.9 28.6 28.6 28.6 14.3 14.3 14.3 28.6 0.0 28.6 28.6

【発達障がい診断別】

受けている(n=137) 30.7 42.3 42.3 35.0 16.1 31.4 23.4 19.0 25.5 16.8 23.4

受けていない(n=653) 38.9 31.9 31.5 31.2 14.7 15.3 15.9 13.3 12.3 12.7 9.3

【要支援・要介護認定別】

受けている(n=107) 42.1 22.4 41.1 22.4 28.0 6.5 14.0 9.3 5.6 14.0 14.0

受けていない(n=677) 37.4 34.3 32.8 32.5 13.9 18.3 16.8 14.9 15.4 12.7 10.8  
→続く 

注：知的障がい者及び精神障がい者の 65 歳以上については，件数（n=）が少ないため参考値として参照 
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→続き 

単位（％）

家
事

（
炊
事
・
掃
除
・

洗
濯
）
の
こ
と

介
助
・
介
護
の
こ
と

話
し
相
手
の
こ
と

情
報
収
集
の
こ
と

差
別
・
偏
見
に
関
す
る

こ
と

結
婚
の
こ
と

余
暇
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
こ
と

育
児
の
こ
と

就
学
・
進
学
・
教
育
の

こ
と

そ
の
他

全体(N=1107) 11.7 10.3 9.1 8.8 6.3 5.4 5.1 2.5 1.9 3.3

【身体障がい者】

29歳以下(n=24) 20.8 12.5 12.5 8.3 12.5 12.5 4.2 4.2 4.2 0.0

30～39歳(n=32) 3.1 18.8 3.1 9.4 3.1 12.5 6.3 6.3 0.0 0.0

40～49歳(n=67) 6.0 7.5 7.5 17.9 9.0 9.0 6.0 3.0 1.5 6.0

50～64歳(n=240) 9.2 10.4 5.0 9.6 5.8 2.9 1.7 0.0 0.8 2.1

65歳以上(n=186) 10.2 17.2 2.7 4.8 1.1 0.0 3.2 0.5 0.5 2.7

【知的障がい者】

29歳以下(n=68) 20.6 8.8 16.2 5.9 7.4 11.8 14.7 2.9 1.5 1.5

30～39歳(n=49) 4.1 12.2 8.2 2.0 2.0 4.1 12.2 2.0 0.0 4.1

40～49歳(n=53) 11.3 7.5 3.8 5.7 1.9 3.8 9.4 0.0 0.0 3.8

50～64歳(n=59) 18.6 20.3 16.9 11.9 3.4 6.8 13.6 0.0 3.4 0.0

65歳以上(n=6) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

【精神障がい者】

29歳以下(n=42) 21.4 4.8 19.0 14.3 16.7 19.0 11.9 7.1 9.5 0.0

30～39歳(n=41) 19.5 7.3 19.5 7.3 12.2 12.2 7.3 17.1 7.3 4.9

40～49歳(n=59) 15.3 1.7 11.9 11.9 10.2 5.1 0.0 6.8 5.1 8.5

50～64歳(n=115) 13.0 6.1 16.5 13.9 13.0 7.0 3.5 0.0 0.9 2.6

65歳以上(n=7) 28.6 28.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

【発達障がい診断別】

受けている(n=137) 16.8 8.8 16.1 9.5 9.5 11.7 12.4 3.6 2.9 4.4

受けていない(n=653) 10.1 10.0 8.4 10.3 5.4 5.2 4.6 2.6 2.1 2.8

【要支援・要介護認定別】

受けている(n=107) 12.1 25.2 9.3 7.5 4.7 2.8 1.9 2.8 2.8 4.7

受けていない(n=677) 11.4 8.3 9.6 10.8 6.2 6.6 6.5 2.8 2.1 2.8  
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２ 相談先に望むこと  

問 18 あなたが相談先に望むことは何ですか。（あてはまるものすべてに○印） 

 

相談先に望むことについては，「１か所でどんな相談にも対応できること」の割合が

38.0％と最も高く，次いで「どのような相談先があるのか，詳しい情報を提供すること」

（33.6％），「障がいの特性に応じて専門の相談ができること」「年齢や状況などに応じた

情報を提供してくれること」（各 31.1％），「身近な地域で気軽に相談できる場所が増える

こと」（27.2％）の順となっている。 

 

38.0

33.6

31.1

31.1

27.2

19.8

14.1

13.0

11.5

11.2

6.2

1.1

11.6

11.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

１か所でどんな相談にも対応できること

どのような相談先があるのか，

詳しい情報を提供すること

障がいの特性に応じて専門の相談ができること

年齢や状況などに応じた情報を提供してくれること

身近な地域で気軽に相談できる場所が増えること

休日や夜間，緊急時でも相談できること

障がいのある人やその家族など，

同じ立場の人に相談ができること

相談員の質を向上させること

自宅や病院，施設を訪問してくれること

電話・ＦＡＸ・電子メールでの相談ができること

スマートフォンやパソコンなどで相手の

顔を見ながら遠隔で相談できること

その他

特にない

無回答

全体(N=1107)

（％）
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障がい種別では，精神障がい者で「どのような相談先があるのか，詳しい情報を提供す

ること」「障がいの特性に応じて専門の相談ができること」「年齢や状況などに応じた情報

を提供してくれること」「電話・ＦＡＸ・電子メールでの相談ができること」などの割合

がほかの障がいを大きく上回っている。 

 

35.1

29.6

26.4

28.2

21.3

16.7

9.5

10.7

9.6

9.1

4.5

1.1

13.3

12.7

41.9

28.6

32.8

31.1

30.3

22.8

20.7

14.1

14.5

8.7

5.4

0.8

11.2

14.1

43.2

42.5

42.9

39.5

35.7

25.6

21.1

19.2

14.3

16.2

9.4

1.1

8.3

7.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

１か所でどんな相談にも対応できること

どのような相談先があるのか，

詳しい情報を提供すること

障がいの特性に応じて専門の相談ができること

年齢や状況などに応じた情報を提供してくれること

身近な地域で気軽に相談できる場所が増えること

休日や夜間，緊急時でも相談できること

障がいのある人やその家族など，

同じ立場の人に相談ができること

相談員の質を向上させること

自宅や病院，施設を訪問してくれること

電話・ＦＡＸ・電子メールでの相談ができること

スマートフォンやパソコンなどで相手の

顔を見ながら遠隔で相談できること

その他

特にない

無回答

身体障がい者(n=550)

知的障がい者(n=241)

精神障がい者(n=266)

（％）

 
 



43 

 

年齢別でみると，身体障がい者の 29 歳以下で「電話・ＦＡＸ・電子メールでの相談が

できること」，精神障がい者の 29 歳以下で「１か所でどんな相談にも対応できること」「障

がいの特性に応じて専門の相談ができること」「身近な地域で気軽に相談できる場所が増

えること」，いずれの障がいも 29 歳以下で「障がいのある人やその家族など，同じ立場の

人に相談ができること」の割合がそれぞれほかの年齢層に比べて高くなっている。 

発達障がいの診断を受けている人は受けていない人に比べ，「１か所でどんな相談にも

対応できること」「障がいの特性に応じて専門の相談ができること」「年齢や状況などに応

じた情報を提供してくれること」などの割合が高くなっている。 

 

単位（％）

１
か
所
で
ど
ん
な
相
談
に
も
対

応
で
き
る
こ
と

ど
の
よ
う
な
相
談
先
が
あ
る
の

か
，
詳
し
い
情
報
を
提
供
す
る

こ
と

障
が
い
の
特
性
に
応
じ
て
専
門

の
相
談
が
で
き
る
こ
と

年
齢
や
状
況
な
ど
に
応
じ
た
情

報
を
提
供
し
て
く
れ
る
こ
と

身
近
な
地
域
で
気
軽
に
相
談
で

き
る
場
所
が
増
え
る
こ
と

休
日
や
夜
間
，
緊
急
時
で
も
相

談
で
き
る
こ
と

障
が
い
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族

な
ど
，
同
じ
立
場
の
人
に
相
談

が
で
き
る
こ
と

相
談
員
の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ

と 自
宅
や
病
院
，
施
設
を
訪
問
し

て
く
れ
る
こ
と

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル

で
の
相
談
が
で
き
る
こ
と

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン

な
ど
で
相
手
の
顔
を
見
な
が
ら

遠
隔
で
相
談
で
き
る
こ
と

そ
の
他

特
に
な
い

全体(N=1107) 38.0 33.6 31.1 31.1 27.2 19.8 14.1 13.0 11.5 11.2 6.2 1.1 11.6

【身体障がい者】

29歳以下(n=24) 45.8 29.2 45.8 45.8 33.3 29.2 37.5 25.0 16.7 29.2 16.7 0.0 0.0

30～39歳(n=32) 37.5 31.3 40.6 37.5 21.9 15.6 9.4 21.9 3.1 9.4 3.1 0.0 21.9

40～49歳(n=67) 32.8 43.3 37.3 31.3 28.4 17.9 14.9 13.4 10.4 17.9 4.5 4.5 13.4

50～64歳(n=240) 36.3 30.4 29.2 29.2 15.8 14.6 7.5 9.6 7.5 7.9 5.4 1.3 12.9

65歳以上(n=186) 32.8 23.1 14.0 21.5 24.2 17.7 6.5 7.5 12.4 4.8 2.2 0.0 14.0

【知的障がい者】

29歳以下(n=68) 52.9 33.8 45.6 47.1 45.6 27.9 29.4 13.2 20.6 14.7 10.3 0.0 4.4

30～39歳(n=49) 44.9 30.6 30.6 26.5 16.3 20.4 14.3 16.3 0.0 0.0 0.0 0.0 14.3

40～49歳(n=53) 32.1 28.3 24.5 22.6 26.4 20.8 18.9 9.4 15.1 5.7 1.9 3.8 20.8

50～64歳(n=59) 37.3 23.7 28.8 28.8 30.5 23.7 18.6 18.6 16.9 13.6 8.5 0.0 8.5

65歳以上(n=6) 16.7 16.7 16.7 0.0 16.7 0.0 0.0 16.7 33.3 0.0 0.0 0.0 16.7

【精神障がい者】

29歳以下(n=42) 66.7 47.6 57.1 54.8 57.1 35.7 38.1 23.8 23.8 19.0 14.3 0.0 2.4

30～39歳(n=41) 34.1 51.2 41.5 56.1 43.9 24.4 24.4 17.1 9.8 19.5 19.5 2.4 7.3

40～49歳(n=59) 44.1 33.9 40.7 39.0 25.4 27.1 13.6 16.9 11.9 18.6 10.2 1.7 16.9

50～64歳(n=115) 39.1 41.7 40.0 29.6 31.3 21.7 18.3 20.0 13.9 13.0 4.3 0.9 6.1

65歳以上(n=7) 14.3 28.6 28.6 28.6 28.6 0.0 14.3 14.3 14.3 0.0 0.0 0.0 14.3

【発達障がい診断別】

受けている(n=137) 45.3 39.4 46.7 45.3 38.7 28.5 29.2 18.2 10.9 12.4 8.8 0.7 5.8

受けていない(n=653) 36.1 35.8 31.5 31.7 23.3 17.9 13.5 13.8 10.4 12.9 6.0 1.4 14.5
 

注：知的障がい者及び精神障がい者の 65 歳以上については，件数（n=）が少ないため参考値として参照 
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３ 基幹相談支援センター（クローバー)の利用状況 

問 19 あなたは，基幹相談支援センター（クローバー)を利用したことがありますか。 

（○印は１つ） 

 

基幹相談支援センター（クローバー)の利用状況については，「利用したことがある」が

２割未満（15.3％），「利用したことはないが，利用に興味がある」が３割以上（34.2％），

「利用したことはないし，利用する必要がない」が約４割（41.3％）となっている。 

障がい種別では，知的障がい者で「利用したことがある」，身体障がい者で「利用した

ことはないし，利用する必要がない」の割合がそれぞれほかの障がいに比べて高くなって

いる。 

発達障がいの診断を受けている人の約４割が「利用したことがある」と回答している。 

 

15.3

7.5

31.5

22.2

41.6

10.4

34.2

34.7

27.4

39.5

36.5

34.6

41.3

48.0

28.6

33.1

14.6

49.8

9.2

9.8

12.4

5.3

7.3

5.2

凡例（％）

全体(N=1107)

【障がい種別】

身体障がい者(n=550)

知的障がい者(n=241)

精神障がい者(n=266)

【発達障がい診断別】

受けている(n=137)

受けていない(n=653)

利用したこと

がある

利用したことはないが，

利用に興味がある

利用したことはないし，

利用する必要がない

無回答
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年齢別では，いずれの障がいも，おおむね若い年齢層ほど「利用したことがある」の割

合が高くなっている。 

 

15.3

33.3

25.0

14.9

5.0

1.6

44.1

51.0

18.9

13.6

33.3

34.1

22.0

14.8

34.2

29.2

18.8

38.8

34.2

37.6

30.9

28.6

22.6

30.5

42.9

39.0

33.9

39.1

71.4

41.3

33.3

56.3

40.3

53.3

44.1

14.7

16.3

45.3

37.3

50.0

21.4

26.8

37.3

39.1

14.3

9.2

4.2

6.0

7.5

16.7

10.3

4.1

13.2

18.6

50.0

2.4

6.8

7.0

14.3

凡例（％）

全体(N=1107)

【年齢別】

29歳以下(n=24)

30～39歳(n=32)

40～49歳(n=67)

50～64歳(n=240)

65歳以上(n=186)

29歳以下(n=68)

30～39歳(n=49)

40～49歳(n=53)

50～64歳(n=59)

65歳以上(n=6)

29歳以下(n=42)

30～39歳(n=41)

40～49歳(n=59)

50～64歳(n=115)

65歳以上(n=7)

利用したこと

がある

利用したことはないが，

利用に興味がある

利用したことはないし，

利用する必要がない

無回答

身
体
障
が
い
者

知
的
障
が
い
者

精
神
障
が
い
者

 
注：知的障がい者及び精神障がい者の 65 歳以上については，件数（n=）が少ないため参考値として参照 
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４ 権利擁護支援センターの利用状況 

問 20 あなたは，権利擁護支援センターを利用したことがありますか。（○印は１つ） 

 

権利擁護支援センターの利用状況については，「利用したことがある」が 0.7％，「利用

したことはないが，利用に興味がある」が約３割（30.4％），「利用したことはないし，利

用する必要がない」が約６割（57.4％）となっている。 

障がい種別では，知的障がい者や精神障がい者で「利用したことはないが，利用に興味

がある」，身体障がい者や精神障がい者で「利用したことはないし，利用する必要がない」

の割合がそれぞれ高くなっている。  

発達障がいの診断を受けている人は受けていない人に比べ，「利用したことはないが，

利用に興味がある」の割合が高くなっている。 

 

0.7

0.5

2.1

0.9

30.4

25.6

41.9

36.5

52.6

26.8

57.4

61.3

41.1

57.5

40.1

65.2

11.6

12.5

14.9

6.0

7.3

7.0

凡例（％）

全体(N=1107)

【障がい種別】

身体障がい者(n=550)

知的障がい者(n=241)

精神障がい者(n=266)

【発達障がい診断別】

受けている(n=137)

受けていない(n=653)

利用したこと

がある

利用したことはないが，

利用に興味がある

利用したことはないし，

利用する必要がない

無回答
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年齢別では，いずれの障がいも 29 歳以下で「利用したことはないが，利用に興味があ

る」の割合が高く，40～49 歳で「利用したことはないし，利用する必要がない」の割合が

ほかの年齢層に比べて高くなっている。 

 

0.7

4.2

6.3

1.5

2.0

1.9

1.7

30.4

41.7

25.0

16.4

29.2

22.0

58.8

42.9

28.3

40.7

45.2

36.6

28.8

35.7

71.4

57.4

45.8

65.6

73.1

62.5

57.0

26.5

44.9

54.7

39.0

50.0

54.8

61.0

62.7

56.5

14.3

11.6

8.3

3.1

10.4

8.3

21.0

13.2

10.2

15.1

18.6

50.0

2.4

8.5

7.8

14.3

凡例（％）

全体(N=1107)

【年齢別】

29歳以下(n=24)

30～39歳(n=32)

40～49歳(n=67)

50～64歳(n=240)

65歳以上(n=186)

29歳以下(n=68)

30～39歳(n=49)

40～49歳(n=53)

50～64歳(n=59)

65歳以上(n=6)

29歳以下(n=42)

30～39歳(n=41)

40～49歳(n=59)

50～64歳(n=115)

65歳以上(n=7)

利用したこと

がある

利用したことはないが，

利用に興味がある

利用したことはないし，

利用する必要がない

無回答

身
体
障
が
い
者

知
的
障
が
い
者

精
神
障
が
い
者

 

注：知的障がい者及び精神障がい者の 65 歳以上については，件数（n=）が少ないため参考値として参照 
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５ 成年後見制度の認知状況 

問 21 あなたは「成年後見制度」を知っていますか。（○印は１つ） 

 

成年後見制度の認知状況については，「言葉も内容も知っている」が 30.9％，「言葉を知っ

ているが，内容は知らない」が 27.3％，合計で 58.2％となっている。一方，「言葉も内容

も知らない」は 34.2％となっている。 

障がい種別では，知的障がい者で「言葉も内容も知らない」の割合がほかの障がいに比

べて高くなっている。  

発達障がいの診断を受けていない人は受けている人に比べ，「言葉も内容も知らない」

の割合が高くなっている。 

 

30.9

33.1

22.4

30.5

30.7

31.5

27.3

26.0

28.6

31.6

35.0

27.9

34.2

32.5

39.4

34.2

28.5

36.3

7.6

8.4

9.5

3.8

5.8

4.3

凡例（％）

全体(N=1107)

【障がい種別】

身体障がい者(n=550)

知的障がい者(n=241)

精神障がい者(n=266)

【発達障がい診断別】

受けている(n=137)

受けていない(n=653)

言葉も内容も

知っている

言葉を知っているが，

内容は知らない

言葉も内容も

知らない

無回答

 

 



49 

 

年齢別では，いずれの障がいも 29 歳以下で「言葉を知っているが，内容は知らない」，

30～49 歳で「言葉も内容も知っている」の割合がそれぞれほかの年齢層に比べて高くなっ

ている。 

 

30.9

29.2

43.8

43.3

34.2

26.9

20.6

26.5

30.2

16.9

16.7

19.0

41.5

33.9

30.4

14.3

27.3

33.3

18.8

16.4

25.4

30.1

33.8

28.6

22.6

23.7

16.7

47.6

34.1

28.8

27.8

14.3

34.2

29.2

37.5

38.8

34.2

28.0

38.2

36.7

37.7

47.5

33.3

31.0

24.4

33.9

36.5

57.1

7.6

8.3

1.5

6.3

15.1

7.4

8.2

9.4

11.9

33.3

2.4

3.4

5.2

14.3

凡例（％）

全体(N=1107)

【年齢別】

29歳以下(n=24)

30～39歳(n=32)

40～49歳(n=67)

50～64歳(n=240)

65歳以上(n=186)

29歳以下(n=68)

30～39歳(n=49)

40～49歳(n=53)

50～64歳(n=59)

65歳以上(n=6)

29歳以下(n=42)

30～39歳(n=41)

40～49歳(n=59)

50～64歳(n=115)

65歳以上(n=7)

言葉も内容も

知っている

言葉を知っているが，

内容は知らない

言葉も内容も

知らない

無回答

身
体
障
が
い
者

知
的
障
が
い
者

精
神
障
が
い
者

 
注：知的障がい者及び精神障がい者の 65 歳以上については，件数（n=）が少ないため参考値として参照 
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６ 成年後見制度の利用意向 

問 22 あなたは今後「成年後見制度」を利用したいと思いますか。（○印は１つ） 

 

成年後見制度の利用意向については，「利用したいと思う」が２割程度（23.1％），

「利用したいとは思わない」が６割以上（64.6％）となっている。 

障がい種別では，知的障がい者や精神障がい者で「利用したいと思う」の割合が３割以

上となっているが，身体障がい者や精神障がい者で「利用したいとは思わない」の割合が

６割以上と高くなっている。 

発達障がいの診断を受けている人は受けていない人に比べ，「利用したいと思う」の割

合が高くなっている。 

 

23.1

18.2

36.1

30.1

34.3

21.7

64.6

69.6

45.2

62.8

51.8

70.9

12.3

12.2

18.7

7.1

13.9

7.4

凡例（％）

全体(N=1107)

【障がい種別】

身体障がい者(n=550)

知的障がい者(n=241)

精神障がい者(n=266)

【発達障がい診断別】

受けている(n=137)

受けていない(n=653)

利用したいと思う 利用したいとは思わない 無回答
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年齢別では，身体障がい者や知的障がい者の 30～39 歳で「利用したいと思う」の割合

がほかの年齢層に比べて高くなっている。 

 

23.1

20.8

37.5

10.4

20.0

14.5

41.2

49.0

17.0

39.0

16.7

33.3

34.1

23.7

30.4

42.9

64.6

70.8

56.3

79.1

70.4

67.7

41.2

32.7

62.3

44.1

33.3

61.9

63.4

66.1

61.7

42.9

12.3

8.3

6.3

10.4

9.6

17.7

17.6

18.4

20.8

16.9

50.0

4.8

2.4

10.2

7.8

14.3

凡例（％）

全体(N=1107)

【年齢別】

29歳以下(n=24)

30～39歳(n=32)

40～49歳(n=67)

50～64歳(n=240)

65歳以上(n=186)

29歳以下(n=68)

30～39歳(n=49)

40～49歳(n=53)

50～64歳(n=59)

65歳以上(n=6)

29歳以下(n=42)

30～39歳(n=41)

40～49歳(n=59)

50～64歳(n=115)

65歳以上(n=7)

利用したいと思う 利用したいとは思わない 無回答

身
体
障
が
い
者

知
的
障
が
い
者

精
神
障
が
い
者

 

注：知的障がい者及び精神障がい者の 65 歳以上については，件数（n=）が少ないため参考値として参照 
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７ 地域活動支援センターの利用状況 

問 23 あなたは地域活動支援センターを利用したことがありますか。（○印は１つ） 

 

地域活動支援センターの利用状況については，「利用したことがある」が 6.1％，「利用

したことはないが，利用に興味がある」が約３割（29.0％），「利用したことはないし，利

用する必要がない」が５割以上（54.9％）となっている。 

障がい種別では，知的障がい者や精神障がい者で「利用したことはないが，利用に興味

がある」の割合が身体障がい者に比べて高くなっている。  

発達障がいの診断を受けている人は受けていない人に比べ，「利用したことはないが，

利用に興味がある」の割合が高くなっている。 

 

6.1

6.7

4.6

6.0

4.4

4.6

29.0

26.5

34.9

32.3

48.2

27.4

54.9

56.7

47.3

54.1

39.4

62.0

9.9

10.0

13.3

7.5

8.0

6.0

凡例（％）

全体(N=1107)

【障がい種別】

身体障がい者(n=550)

知的障がい者(n=241)

精神障がい者(n=266)

【発達障がい診断別】

受けている(n=137)

受けていない(n=653)

利用したこと

がある

利用したことはないが，

利用に興味がある

利用したことはないし，

利用する必要がない

無回答
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年齢別では，いずれの障がいも 29 歳以下で「利用したことはないが，利用に興味があ

る」の割合がほかの年齢層を大きく上回っている。 

 

6.1

4.2

6.3

4.5

4.2

11.3

4.4

10.2

3.8

1.7

2.4

9.8

5.1

7.0

29.0

41.7

21.9

22.4

28.3

24.2

52.9

28.6

26.4

32.2

45.2

31.7

30.5

27.0

71.4

54.9

45.8

68.8

61.2

58.3

52.7

33.8

46.9

56.6

50.8

50.0

52.4

53.7

54.2

55.7

28.6

9.9

8.3

3.1

11.9

9.2

11.8

8.8

14.3

13.2

15.3

50.0

4.9

10.2

10.4

凡例（％）

全体(N=1107)

【年齢別】

29歳以下(n=24)

30～39歳(n=32)

40～49歳(n=67)

50～64歳(n=240)

65歳以上(n=186)

29歳以下(n=68)

30～39歳(n=49)

40～49歳(n=53)

50～64歳(n=59)

65歳以上(n=6)

29歳以下(n=42)

30～39歳(n=41)

40～49歳(n=59)

50～64歳(n=115)

65歳以上(n=7)

利用したこと

がある

利用したことはないが，

利用に興味がある

利用したことはないし，

利用する必要がない

無回答

身
体
障
が
い
者

知
的
障
が
い
者

精
神
障
が
い
者

 
注：知的障がい者及び精神障がい者の 65 歳以上については，件数（n=）が少ないため参考値として参照 
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８ ピアサポート活動への参加意向 

問 24 障がいのある人や障がいのある子どもを育てた親が，自らの体験に基づいて，同

じ仲間であるほかの障がいのある人や親の悩みなどを聞くという取組を「ピアサ

ポート活動」といいます。あなたは，この活動に参加してみたいと思いますか。 

（○印は１つ） 

 

ピアサポート活動への参加意向については，「悩みなどを聞く立場で参加してみたい」

の割合が 3.3％，「悩みなどを聞いてもらう立場で参加してみたい」が 5.3％，「具体的な

内容を聞いた上で参加を検討してみたい」が 27.1％，合計で 35.7％となっている。一方，

半数以上（52.7％）が「参加してみたいと思わない」と回答している。 

障がい種別では，知的障がい者や精神障がい者で「悩みなどを聞いてもらう立場で参加

してみたい」，身体障がい者で「参加してみたいと思わない」の割合がそれぞれほかの障

がいに比べて高くなっている。 

発達障がいの診断を受けている人は受けていない人に比べ，「具体的な内容を聞いた上

で参加を検討してみたい」の割合が高くなっている。 

 

3.3

2.9

2.9

4.5

5.8

3.5

5.3

2.9

7.9

8.3

10.9

4.0

27.1

26.0

29.5

30.1

40.1

26.5

52.7

56.4

45.2

49.6

33.6

58.3

11.6

11.8

14.5

7.5

9.5

7.7

凡例（％）

全体(N=1107)

【障がい種別】

身体障がい者(n=550)

知的障がい者(n=241)

精神障がい者(n=266)

【発達障がい診断別】

受けている(n=137)

受けていない(n=653)

悩みなどを

聞く立場で
参加して

みたい

悩みなどを

聞いてもらう
立場で参加

してみたい

具体的な内容

を聞いた上で
参加を検討

してみたい

参加して

みたいと
思わない

無回答
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年齢別では，知的障がい者や精神障がい者の 30～39 歳で「悩みなどを聞いてもらう立

場で参加してみたい」の割合がほかの年齢層に比べて高く，いずれの障がいも若い年齢層

ほど「具体的な内容を聞いた上で参加を検討してみたい」の割合が高くなっている。 

 

3.3

4.2

6.3

4.5

2.9

1.6

2.9

4.1

5.1

4.8

9.8

5.1

2.6

5.3

6.3

1.5

3.8

2.2

7.4

14.3

3.8

8.5

4.8

17.1

5.1

7.8

14.3

27.1

45.8

34.4

32.8

27.9

17.2

44.1

28.6

26.4

20.3

42.9

34.1

30.5

25.2

14.3

52.7

37.5

50.0

53.7

56.3

60.8

30.9

40.8

56.6

50.8

50.0

47.6

36.6

49.2

53.9

57.1

11.6

12.5

3.1

7.5

9.2

18.3

14.7

12.2

13.2

15.3

50.0

2.4

10.2

10.4

14.3

凡例（％）

全体(N=1107)

【年齢別】

29歳以下(n=24)

30～39歳(n=32)

40～49歳(n=67)

50～64歳(n=240)

65歳以上(n=186)

29歳以下(n=68)

30～39歳(n=49)

40～49歳(n=53)

50～64歳(n=59)

65歳以上(n=6)

29歳以下(n=42)

30～39歳(n=41)

40～49歳(n=59)

50～64歳(n=115)

65歳以上(n=7)

悩みなどを

聞く立場で
参加して

みたい

悩みなどを

聞いてもらう
立場で参加

してみたい

具体的な内容

を聞いた上で
参加を検討

してみたい

参加して

みたいと
思わない

無回答

身
体
障
が
い
者

知
的
障
が
い
者

精
神
障
が
い
者

 

注：知的障がい者及び精神障がい者の 65 歳以上については，件数（n=）が少ないため参考値として参照 
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９ 障がいのある人のために手助けできること 

問 25 障がいのある人のために，あなたが手助けできそうな活動や協力できそうな活動

はありますか。（あてはまるものすべてに○印） 

 

障がいのある人のために手助けできることについては，「悩みを聞くことや相談相手に

なること」の割合が 23.2％と最も高く，次いで「ごみ出しや掃除の手伝い」（12.8％），「電

球の取替えなど軽度な手伝い」（11.2％），「災害時における避難の手助け」（9.7％）の順

となっている。一方,約４割（42.3％）が「特にない」と回答している。 

 

23.2

12.8

11.2

9.7

8.8

6.9

6.8

6.4

4.2

2.3

42.3

13.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

悩みを聞くことや相談相手になること

ごみ出しや掃除の手伝い

電球の取替えなど軽度な手伝い

災害時における避難の手助け

通院や買物など外出の手伝い

地域の子どもとの交流行事の手伝い

食事の準備や後片づけ

通学時の子どもの見守り活動

防犯パトロールなど地域の防犯活動

その他

特にない

無回答

全体(N=1107)

（％）
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障がい種別では，精神障がい者で「悩みを聞くことや相談相手になること」「電球の取

替えなど軽度な手伝い」の割合がほかの障がいに比べて高くなっている。 

 

21.5

9.8

9.6

9.1

9.1

6.2

4.9

6.5

4.2

2.4

44.2

13.8

13.7

14.1

5.4

9.1

6.6

5.8

5.8

2.9

1.7

1.7

43.2

20.7

29.7

14.7

15.0

9.0

10.2

7.5

9.0

7.5

5.3

2.6

43.2

7.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

悩みを聞くことや相談相手になること

ごみ出しや掃除の手伝い

電球の取替えなど軽度な手伝い

災害時における避難の手助け

通院や買物など外出の手伝い

地域の子どもとの交流行事の手伝い

食事の準備や後片づけ

通学時の子どもの見守り活動

防犯パトロールなど地域の防犯活動

その他

特にない

無回答

身体障がい者(n=550)

知的障がい者(n=241)

精神障がい者(n=266)

（％）
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【５】就労について 

１ 就労状況  

問 26 あなたは，現在，働いて収入を得ていますか。（○印は 1 つ） 

 

就労状況については，現在就労している人のうち「正社員として働いている」の割合が

14.5％と最も高く，次いで「パート・アルバイト等や派遣社員として働いている」（13.3％），

「通所施設に通って賃金（工賃）をもらっている」（12.7％），「自宅で働いている（自営

業，創作活動などによる収入）」（4.0％）の順となっており，合計で 44.5％となっている。

一方，約半数（49.1％）は「働いていない（またはできない）」と回答している。 

障がい種別では，身体障がい者で「正社員として働いている」，知的障がい者で「通所

施設に通って賃金（工賃）をもらっている」の割合が高く，特徴としてあげられる。 

 

14.5

18.4

7.5

8.3

13.3

9.1

16.6

15.4

4.0

5.8

0.4

2.3

12.7

4.7

39.4

14.7

49.1

55.5

28.2

54.9

6.4

6.5

7.9

4.5

凡例（％）

全体(N=1107)

【障がい種別】

身体障がい者(n=550)

知的障がい者(n=241)

精神障がい者(n=266)

正社員として

働いている

パート・アルバイト

等や派遣社員
として働いている

自宅で

働いて
いる（※）

通所施設に

通って賃金
（工賃）を

もらっている

働いて

いない
（または

できない）

無回答

 

※自宅で働いている（自営業，創作活動などによる収入） 
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年齢別でみると，身体障がい者では 29 歳以下で「通所施設に通って賃金（工賃）をも

らっている」，50～64 歳で「自宅で働いている（自営業，創作活動などによる収入）」，精

神障がい者では 30～39 歳で「正社員として働いている」「パート・アルバイト等や派遣社

員として働いている」の割合がそれぞれほかの年齢層に比べて高くなっている。 

 

14.5

12.5

34.4

31.3

25.8

2.2

11.8

6.1

1.9

6.8

9.5

17.1

10.2

4.3

13.3

8.3

12.5

11.9

12.5

3.2

17.6

10.2

17.0

18.6

19.0

24.4

13.6

12.2

4.0

3.1

3.0

8.3

4.8

2.0

2.4

4.9

2.6

12.7

25.0

12.5

3.0

4.6

1.6

36.8

44.9

41.5

40.7

33.3

21.4

17.1

10.2

13.9

14.3

49.1

54.2

37.5

44.8

45.0

75.8

27.9

30.6

26.4

27.1

50.0

47.6

36.6

64.4

58.3

71.4

6.4

6.0

3.8

12.4

5.9

6.1

13.2

6.8

16.7

1.7

8.7

14.3

凡例（％）

全体(N=1107)

【年齢別】

29歳以下(n=24)

30～39歳(n=32)

40～49歳(n=67)

50～64歳(n=240)

65歳以上(n=186)

29歳以下(n=68)

30～39歳(n=49)

40～49歳(n=53)

50～64歳(n=59)

65歳以上(n=6)

29歳以下(n=42)

30～39歳(n=41)

40～49歳(n=59)

50～64歳(n=115)

65歳以上(n=7)

正社員として

働いている

パート・アルバイト

等や派遣社員

として働いている

自宅で

働いて

いる（※）

通所施設に

通って賃金

（工賃）を

もらっている

働いて

いない

（または

できない）

無回答

身
体
障
が
い
者

知
的
障
が
い
者

精
神
障
が
い
者

 
 

※自宅で働いている（自営業，創作活動などによる収入） 

注：知的障がい者及び精神障がい者の 65 歳以上については，件数（n=）が少ないため参考値として参照 
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２ 一般就労への希望  

【問 26 で「４（通所施設に通っている）」を選んだ方におたずねします。】 

問 27 あなたは今後，一般就労（一般企業などで働く）をしたいと思いますか。 

（○印は１つ） 

 

一般就労への希望については，一般就労をしたいと「思う」が 17.7％，「思わない」が

56.7％となっており，通所施設に通っている人の約６割は，一般ではなく現状のままの形

態を望んでいる。 

障がい種別では，精神障がい者の約４割が「思う」と回答している。 

 

17.7

3.8

10.5

41.0

56.7

57.7

60.0

43.6

25.5

38.5

29.5

15.4

凡例（％）

全体(n=141)

【障がい種別】

身体障がい者(n=26)

知的障がい者(n=95)

精神障がい者(n=39)

思う 思わない 無回答
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３ 一般就労したいと思わない理由  

【問 27 で「２（思わない）」を選んだ方におたずねします。】 

問 28 あなたが一般就労（一般企業などで働く）をしたいと思わない理由は何ですか。 

（あてはまるものすべてに○印） 

 

一般就労したいと思わない理由については，「通っている通所施設が自分に合っている」

の割合が 76.3％と最も高く，次いで「自分の体力や精神面に不安がある」（40.0％），「自

分の知識や技能が一般就労に適しているか不安がある」（28.8％），「新しい職場で障がい

のことを理解してもらえるか不安がある」（26.3％）の順となっている。 

障がい種別では，精神障がい者で「自分の体力や精神面に不安がある」「自分の知識や

技能が一般就労に適しているか不安がある」「新しい職場で障がいのことを理解してもら

えるか不安がある」の割合がほかの障がいを大きく上回っている。 

 

76.3

40.0

28.8

26.3

7.5

5.0

2.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

通っている通所施設が自分に合っている

自分の体力や精神面に不安がある

自分の知識や技能が一般就労に

適しているか不安がある

新しい職場で障がいのことを

理解してもらえるか不安がある

外出が困難である

その他

無回答

全体(n=80)

（％）

 

60.0

33.3

26.7

13.3

6.7

0.0

6.7

80.7

35.1

24.6

22.8

8.8

7.0

3.5

76.5

64.7

47.1

47.1

0.0

5.9

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

通っている通所施設が自分に合っている

自分の体力や精神面に不安がある

自分の知識や技能が一般就労に

適しているか不安がある

新しい職場で障がいのことを

理解してもらえるか不安がある

外出が困難である

その他

無回答

身体障がい者(n=15)

知的障がい者(n=57)

精神障がい者(n=17)

（％）
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４ 今後の就労継続意向  

【問 26 で「１～４（働いている）」を選んだ方におたずねします。】 

問 29 あなたは，今後も現在の仕事を続けたいと思いますか。（○印は１つ） 

 

今後の就労継続意向については，現在の仕事を続けたいと「思わない」が約１割（9.8％）

で，「思う」が約８割（81.1％）を占めている。 

障がい種別では，身体障がい者で「思う」，精神障がい者で「思わない」の割合がそれ

ぞれほかの障がいに比べて高くなっている。 

就業形態別（問 26）では，正社員やパート・アルバイト等で「思う」の割合がほかの就

業形態に比べて高くなっている。 

 

81.1

86.1

80.5

72.2

83.8

85.7

77.3

74.5

9.8

9.1

5.2

13.9

11.3

8.8

11.4

8.5

9.1

4.8

14.3

13.9

5.0

5.4

11.4

17.0

凡例（％）

全体(n=492)

【障がい種別】

身体障がい者(n=209)

知的障がい者(n=154)

精神障がい者(n=108)

【就業形態別】

正社員(n=160)

パート・アルバイト等(n=147)

自営業等(n=44)

通所施設(n=141)

思う 思わない 無回答
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年齢別では，精神障がい者の 30～39 歳で「思わない」の割合がほかの年齢層に比べて

やや高くなっている。  

 

81.1

90.9

85.0

81.8

86.2

90.9

82.2

77.4

81.3

79.5

100.0

72.7

69.2

75.0

73.7

9.8

5.0

9.1

11.4

4.5

4.4

6.5

3.1

5.1

4.5

19.2

15.0

13.2

100.0

9.1

9.1

10.0

9.1

2.4

4.5

13.3

16.1

15.6

15.4

22.7

11.5

10.0

13.2

凡例（％）

全体(n=492)

【年齢別】

29歳以下(n=11)

30～39歳(n=20)

40～49歳(n=33)

50～64歳(n=123)

65歳以上(n=22)

29歳以下(n=45)

30～39歳(n=31)

40～49歳(n=32)

50～64歳(n=39)

65歳以上(n=2)

29歳以下(n=22)

30～39歳(n=26)

40～49歳(n=20)

50～64歳(n=38)

65歳以上(n=1)

思う 思わない 無回答

身
体
障
が
い
者

知
的
障
が
い
者

精
神
障
が
い
者

 

注：知的障がい者及び精神障がい者の 65 歳以上については，件数（n=）が少ないため参考値として参照 
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５ 仕事をする上で困ったこと  

【問 26 で「１～４（働いている）」を選んだ方におたずねします。】 

問 30 あなたが仕事をする上で，困ったことがありますか。 

（あてはまるものすべてに○印） 

 

仕事をする上で困ったことについては，「職場の人間関係がむずかしい」の割合が 26.2％

と最も高く，次いで「賃金（工賃）が少ない」（24.4％），「仕事がきつい」「収入が安

定しない」（各 12.8％），「困ったことを相談できる相手がいない」（12.2％）の順となっ

ている。一方，約３割（30.9％）は「特にない」と回答している。 

 

26.2

24.4

12.8

12.8

12.2

11.4

10.2

8.7

7.7

5.7

4.7

3.5

5.5

30.9

7.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

職場の人間関係がむずかしい

賃金（工賃）が少ない

仕事がきつい

収入が安定しない

困ったことを相談できる相手がいない

自分の体力や能力に合った

内容の求人や仕事がない

通勤するのがたいへん

障がい者用の設備が十分でない

昇級や昇進が平等ではない

職場での雇用が不安定

仕事がむずかしい

施設の外で仕事をすることができない

その他

特にない

無回答

全体(n=492)

（％）
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障がい種別では，身体障がい者で「特にない」，精神障がい者で「職場の人間関係がむ

ずかしい」「賃金（工賃）が少ない」「困ったことを相談できる相手がいない」「自分の体

力や能力に合った内容の求人や仕事がない」の割合がそれぞれほかの障がいを大きく上

回っている。 

 

14.4

15.3

14.4

13.9

8.6

10.0

7.2

11.5

8.1

4.3

4.3

2.4

6.2

40.7

6.7

0.0 25.0 50.0

職場の人間関係がむずかしい

賃金（工賃）が少ない

仕事がきつい

収入が安定しない

困ったことを相談できる

相手がいない

自分の体力や能力に合った

内容の求人や仕事がない

通勤するのがたいへん

障がい者用の設備が十分でない

昇級や昇進が平等ではない

職場での雇用が不安定

仕事がむずかしい

施設の外で仕事を

することができない

その他

特にない

無回答

（％）

身体障がい者

(n=209)

 

26.0

29.2

9.7

7.8

9.7

9.1

13.0

6.5

4.5

5.8

3.9

5.8

3.2

33.8

8.4

0.0 25.0 50.0

知的障がい者

(n=154)

 

42.6

38.0

14.8

15.7

20.4

22.2

14.8

12.0

13.0

11.1

7.4

5.6

4.6

13.9

5.6

0.0 25.0 50.0

精神障がい者

(n=108)
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年齢別では，身体障がい者では 29 歳以下で「仕事がきつい」「収入が安定しない」，30～

39 歳で「障がい者用の設備が十分でない」，精神障がい者では 39 歳以下で「職場の人間関

係がむずかしい」，30～39 歳で「困ったことを相談できる相手がいない」「自分の体力や能

力に合った内容の求人や仕事がない」の割合がそれぞれほかの年齢層に比べて高くなって

いる。 

 

単位（％）

職
場
の
人
間
関
係
が
む
ず
か
し

い 賃
金

（
工
賃
）
が
少
な
い

仕
事
が
き
つ
い

収
入
が
安
定
し
な
い

困

っ
た
こ
と
を
相
談
で
き
る
相

手
が
い
な
い

自
分
の
体
力
や
能
力
に
合

っ
た

内
容
の
求
人
や
仕
事
が
な
い

通
勤
す
る
の
が
た
い
へ
ん

障
が
い
者
用
の
設
備
が
十
分
で

な
い

昇
級
や
昇
進
が
平
等
で
は
な
い

職
場
で
の
雇
用
が
不
安
定

仕
事
が
む
ず
か
し
い

施
設
の
外
で
仕
事
を
す
る
こ
と

が
で
き
な
い

そ
の
他

特
に
な
い

全体(n=492) 26.2 24.4 12.8 12.8 12.2 11.4 10.2 8.7 7.7 5.7 4.7 3.5 5.5 30.9

【身体障がい者】

29歳以下(n=11) 36.4 27.3 27.3 27.3 18.2 18.2 18.2 9.1 9.1 0.0 9.1 9.1 0.0 27.3

30～39歳(n=20) 15.0 20.0 20.0 5.0 15.0 5.0 15.0 25.0 10.0 0.0 0.0 0.0 10.0 35.0

40～49歳(n=33) 21.2 15.2 15.2 12.1 18.2 21.2 9.1 12.1 18.2 3.0 12.1 6.1 15.2 33.3

50～64歳(n=123) 11.4 16.3 13.0 13.0 4.9 8.9 4.9 11.4 6.5 6.5 3.3 1.6 4.9 43.1

65歳以上(n=22) 9.1 0.0 9.1 22.7 4.5 0.0 4.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0

【知的障がい者】

29歳以下(n=45) 26.7 37.8 20.0 8.9 15.6 13.3 22.2 8.9 4.4 2.2 11.1 6.7 4.4 26.7

30～39歳(n=31) 32.3 29.0 3.2 6.5 6.5 3.2 3.2 3.2 3.2 6.5 0.0 9.7 3.2 29.0

40～49歳(n=32) 18.8 18.8 9.4 3.1 6.3 12.5 6.3 9.4 0.0 3.1 0.0 6.3 0.0 46.9

50～64歳(n=39) 30.8 30.8 5.1 10.3 10.3 7.7 15.4 5.1 7.7 10.3 2.6 2.6 5.1 30.8

65歳以上(n=2) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

【精神障がい者】

29歳以下(n=22) 50.0 45.5 13.6 13.6 22.7 22.7 22.7 13.6 18.2 4.5 13.6 18.2 4.5 13.6

30～39歳(n=26) 50.0 30.8 15.4 19.2 30.8 34.6 19.2 19.2 11.5 19.2 11.5 3.8 3.8 19.2

40～49歳(n=20) 25.0 45.0 10.0 15.0 20.0 15.0 5.0 0.0 10.0 5.0 5.0 5.0 5.0 10.0

50～64歳(n=38) 42.1 36.8 18.4 13.2 13.2 15.8 10.5 13.2 10.5 10.5 2.6 0.0 5.3 13.2

65歳以上(n=1) 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
 

注：知的障がい者及び精神障がい者の 65 歳以上については，件数（n=）が少ないため参考値として参照 
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６ 今後の就労意向  

【問 26 で「５（働いていない）」を選んだ方におたずねします。】 

問 31 あなたは，今後，働いて収入を得たいと思いますか。（○印は 1 つ） 

 

今後の就労意向については，約６割（59.6％）が「働くつもりはない（またはできない）」 

と回答しているが，「パート・アルバイト等や派遣社員として働きたい」が 9.7％，「正社

員として働きたい」が 8.5％，「自宅で働きたい（自営業，創作活動などによる収入）」が

8.3％となっている。 

障がい種別では，身体障がい者で「働くつもりはない（またはできない）」， 知的障が

い者で「通所施設に通って賃金（工賃）をもらいたい」，精神障がい者で「正社員として

働きたい」「自宅で働きたい（自営業，創作活動などによる収入）」の割合がそれぞれほか

の障がいに比べて高くなっている。 

 

9.7

8.5

8.3

5.5

59.6

8.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

パート・アルバイト等や派遣社員として働きたい

正社員として働きたい

自宅で働きたい（※）

通所施設に通って賃金（工賃）をもらいたい

働くつもりはない（またはできない）

無回答

全体(n=544)

（％）

 

6.9

3.9

4.6

3.9

71.1

9.5

10.3

7.4

1.5

14.7

60.3

5.9

11.6

15.8

13.7

6.8

43.8

8.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

パート・アルバイト等や派遣社員として働きたい

正社員として働きたい

自宅で働きたい（※）

通所施設に通って賃金（工賃）をもらいたい

働くつもりはない（またはできない）

無回答

身体障がい者(n=305)

知的障がい者(n=68)

精神障がい者(n=146)

（％）

 

※自宅で働きたい（自営業，創作活動などによる収入） 
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７ 働きやすいと思うために必要なこと  

問 32 障がいがあっても働きたい，働きやすいと思うためには，どのようなことが必要

だと思いますか。（主なもの５つまでに○印） 

 

働きやすいと思うために必要なことについては，「短時間勤務など柔軟な働き方ができ

ること」の割合が 42.6％と最も高く，次いで「通勤手段が確保されていること」（33.8％），

「働きながら通院できること」（33.4％），「就労に向けた相談の場が充実していること」

（29.4％），「家で働くことやテレワークなどいろいろな働き方ができること」（21.6％）

の順となっている。 

 

42.6

33.8

33.4

29.4

21.6

19.4

18.0

14.7

14.4

6.1

6.0

2.8

13.6

14.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

短時間勤務など柔軟な働き方ができること

通勤手段が確保されていること

働きながら通院できること

就労に向けた相談の場が充実していること

家で働くことやテレワークなど

いろいろな働き方ができること

職場に介助などの支援をしてくれる人がいること

障がいのある仲間と一緒に働けること

専門的な技術を身に付ける

職業訓練が充実していること

職場にバリアフリーなどの配慮があること

ホームページの作成などパソコンを

使って仕事ができること

音楽や美術など創作活動を

生かした仕事ができること

その他

特にない

無回答

全体(N=1107)

（％）
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障がい種別では，身体障がい者で「職場にバリアフリーなどの配慮があること」，知的

障がい者で「職場に介助などの支援をしてくれる人がいること」「障がいのある仲間と一

緒に働けること」，精神障がい者で「短時間勤務など柔軟な働き方ができること」「働きな

がら通院できること」「就労に向けた相談の場が充実していること」「家で働くことやテレ

ワークなどいろいろな働き方ができること」などの割合がそれぞれほかの障がいを大きく

上回っている。 

 

35.6

28.2

27.8

21.8

20.0

17.8

9.3

11.8

20.9

6.2

3.8

2.5

15.8

19.6

32.4

42.7

19.9

30.7

6.2

33.2

40.7

12.9

10.0

2.1

6.2

1.7

16.2

14.9

60.5

41.7

48.1

43.2

33.8

15.4

22.2

23.3

8.6

9.8

11.7

1.5

8.6

9.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

短時間勤務など柔軟な働き方ができること

通勤手段が確保されていること

働きながら通院できること

就労に向けた相談の場が充実していること

家で働くことやテレワークなど

いろいろな働き方ができること

職場に介助などの支援をしてくれる人がいること

障がいのある仲間と一緒に働けること

専門的な技術を身に付ける

職業訓練が充実していること

職場にバリアフリーなどの配慮があること

ホームページの作成などパソコンを

使って仕事ができること

音楽や美術など創作活動を

生かした仕事ができること

その他

特にない

無回答

身体障がい者(n=550)

知的障がい者(n=241)

精神障がい者(n=266)

（％）
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【６】地域での暮らしについて 

１ 障がいのある人に対する地域の人の理解 

問 33 障がいのある人に対する，地域の人の理解は進んできたと思いますか。 

（○印は１つ） 

 

障がいのある人に対する地域の人の理解については，「かなり進んできた」が 3.3％，「ど

ちらかといえば進んできた」が 22.4％，合計で 25.7％が『進んできた』と回答している。

一方，「あまり進んできたとは思わない」（35.0％），「進んでいない（変わらない）」（28.0％）

の合計は 63.0％となっている。 

障がい種別では，精神障がい者で「進んでいない（変わらない）」の割合がほかの障が

いに比べて高くなっている。 

発達障がいの診断を受けている人は受けていない人に比べ，「あまり進んできたとは思

わない」の割合が高くなっている。 

付き合い程度別（問 34）では，近所に親しい人がいる人ほど『進んできた（合計）』の

割合が高くなっている。 

 

3.3

3.8

3.7

2.6

3.6

3.1

10.5

3.0

2.2

22.4

24.5

21.2

17.7

20.4

25.9

34.2

28.8

15.8

35.0

33.5

36.5

36.8

42.3

33.2

26.3

39.0

38.0

28.0

25.1

29.9

36.1

27.7

30.3

21.1

22.7

38.4

11.2

13.1

8.7

6.8

5.8

7.5

7.9

6.5

5.6

凡例（％）

全体(N=1107)

【障がい種別】

身体障がい者(n=550)

知的障がい者(n=241)

精神障がい者(n=266)

【発達障がい診断別】

受けている(n=137)

受けていない(n=653)

【付き合い程度別】

親しい人がいる(n=114)

あいさつをする程度(n=462)

付き合いがない(n=461)

かなり進ん

できた

どちらかと

いえば進ん

できた

あまり進ん

できたとは

思わない

進んでいない

（変わらない）

無回答

 
 



71 

 

年齢別では，身体障がい者の 29 歳以下で「進んでいない（変わらない）」，身体障がい

者や知的障がい者の 30～39 歳，50～64 歳で『進んできた（合計）』の割合がそれぞれほか

の年齢層に比べて高くなっている。 

 

3.3

6.3

3.0

3.8

4.3

2.0

9.4

5.1

1.7

4.3

14.3

22.4

20.8

25.0

22.4

26.7

22.6

17.6

30.6

13.2

27.1

16.7

21.4

17.1

16.9

17.4

14.3

35.0

33.3

37.5

32.8

37.9

27.4

41.2

34.7

41.5

27.1

16.7

35.7

41.5

35.6

35.7

42.9

28.0

45.8

31.3

32.8

24.2

19.9

33.8

28.6

20.8

32.2

50.0

40.5

34.1

37.3

34.8

28.6

11.2

9.0

7.5

25.8

7.4

4.1

15.1

8.5

16.7

2.4

7.3

8.5

7.8

凡例（％）

全体(N=1107)

【年齢別】

29歳以下(n=24)

30～39歳(n=32)

40～49歳(n=67)

50～64歳(n=240)

65歳以上(n=186)

29歳以下(n=68)

30～39歳(n=49)

40～49歳(n=53)

50～64歳(n=59)

65歳以上(n=6)

29歳以下(n=42)

30～39歳(n=41)

40～49歳(n=59)

50～64歳(n=115)

65歳以上(n=7)

かなり進ん

できた

どちらかと

いえば進ん
できた

あまり進ん

できたとは
思わない

進んでいない

（変わらない）

無回答

身
体
障
が
い
者

知
的
障
が
い
者

精
神
障
が
い
者

 

注：知的障がい者及び精神障がい者の 65 歳以上については，件数（n=）が少ないため参考値として参照 
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２ 近所の人との付き合い程度 

問 34 あなたとご近所の人との関係は，次のどれに最も近いですか。（○印は１つ） 

 

近所の人との付き合い程度については，「困ったときに助け合う人やお互いに訪問し合

う親しい人がいる」が 10.3％，「あいさつや立ち話をする程度の人がいる」が 41.7％，「ほ

とんど近所付き合いはない」が 41.6％となっている。 

障がい種別では，身体障がい者で「あいさつや立ち話をする程度の人がいる」の割合が

ほかの障がいを大きく上回っている。 

発達障がいの診断を受けている人は受けていない人に比べ，「ほとんど近所付き合いは

ない」の割合が高くなっている。 

 

10.3

12.9

7.9

7.5

8.0

10.4

41.7

47.3

34.4

34.6

36.5

45.5

41.6

32.7

52.7

53.4

51.8

39.7

6.3

7.1

5.0

4.5

3.6

4.4

凡例（％）

全体(N=1107)

【障がい種別】

身体障がい者(n=550)

知的障がい者(n=241)

精神障がい者(n=266)

【発達障がい診断別】

受けている(n=137)

受けていない(n=653)

困ったときに助け

合う人やお互いに
訪問し合う親しい

人がいる

あいさつや

立ち話をする
程度の人が

いる

ほとんど近所

付き合いはない

無回答
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年齢別でみると，身体障がい者ではおおむね年齢が上がるほど「困ったときに助け合う

人やお互いに訪問し合う親しい人がいる」の割合が高く，29 歳以下で「ほとんど近所付き

合いはない」の割合が高くなっている。また，知的障がい者では 50～64 歳で「ほとんど

近所付き合いはない」の割合がほかの年齢層に比べて高くなっている。 

 

10.3

4.2

3.1

10.4

12.1

17.7

4.4

10.2

11.3

6.8

16.7

4.8

4.9

1.7

12.2

14.3

41.7

37.5

59.4

40.3

52.1

43.0

35.3

46.9

26.4

22.0

50.0

31.0

34.1

49.2

27.8

42.9

41.6

58.3

37.5

44.8

30.8

26.3

55.9

40.8

54.7

64.4

33.3

64.3

58.5

42.4

53.9

42.9

6.3

4.5

5.0

12.9

4.4

2.0

7.5

6.8

2.4

6.8

6.1

凡例（％）

全体(N=1107)

【年齢別】

29歳以下(n=24)

30～39歳(n=32)

40～49歳(n=67)

50～64歳(n=240)

65歳以上(n=186)

29歳以下(n=68)

30～39歳(n=49)

40～49歳(n=53)

50～64歳(n=59)

65歳以上(n=6)

29歳以下(n=42)

30～39歳(n=41)

40～49歳(n=59)

50～64歳(n=115)

65歳以上(n=7)

困ったときに助け

合う人やお互いに

訪問し合う親しい

人がいる

あいさつや

立ち話をする

程度の人が

いる

ほとんど近所

付き合いはない

無回答

身
体
障
が
い
者

知
的
障
が
い
者

精
神
障
が
い
者

 

注：知的障がい者及び精神障がい者の 65 歳以上については，件数（n=）が少ないため参考値として参照 
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３ 地域の行事や活動などへの参加状況 

問 35 あなたは，現在，地域の行事や活動などに参加していますか。コロナ禍以前の活

動も含めてお答えください。（あてはまるものすべてに○印） 

 

地域の行事や活動などへの参加状況については，６割以上（62.6％）が「参加していな

い」と回答しているが，参加している活動では「自治会の活動」の割合が 11.6％と最も高

く，次いで「お祭り・盆踊りなど」（9.7％），「趣味やサークルの活動」（6.1％）の順

となっている。 

 

11.6

9.7

6.1

3.3

3.2

2.9

2.2

2.1

2.0

1.9

1.2

1.0

2.1

62.6

8.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

自治会の活動

お祭り・盆踊りなど

趣味やサークルの活動

福祉・ボランティア活動

スポーツ活動

障がい者団体の集会や活動

セミナーや講演会などの学習活動

文化・芸術活動

ＰＴＡ活動や学校行事の手伝い

老人クラブ活動や高齢者同士の交流活動

防災活動や消防団活動

防犯活動や交通安全活動

その他

参加していない

無回答

全体(N=1107)

（％）
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障がい種別では，身体障がい者で「自治会の活動」，知的障がい者で「お祭り・盆踊り

など」，精神障がい者で「参加していない」の割合がそれぞれほかの障がいに比べて高く

なっている。 
 

14.9

9.6

7.1

4.0

3.8

2.9

2.5

2.4

2.4

3.3

1.6

1.3

2.7

58.2

9.3

0.0 40.0 80.0

自治会の活動

お祭り・盆踊りなど

趣味やサークルの活動

福祉・ボランティア活動

スポーツ活動

障がい者団体の集会や活動

セミナーや講演会

などの学習活動

文化・芸術活動

ＰＴＡ活動や学校行事の手伝い

老人クラブ活動や高齢者

同士の交流活動

防災活動や消防団活動

防犯活動や交通安全活動

その他

参加していない

無回答

（％）

身体障がい者

(n=550)

 

6.6

14.9

3.3

2.5

3.3

6.2

0.8

4.1

0.4

0.0

0.4

0.0

1.2

63.1

7.1

0.0 40.0 80.0

知的障がい者

(n=241)

 

6.8

5.6

4.9

3.0

1.9

1.1

1.5

0.8

1.9

0.4

0.4

0.4

1.1

75.6

5.6

0.0 40.0 80.0

精神障がい者

(n=266)
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年齢別では，身体障がい者では 50～64 歳で「自治会の活動」，65 歳以上で「趣味やサー

クルの活動」，知的障がい者では 40～64 歳で「お祭り・盆踊りなど」の割合がそれぞれほ

かの年齢層に比べて高くなっている。 

 

凡例（％）

自
治
会
の
活
動

お
祭
り
・
盆
踊
り
な
ど

趣
味
や
サ
ー
ク
ル
の
活
動

福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

ス
ポ
ー
ツ
活
動

障
が
い
者
団
体
の
集
会
や
活
動

セ
ミ
ナ
ー
や
講
演
会
な
ど
の
学

習
活
動

文
化
・
芸
術
活
動

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
や
学
校
行
事
の
手

伝
い

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
や
高
齢
者
同

士
の
交
流
活
動

防
災
活
動
や
消
防
団
活
動

防
犯
活
動
や
交
通
安
全
活
動

そ
の
他

参
加
し
て
い
な
い

全体(N=1107) 11.6 9.7 6.1 3.3 3.2 2.9 2.2 2.1 2.0 1.9 1.2 1.0 2.1 62.6

【身体障がい者】

29歳以下(n=24) 4.2 4.2 4.2 4.2 4.2 8.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 79.2

30～39歳(n=32) 0.0 9.4 3.1 3.1 0.0 6.3 0.0 0.0 6.3 0.0 0.0 0.0 3.1 78.1

40～49歳(n=67) 7.5 19.4 3.0 0.0 1.5 0.0 0.0 1.5 6.0 0.0 3.0 0.0 7.5 61.2

50～64歳(n=240) 22.9 9.6 3.8 4.2 4.6 3.8 3.3 3.8 2.1 1.3 1.7 1.3 2.1 54.2

65歳以上(n=186) 11.3 7.0 14.0 5.4 4.3 1.6 3.2 1.6 1.1 8.1 1.6 2.2 2.2 56.5

【知的障がい者】

29歳以下(n=68) 4.4 8.8 2.9 1.5 1.5 5.9 1.5 1.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 70.6

30～39歳(n=49) 8.2 8.2 4.1 2.0 0.0 10.2 0.0 4.1 2.0 0.0 0.0 0.0 2.0 69.4

40～49歳(n=53) 5.7 20.8 0.0 0.0 9.4 5.7 0.0 3.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 64.2

50～64歳(n=59) 8.5 23.7 5.1 3.4 3.4 3.4 1.7 6.8 0.0 0.0 1.7 0.0 3.4 52.5

65歳以上(n=6) 0.0 0.0 0.0 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0

【精神障がい者】

29歳以下(n=42) 4.8 9.5 9.5 0.0 2.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 78.6

30～39歳(n=41) 2.4 4.9 7.3 2.4 2.4 0.0 0.0 2.4 2.4 2.4 0.0 0.0 4.9 73.2

40～49歳(n=59) 6.8 1.7 3.4 5.1 1.7 3.4 0.0 0.0 1.7 0.0 0.0 0.0 0.0 81.4

50～64歳(n=115) 9.6 5.2 3.5 3.5 1.7 0.9 2.6 0.9 2.6 0.0 0.9 0.9 0.0 73.0

65歳以上(n=7) 0.0 28.6 0.0 0.0 0.0 0.0 14.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 14.3 57.1
 

注：知的障がい者及び精神障がい者の 65 歳以上については，件数（n=）が少ないため参考値として参照 
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４ 地域の活動への参加意向 

問 36 あなたは今後，地域の活動に参加したいですか。（○印は１つ） 

 

地域の活動への参加意向については，「積極的に参加したい」が 2.9％，「内容によって

は参加したい」が 39.9％，合計で 42.8％が『参加したい』と回答している。一方，「なる

べく参加したくない」（17.0％），「参加したくない」（31.3％）の合計は 48.3％となってい

る。 

障がい種別では，精神障がい者で『参加したくない（合計）』の割合がほかの障がいを

大きく上回っている。 

付き合い程度別では，近所に親しい人がいる人ほど『参加したい（合計）』の割合が高

くなっている。 

 

2.9

3.6

2.5

1.5

12.3

2.2

1.5

39.9

40.9

42.3

34.6

49.1

51.7

29.5

17.0

16.5

12.4

18.4

13.2

20.3

16.5

31.3

29.1

34.4

40.2

21.1

20.3

45.8

8.9

9.8

8.3

5.3

4.4

5.4

6.7

凡例（％）

全体(N=1107)

【障がい種別】

身体障がい者(n=550)

知的障がい者(n=241)

精神障がい者(n=266)

【付き合い程度別】

親しい人がいる(n=114)

あいさつをする程度(n=462)

付き合いがない(n=461)

積極的に

参加したい

内容によっては

参加したい

なるべく参加

したくない

参加したくない 無回答
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年齢別でみると，精神障がい者では 39 歳以下で 『参加したい（合計）』，40～64 歳で「参

加したくない」の割合がそれぞれほかの年齢層を大きく上回っている。 

 

2.9

4.2

4.5

3.8

3.8

1.5

5.7

3.4

2.4

4.9

0.9

39.9

50.0

40.6

47.8

43.8

33.9

42.6

49.0

34.0

44.1

16.7

47.6

41.5

32.2

30.4

14.3

17.0

28.1

16.4

18.8

14.0

16.2

10.2

13.2

8.5

16.7

21.4

22.0

16.9

14.8

42.9

31.3

33.3

28.1

22.4

25.4

36.0

29.4

34.7

39.6

35.6

50.0

26.2

31.7

47.5

46.1

14.3

8.9

12.5

3.1

9.0

8.3

12.4

10.3

6.1

7.5

8.5

16.7

2.4

3.4

7.8

28.6

凡例（％）

全体(N=1107)

【年齢別】

29歳以下(n=24)

30～39歳(n=32)

40～49歳(n=67)

50～64歳(n=240)

65歳以上(n=186)

29歳以下(n=68)

30～39歳(n=49)

40～49歳(n=53)

50～64歳(n=59)

65歳以上(n=6)

29歳以下(n=42)

30～39歳(n=41)

40～49歳(n=59)

50～64歳(n=115)

65歳以上(n=7)

積極的に

参加したい

内容によっては

参加したい

なるべく参加

したくない

参加したくない 無回答

身
体
障
が
い
者

知
的
障
が
い
者

精
神
障
が
い
者

 
注：知的障がい者及び精神障がい者の 65 歳以上については，件数（n=）が少ないため参考値として参照 
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【７】行政の福祉施策について 

１ 市が力を入れるべき取組 

問 37 あなたは，障がいのある人にとって暮らしやすいまちをつくるためには，福山市

はどのような取組に力を入れるべきだと思いますか。あなたが最も力を入れるべき

だと思う項目を，上位５つまで選んでください。（主なもの５つまでに○印） 

 

市が力を入れるべき取組については，「医療費の助成や手当の支給など経済的な支援を

充実する」の割合が 54.1％と最も高く，次いで「身近な場所で気軽に相談できる場所を増

やす」（43.9％），「障がい福祉サービスを利用しやすくする」（39.4％），「医療・保健・福

祉に関する情報提供を充実する」（31.3％），「誰もが障がいについて学び，理解を深める

機会を増やす」（31.0％）の順となっている。 

 

54.1

43.9

39.4

31.3

31.0

26.0

23.5

19.7

14.7

13.3

13.0

9.9

7.6

4.3

2.0

7.2

7.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

医療費の助成や手当の支給など

経済的な支援を充実する

身近な場所で気軽に相談できる場所を増やす

障がい福祉サービスを利用しやすくする

医療・保健・福祉に関する情報提供を充実する

誰もが障がいについて学び，

理解を深める機会を増やす

就労のための支援や働く場を増やす

障がいがあっても移動しやすい道路や

交通機関など利便性を向上する

災害時の避難支援体制を充実する

財産や権利を守る支援を充実する

施設や建物をバリアフリー化する

地域で生活するための住まいを確保する

住民と障がいのある人がふれあう機会や

コミュニケーションの場を充実する

参加しやすいスポーツ，芸術・文化

活動，生涯学習を充実する

手話や音声などを活用し情報を

手に入れやすくする

その他

特にない

無回答

全体(N=1107)

（％）
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障がい種別では，身体障がい者で「障がいがあっても移動しやすい道路や交通機関など

利便性を向上する」「災害時の避難支援体制を充実する」「施設や建物をバリアフリー化す

る」，知的障がい者で「障がい福祉サービスを利用しやすくする」，精神障がい者で「医療

費の助成や手当の支給など経済的な支援を充実する」「就労のための支援や働く場を増や

す」の割合がそれぞれほかの障がいに比べて高くなっている。 

 

53.3

41.1

40.5

35.3

28.9

17.6

28.9

23.8

9.8

20.2

8.5

8.4

5.8

5.6

2.0

6.4

7.1

0.0 35.0 70.0

医療費の助成や手当の支給など

経済的な支援を充実する

身近な場所で気軽に相談

できる場所を増やす

障がい福祉サービス

を利用しやすくする

医療・保健・福祉に関する

情報提供を充実する

誰もが障がいについて学び，

理解を深める機会を増やす

就労のための支援や働く場を増やす

障がいがあっても移動しやすい道路や

交通機関など利便性を向上する

災害時の避難支援体制を充実する

財産や権利を守る支援を充実する

施設や建物をバリアフリー化する

地域で生活するための

住まいを確保する

住民と障がいのある人がふれあう機会

やコミュニケーションの場を充実する

参加しやすいスポーツ，芸術・文化

活動，生涯学習を充実する

手話や音声などを活用し情報を

手に入れやすくする

その他

特にない

無回答

（％）

身体障がい者

(n=550)

 

44.8

47.3

45.2

22.0

34.0

27.0

19.5

19.9

19.9

11.2

18.7

14.9

10.0

2.1

1.2

12.0

5.0

0.0 35.0 70.0

知的障がい者

(n=241)

 

60.9

50.0

39.5

32.7

33.1

37.2

21.8

14.7

19.9

8.6

19.9

12.4

10.9

3.4

1.5

5.6

7.9

0.0 35.0 70.0

精神障がい者

(n=266)
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Ⅱ-３ 資料 調査票 

 

福福
ふくやま

市
し

 福福
ふ く し

に関
かん

するアンケート調調
ちょうさ

 

【 ご 協 協
きょうりょく

のお願
ねが

い 】 

日日
ひ ご ろ

より，本市
ほ ん し

の福福
ふ く し

行 行
ぎょうせい

にご理理
り か い

とご 協 協
きょうりょく

をいただき厚
あつ

く御御
おんれい

申
もう

し上
あ

げます。 

本市
ほ ん し

では， 障
しょう

がい福福
ふ く し

サービスの支支
しきゅう

方方
ほうしん

をとりまとめた「福福
ふくやま

市
し

障
しょう

がい福福
ふ く し

計計
けいかく

」等
とう

の策策
さくてい

に取
と

り組
く

んでいます。 

この調調
ちょうさ

は，計計
けいかく

の策策
さくてい

にあたって，市市
し な い

にお住
す

まいの 障
しょう

がい者
しゃ

手手
てちょう

をお持
も

ちの方
かた

を対 対
たいしょう

に，福福
ふ く し

サービスに対
たい

するご意意
い け ん

などをお 伺
うかが

いし，計計
けいかく

づくりに役役
や く だ

てる基基
き そ

資資
しりょう

とするものです。 

このアンケート調調調
ちょうさひょう

は，身身
しんたい

障
しょう

がい者
しゃ

手手
てちょう

，療 療
りょういく

手手
てちょう

，精精
せいしん

障
しょう

がい者
しゃ

保保
ほ け ん

福福
ふ く し

手手
てちょう

のいずれかをお持
も

ちの方
かた

（本本
ほんねん

７月
がつ

１日
にち

現現
げんざい

）から無無無
む さ く い

に 抽
ちゅう

出
しゅつ

した方
かた

にお送
おく

りし，回回
かいとう

をお願
ねが

いしています。 

調調
ちょうさ

は，無無無
む き め い

でご回回
かいとう

いただきますので，回回
かいとう

された方
かた

が特策
とくてい

されたり，個個
こ じ ん

の

回回
かいとう

市内
ないよう

が明
あき

らかにされることはありません。 

ご多多
た よ う

のところ 誠
まこと

にお手手
て す う

をおかけしますが，調調
ちょうさ

の趣趣
し ゅ し

をご理理
り か い

いただき，回回
かいとう

にご 協 協
きょうりょく

くださいますようお願
ねが

い申
もう

し上
あ

げます。 

 

2023本
ねん

（令令
れ い わ

５本
ねん

）７月
がつ

 

福
ふく

 福
やま

 市
し

 

 

【 調調
ちょうさ

に関
かん

する問
と

い合
あ

わせ先
さき

 】 

福福
ふくやま

市
し

 保保
ほ け ん

福福
ふ く し

局
きょく

 福福福
ふ く し ぶ

 障
しょう

がい福福福
ふ く し か

 

〒720-8501 福福
ふくやま

市
し

東
ひがし

桜
さくら

町
まち

３番
ばん

５号
ごう

 

ＴＥＬ：（０８４）９２８－１２０８ 

ＦＡＸ：（０８４）９２８－１７３０ 

 

この調調調
ちょうさひょう

は，８月
がつ

１４日
にち

（月
げつ

曜日
よ う び

）までに，同同
どうふう

の返返多
へんしんよう

同封
ふうとう

に入
い

れて，

ＳＰコードは省略しています。 
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無無無
む き め い

で返送
へんそう

してください。（切手
き っ て

は不不
ふ よ う

です。） 
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【 ご無入
きにゅう

にあたってのお願
ねが

い 】 

１ このアンケートに直 直
ちょくせつ

お書
か

きください。 

２ ご本個
ほんにん

が直 直
ちょくせつ

お回
こた

えいただくことが 難
むずか

しい場合
ば あ い

には，ご家族
か ぞ く

や介介者
かいじょしゃ

の方
かた

などが，可可
か の う

な範範
は ん い

でご本個
ほんにん

のお 考
かんが

えをお聞
き

きの上
うえ

，または，ご

意意
い こ う

を尊 尊
そんちょう

してお回
こた

えください。 

３ 市
し

役役
やくしょ

の 職 職
しょくいん

が， 直 直
ちょくせつ

聞
き

き取
と

りをさせていただくことも可可
か の う

です。

希希
き ぼ う

される方
かた

は，福福
ふくやま

市
し

障
しょう

がい福福福
ふ く し か

までご連連
れんらく

ください。 

４ 回回
かいとう

は，２０２３本
ねん

（令令
れ い わ

５本
ねん

）７月
がつ

１日
にち

現現
げんざい

の市内
ないよう

をお回
こた

えくださ

い。 

５ 回
こた

えにくいことや回
こた

えたくない質問
しつもん

には，無理
む り

にお回
こた

えいただく必不
ひつよう

は

ありません。 

※ この調調調
ちょうさひょう

では，郵送
ゆうそう

された宛無
あ て な

の方
かた

を「あなた」と書
か

いていますので，

あなたの 状 状
じょうきょう

やご意意
い け ん

をお回
こた

えください。 
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 はじめに，お回
こた

えいただく方
かた

についておたずねします。 
 

問
とい

１ このアンケートにお回
こた

えいただくのは，どなたですか。（○ 印
じるし

は１つ） 

１ 宛無
あ て な

のご本個
ほんにん

（この調調調
ちょうさひょう

が郵送
ゆうそう

された宛無
あ て な

の方
かた

） 

２ ご本個
ほんにん

の家族
か ぞ く

 

３ 家族
か ぞ く

以以
い が い

の介介者
かいじょしゃ

 

 

 あなた（宛無
あ て な

のご本個
ほんにん

）のことについておたずねします。 
 

問
とい

２ あなたが住
す

んでいる小 小
しょうがっ

校校
こ う く

をお回
こた

えください。（○ 印
じるし

は１つ） 

※ 小小校校
しょうがっこうく

の無名
な ま え

はあいうえお 順
じゅん

に並
なら

んでいます。 

１ 赤赤
あかさか

 15 春日
か す が

 29 新新
しんがい

 43 長長
ながはま

 57 松松
まつなが

 

２ 曙
あけぼの

 16 霞
かすみ

 30 瀬瀬
せ と

 44 西
にし

 58 道 上
みちのうえ

 

３ 旭
あさひ

 17 金金
か な え

 31 千千
せ ん だ

 45 西西西
に し ふ か つ

 59 緑 緑
みどりがおか

 

４ 旭 緑
あさひがおか

 18 精神
か む ら

 32 想
そう

青
せい

小学
がくえん

 46 野野
の の

長
はま

 60 南
みなみ

 

５ 網網
あ び き

 19 加加
か も

 33 高高
たかしま

 47 東
ひがし

 61 御野
み の

 

６ 有有
あ り ま

 20 川川
かわぐち

 34 竹
たけ

尋
ひろ

 48 光
ひかり

 62 箕高
みのしま

 

７ 泉
いずみ

 21 川川
かわぐち

東
ひがし

 35 多多
た じ

米
め

 49 網野
ひ き の

 63 水水
み の み

 

８ 伊伊緑
い せ が お か

 22 精神
かんなべ

 36 中 中
ちゅうじょう

 50 久松
ひさまつ

台
だい

 64 御御
み ゆ き

 

９ 遺遺緑
いほうがおか

 23 熊野
く ま の

 37 常金常
つねかねまる

 51 日日
ひ よ し

台
だい

 65 明 明
みょうおう

台
だい

 

10 駅家
え き や

 24 蔵明
ざ お う

 38 西津
つ の

郷
ごう

 52 西西
ふ か つ

 66 宜福
むべやま

 

11 駅家
え き や

北
きた

 25 桜 緑
さくらがおか

 39 坪坪
つ ぼ う

 53 福福
ふくそう

 67 柳西
やないづ

 

12 駅家西
え き や に し

 26 福南
さ ん な

 40 手
て

城
しろ

 54 藤金
ふ じ え

 68 福手
や ま て

 

13 大大台
おおたにだい

 27 樹
じゅ

徳
とく

 41 瀬手
と で

 55 本郷
ほんごう

 69 湯千
ゆ だ

 

14 大西
お お つ

野
の

 28 新市
しんいち

 42 鞆
とも

の浦
うら

小学
がくえん

 56 幕福
まくやま

    

※ わからない場合
ば あ い

は，町 無
ちょうめい

等
とう

をお書
か

きください。 

（福福
ふくやま

市
し

        町
ちょう

       丁丁
ちょうめ

） 
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問
とい

３ あなたの本年
ねんれい

をお回
こた

えください。（○ 印
じるし

は１つ） 

１ 18～24歳
さい

 ４ 35～39歳
さい

 ７ 50～54歳
さい

 10 65～69歳
さい

 

２ 25～29歳
さい

 ５ 40～44歳
さい

 ８ 55～59歳
さい

 11 70歳
さい

以上
いじょう

 

３ 30～34歳
さい

 ６ 45～49歳
さい

 ９ 60～64歳
さい

 

 

問
とい

４ あなたは①次
つぎ

の手手
てちょう

をお持
も

ちですか。②身身
しんたい

障
しょう

がい者
しゃ

手手
てちょう

をお持
も

ちの場合
ば あ い

は，手手
てちょう

に書
か

かれ

ている 障
しょう

がい無
めい

もお回
こた

えください。（あてはまるものすべてに○ 印
じるし

） 

① お持
も

ちの手手
てちょう

の種種
しゅるい

 

１ 身身
しんたい

障
しょう

がい者
しゃ

手手
てちょう

１ 級
きゅう

 ７ 療 療
りょういく

手手
てちょう

 Ａ 

２ 身身
しんたい

障
しょう

がい者
しゃ

手手
てちょう

２ 級
きゅう

 ８ 療 療
りょういく

手手
てちょう

Ａ 

３ 身身
しんたい

障
しょう

がい者
しゃ

手手
てちょう

３ 級
きゅう

 ９ 療 療
りょういく

手手
てちょう

 Ｂ 

４ 身身
しんたい

障
しょう

がい者
しゃ

手手
てちょう

４ 級
きゅう

 10 療 療
りょういく

手手
てちょう

Ｂ 

５ 身身
しんたい

障
しょう

がい者
しゃ

手手
てちょう

５ 級
きゅう

 11 精精
せいしん

障
しょう

がい者
しゃ

保保
ほ け ん

福福
ふ く し

手手
てちょう

１ 級
きゅう

 

６ 身身
しんたい

障
しょう

がい者
しゃ

手手
てちょう

６ 級
きゅう

 12 精精
せいしん

障
しょう

がい者
しゃ

保保
ほ け ん

福福
ふ く し

手手
てちょう

２ 級
きゅう

 

 13 精精
せいしん

障
しょう

がい者
しゃ

保保
ほ け ん

福福
ふ く し

手手
てちょう

３ 級
きゅう

 

  

② （身身
しんたい

障
しょう

がい者
しゃ

手手
てちょう

をお持
も

ちの場合
ば あ い

のみ）手手
てちょう

に書
か

かれている 障
しょう

がい無
めい

をお回
こた

えくださ

い。 

１ 視視
し か く

障
しょう

がい ５ 肢身
し た い

不
ふ

自自
じ ゆ う

（上肢
じょうし

） 

２ 聴 視
ちょうかく

障
しょう

がい ６ 肢身
し た い

不
ふ

自自
じ ゆ う

（下肢
か し

） 

３ 平
へい

衡
こう

機可
き の う

障
しょう

がい ７ 肢身
し た い

不
ふ

自自
じ ゆ う

（身体
たいかん

） 

４ 音音
おんせい

・言言
げ ん ご

・そしゃく機可
き の う

障
しょう

がい ８ 市福
な い ぶ

障
しょう

がい 
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問
とい

５ あなたは，次
つぎ

にあげる項丁
こうもく

について，医医
い し

からの診診
しんだん

や認策
にんてい

などを受
う

けていますか。 

（○ 印
じるし

は１つずつ） 

(1) 難 難
なんびょう

※１の診診
しんだん

 １ 受
う

けている ２ 受
う

けていない 

(2) 発発
はったつ

障
しょう

がい※２の診診
しんだん

 １ 受
う

けている ２ 受
う

けていない 

(3) 高
こう

次
じ

脳
のう

機可
き の う

障
しょう

がい※３の診診
しんだん

 １ 受
う

けている ２ 受
う

けていない 

(4) 自役
じ り つ

支支
し え ん

医療
いりょう

（精精
せいしん

通通
つういん

）の受支者
じゅきゅうしゃ

証
しょう

 １ 持
も

っている ２ 持
も

っていない 

(5) 介介
か い ご

保保
ほ け ん

制制
せ い ど

の不支支
よ う し え ん

・不介介
よ う か い ご

認策
にんてい

 １ 受
う

けている ２ 受
う

けていない 

(6) 医療医
いりょうてき

ケア※４ １ 受
う

けている ２ 受
う

けていない 

(7) 尊 重
じゅうしょう

心
しん

身
しん

障
しょう

がい※５の診診
しんだん

 １ 受
う

けている ２ 受
う

けていない 
 

※１ 難 難
なんびょう

（特策
とくてい

疾疾
しっかん

）とは，パーキンソン 難
びょう

や筋
きん

ジストロフィーなどの多療治
ちりょうほう

が確役
かくりつ

していない疾難
しっぺい

その他
た

の特特
とくしゅ

な

疾難
しっぺい

をいいます。 

※２ 発発
はったつ

障
しょう

がいとは，自自
じ へ い

スペクトラム 重
しょう

，注意
ちゅうい

欠欠
けつじょ

・多多
た ど う

重
しょう

(ＡＤＨＤ)， 小 学
がくしゅう

障
しょう

がい（ＬＤ），トゥレット

重症症
しょうこうぐん

，吃音
きつおん

などをいいます。 

※３ 高次脳
こ う じ の う

機可
き の う

障
しょう

がいとは，一一
いっぱん

に，以外外
がいしょうせい

脳
のう

損 外
そんしょう

，脳脳脳
のうけっかん

障
しょう

がい等
とう

により脳
のう

に損 外
そんしょう

を受
う

け，その後遺
こ う い

重
しょう

等
とう

とし

て 坪
しょう

じた無記
き お く

障
しょう

がい，注意
ちゅうい

障
しょう

がい，社社医
しゃかいてき

行多
こうどう

障
しょう

がい，失言
し つ ご

などの認認
に ん ち

障
しょう

がい等
とう

を指
さ

すものとされており，

具身医
ぐ た い て き

には「社会
か い わ

がうまくかみ合
あ

わない」等
とう

の 重 状
しょうじょう

があります。 

※４ 医療医
いりょうてき

ケアとは，個人
じんこう

呼呼器
こ き ゅ う き

の使多
し よ う

，たんの呼 網
きゅういん

や経脳
けいかん

栄栄
えいよう

などを 行
おこな

うことをいいます。 

※５ 尊 重
じゅうしょう

心身
しんしん

障
しょう

がいとは，尊制
じゅうど

の肢身
し た い

不自自
ふ じ ゆ う

と尊制
じゅうど

の認医
ち て き

障
しょう

がいが尊 重
ちょうふく

した状 状
じょうたい

のことをいいます。 

 

問
とい

６ あなたは「強制
きょうど

行多
こうどう

障
しょう

がい※６」があると言
い

われたことがありますか。（○ 印
じるし

は１つ） 

１ ある ２ない 

 

※６ 強制
きょうど

行多
こうどう

障
しょう

がいとは，自外
じしょう

，他外
たしょう

，こだわり，もの壊
こわ

し，睡睡
すいみん

の乱
みだ

れ，異異
いしょく

，多多
た ど う

など本個
ほんにん

や周範
しゅうい

の個
ひと

の暮
く

らしに

影 影
えいきょう

を及
およ

ぼす行多
こうどう

が， 著
いちじる

しく高
たか

い頻制
ひ ん ど

で起
お

こるため，特特
とくべつ

に配配
はいりょ

された支支
し え ん

が必不
ひつよう

になっている状 状
じょうたい

のことを

いいます。 障
しょう

がい福福
ふ く し

サービス受支者
じゅきゅうしゃ

証
しょう

の支支支
しきゅうりょう

等
とう

の欄
らん

に「加加
か さ ん

強制
きょうど

尊制
じゅうど

」や「加加
か さ ん

尊制
じゅうど

」と印印
い ん じ

されている場合
ば あ い

や以 出
がいしゅつ

支支
し え ん

で行多
こうどう

支介
え ん ご

を利多
り よ う

している場合
ば あ い

，医医
い し

や療 療
りょういく

機関
き か ん

等
とう

から指指
し て き

されたことがある場合
ば あ い

等
とう

は「１」としてく

ださい。 
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 障
しょう

がい福福
ふ く し

サービス等
とう

の利多
り よ う

についておたずねします。 
 

問
とい

７ あなたが，現現
げんざい

利多
り よ う

している 障
しょう

がい福福
ふ く し

サービスについておたずねします。 

(1) 現現
げんざい

，支支
しきゅう

決策
けってい

を受
う

けて利多
り よ う

しているサービスをすべてお回
こた

えください。 

※ 受支者
じゅきゅうしゃ

証
しょう

の無記
き さ い

市内
ないよう

を参考
さんこう

にしてください。 

(2) 今後
こ ん ご

，３本
ねん

以市
い な い

に利多
り よ う

したいサービスはありますか。（あてはまるものすべてに○ 印
じるし

） 

（あてはまるものすべてに○ 印
じるし

） 

回回
かいとう

欄
らん

 

問
とい

７(1) 問
とい

７(2) 

現
現

げ
ん
ざ
い

，
利
多

り
よ
う

し
て
い
る 

サ
ー
ビ
ス
番
号

ば
ん
ご
う

に
○
印

じ
る
し

→ 

今
後

こ
ん
ご

，
３
本 ね

ん

以
市

い
な

い

に
利
多

り
よ
う

し
た

い 

サ
ー
ビ
ス
番
号

ば
ん
ご
う

に
○
印

じ
る
し

→ 

１ 居居
きょたく

介介
か い ご

 

（ホームヘルプ） 

ホームヘルパーが自居
じ た く

を訪問
ほうもん

して， 入 入
にゅうよく

や排
はい

せ

つ，異食
しょくじ

，洗洗
せんたく

，掃掃
そ う じ

等
とう

の介介
かいじょ

を 行
おこな

うサービスで

す。 

１ １ 

２ 尊制
じゅうど

訪問
ほうもん

介介
か い ご

 

尊制
じゅうど

の 障
しょう

がいがあり，常
つね

に介介
か い ご

が必不
ひつよう

な個
ひと

に，

自居
じ た く

で入 入
にゅうよく

や排
はい

せつ，異食
しょくじ

などの介介
かいじょ

や以 出
がいしゅつ

時
じ

の

移多
い ど う

補介
ほ じ ょ

を 行
おこな

うサービスです。 

２ ２ 

３ 同行
どうこう

支介
え ん ご

 

視視
し か く

障
しょう

がいにより移多
い ど う

が 著
いちじる

しく困難
こんなん

な個
ひと

に，

以 出
がいしゅつ

に必不
ひつよう

な情 情
じょうほう

の提 提
ていきょう

や移多
い ど う

の支介
え ん ご

などを 行
おこな

うサービスです。 

３ ３ 

４ 行多
こうどう

支介
え ん ご

 

認医
ち て き

障
しょう

がいや精精
せいしん

障
しょう

がいにより行多
こうどう

が困難
こんなん

で常
つね

に

介介
か い ご

が必不
ひつよう

な個
ひと

に，行多
こうどう

するときに必不
ひつよう

な介介
かいじょ

や

以 出
がいしゅつ

時
じ

の移多
い ど う

補介
ほ じ ょ

などを 行
おこな

うサービスです。 

４ ４ 

５ 尊制
じゅうど

障
しょう

がい者
しゃ

等
とう

包包
ほうかつ

支支
し え ん

 

常
つね

に介介
か い ご

が必不
ひつよう

な個
ひと

で，介介
か い ご

の必不
ひつよう

の程制
て い ど

が 著
いちじる

し

く高
たか

い個
ひと

に，居居
きょたく

介介
か い ご

（ホームヘルプ）などのサー
ビスを包包医

ほうかつてき

に提
てい

提
きょう

するサービスです。 

５ ５ 

 

 

次
つぎ

のページへ続
つづ
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（あてはまるものすべてに○ 印
じるし

） 

問
とい

７(1) 問
とい

７(2) 

現
現

げ
ん
ざ
い

，
利
多

り
よ
う

し
て
い
る 

サ
ー
ビ
ス
番
号

ば
ん
ご
う

に
○
印

じ
る
し

→ 

今
後

こ
ん
ご

，
３
本 ね

ん

以
市

い
な

い

に
利
多

り
よ
う

し
た

い 

サ
ー
ビ
ス
番
号

ば
ん
ご
う

に
○
印

じ
る
し

→ 

６ 短短
た ん き

入 役
にゅうしょ

 

（ シ ョ ー ト ス テ

イ） 

介介
か い ご

する個
ひと

が難気
びょうき

の時
とき

などに， 障
しょう

がいのある個
ひと

が

施施
し せ つ

に短短短
た ん き か ん

入 役
にゅうしょ

し，入 入
にゅうよく

や排
はい

せつ，異食
しょくじ

の介介
か い ご

などを 行
おこな

うサービスです。 

６ ６ 

７ 坪生
せいかつ

介介
か い ご

 

常
つね

に介介
か い ご

が必不
ひつよう

な個
ひと

に，施施
し せ つ

で 入 入
にゅうよく

や排
はい

せつ，

異食
しょくじ

の介介
か い ご

や創無医
そうさくてき

生多
かつどう

などの機社
き か い

を提
てい

提
きょう

する

サービスです。 

７ ７ 

８ 療 栄
りょうよう

介介
か い ご

 

医療
いりょう

が必不
ひつよう

で常
つね

に介介
か い ご

を必不
ひつよう

とする個
ひと

に，主
おも

に昼短
ひ る ま

に 難 通
びょういん

などで，機可
き の う

訓訓
くんれん

や 療 栄 上
りょうようじょう

の脳理
か ん り

，看介
か ん ご

などを提 提
ていきょう

するサービスです。 

８ ８ 

９ 自役
じ り つ

訓訓
くんれん

（機可
き の う

訓訓
くんれん

， 坪生
せいかつ

訓訓
くんれん

， 宿宿宿
しゅくはくがた

自役訓訓
じ り つ く ん れ ん

） 

自役
じ り つ

した 日 常
にちじょう

坪生
せいかつ

や社社
しゃかい

坪生
せいかつ

ができるよう，一策
いってい

短短
き か ん

，身身
しんたい

機可
き の う

や坪生
せいかつ

可 協
のうりょく

の意 上
こうじょう

のために必不
ひつよう

な

訓訓
くんれん

を 行
おこな

うサービスです。 

９ ９ 

10 就 就
しゅうろう

移行
い こ う

支支
し え ん

 

一一
いっぱん

就 就
しゅうろう

したい個
ひと

に，一策
いってい

の短短
き か ん

，就 就
しゅうろう

に必不
ひつよう

な

認知
ち し き

や 可 協
のうりょく

意 上
こうじょう

のための訓訓
くんれん

を 行
おこな

うサービスで

す。 

10 10 

11 就 就
しゅうろう

継続
けいぞく

支支
し え ん

 

（Ａ宿
がた

） 

働
はたら

く場
ば

として食事役
じぎょうしょ

と雇多
こ よ う

契契
けいやく

を結
むす

び，一一
いっぱん

就 就
しゅうろう

が困難
こんなん

な個
ひと

に， 就 就
しゅうろう

の機社
き か い

や坪生
せいさん

生多
かつどう

などの機社
き か い

を提
てい

提
きょう

し，認知
ち し き

や可 協
のうりょく

の意 上
こうじょう

のための訓訓
くんれん

を 行
おこな

うサービスです。 

11 11 

12 就 就
しゅうろう

継続
けいぞく

支支
し え ん

 

（Ｂ宿
がた

） 

食事役
じぎょうしょ

と雇多
こ よ う

契契
けいやく

を結
むす

ばずに，一一
いっぱん

就 就
しゅうろう

が困難
こんなん

な

個
ひと

に， 就 就
しゅうろう

の機社
き か い

や坪生
せいさん

生多
かつどう

などの機社
き か い

を 提 提
ていきょう

し，認知
ち し き

や 可 協
のうりょく

の 意 上
こうじょう

のための訓訓
くんれん

を 行
おこな

うサー
ビスです。 

12 12 
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（あてはまるものすべてに○ 印
じるし

） 

問
とい

７(1) 問
とい

７(2) 

現
現

げ
ん
ざ
い

，
利
多

り
よ
う

し
て
い
る 

サ
ー
ビ
ス
番
号

ば
ん
ご
う

に
○
印

じ
る
し

→ 

今
後

こ
ん
ご

，
３
本 ね

ん

以
市

い
な

い

に
利
多

り
よ
う

し
た

い 

サ
ー
ビ
ス
番
号

ば
ん
ご
う

に
○
印

じ
る
し

→ 

13 自役
じ り つ

坪生
せいかつ

支介
えんじょ

 

障
しょう

がい者
しゃ

施施
し せ つ

などを利多
り よ う

していた個
ひと

で，一個
ひ と り

暮
ぐ

ら

しを希希
き ぼ う

する個
ひと

に，必不
ひつよう

な 情 情
じょうほう

の 提 提
ていきょう

や介言
じょげん

，

支支
し え ん

を 行
おこな

うサービスです。 

13 13 

14 就 就
しゅうろう

策 定
ていちゃく

支支
し え ん

 

就 就
しゅうろう

移行
い こ う

支支
し え ん

などを利多
り よ う

して一一
いっぱん

就 就
しゅうろう

した個
ひと

に対
たい

して， 日 常
にちじょう

坪生
せいかつ

や 就 就
しゅうろう

で困
こま

っていることについ

て，その問問
もんだい

の理決
かいけつ

に必不
ひつよう

な指指
し ど う

や介言
じょげん

などを 行
おこな

うサービスです。 

14 14 

15 共 同
きょうどう

坪生
せいかつ

支介
えんじょ

 

（ グ ル ー プ ホ ー
ム） 

夜短
や か ん

や休 日
きゅうじつ

に，共 同
きょうどう

坪生
せいかつ

を 行
おこな

う住 居
じゅうきょ

で，福相
そうだん

や

日 常
にちじょう

坪生上
せいかつじょう

の支介
えんじょ

などを 行
おこな

うサービスです。 
15 15 

16 施施
し せ つ

入 役
にゅうしょ

支支
し え ん

 

主
しゅ

として夜短
や か ん

に，施施
し せ つ

に入 役
にゅうしょ

する個
ひと

に対
たい

し入 入
にゅうよく

や

排
はい

せつ，異食
しょくじ

の介介
か い ご

などの支支
し え ん

を 行
おこな

うサービスで

す。 

16 16 

17 計計
けいかく

福相
そうだん

支支
し え ん

 
障

しょう

がい福福
ふ く し

サービス等
とう

を利多
り よ う

するための，計計
けいかく

の

無作
さくせい

や利多
り よ う

についての支支
し え ん

を 行
おこな

うサービスです。 
17 17 

 

次
つぎ

のページへ続
つづ

く 
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（あてはまるものすべてに○ 印
じるし

） 

問
とい

７(1) 問
とい

７(2) 

現
現

げ
ん
ざ
い

，
利
多

り
よ
う

し
て
い
る 

サ
ー
ビ
ス
番
号

ば
ん
ご
う

に
○
印

じ
る
し

→ 

今
後

こ
ん
ご

，
３
本 ね

ん

以
市

い
な

い

に
利
多

り
よ
う

し
た

い 

サ
ー
ビ
ス
番
号

ば
ん
ご
う

に
○
印

じ
る
し

→ 

18 移多
い ど う

支支
し え ん

 

一個
ひ と り

で移多
い ど う

することが困難
こんなん

な個
ひと

に，自役
じ り つ

した 日 常
にちじょう

坪生
せいかつ

や社社
しゃかい

参加
さ ん か

のための以 出
がいしゅつ

の支支
し え ん

を 行
おこな

うサービ

スです。 

18 18 

19 日 中
にっちゅう

一時
い ち じ

支支
し え ん

 
日 中
にっちゅう

， 介介者
か い ご し ゃ

の 休 休
きゅうそく

や 不現
ふ ざ い

の 時
とき

に ， 意見
み ま も

り と

日 中
にっちゅう

生多
かつどう

の場
ば

を提
てい

提
きょう

するサービスです。 
19 19 

20 地地
ち い き

移行
い こ う

支支
し え ん

 

施施
し せ つ

や 難 通
びょういん

から退役
たいしょ

，退通後
た い い ん ご

の住
す

まいの確保
か く ほ

や

地地
ち い き

での坪生
せいかつ

に移行
い こ う

するための福相
そうだん

や支支
し え ん

を 行
おこな

い

ます。 

20 20 

21 地地
ち い き

策 定
ていちゃく

支支
し え ん

 

施施
し せ つ

や 難 通
びょういん

からの退役
たいしょ

，退通
たいいん

や一個
ひ と り

暮
ぐ

らしを始
はじ

め

る 障
しょう

がいのある個
ひと

に，常
つね

に連連
れんらく

がとれる身制
たいせい

を

確保
か く ほ

し，緊 緊
きんきゅう

のときに必不
ひつよう

な支支
し え ん

を 行
おこな

います。 

21 21 

22 支支
しきゅう

決策
けってい

を受
う

けているサービスはない・利多
り よ う

したいサービスはない 22 22 

 

問
とい

７(1)で「１～21」のいずれかを選
えら

んだ方
かた

は，問
とい

８にお進
すす

みください。 

「22」を選
えら

んだ方
かた

は，問
とい

９にお進
すす

みください。 
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【 問
とい

７(1)で「１～21」のいずれかを選
えら

んだ方
かた

におたずねします。 】 

問
とい

８ あなたは，利多
り よ う

したことがある 障
しょう

がい福福
ふ く し

サービスに対
たい

して，困
こま

ったことがありましたか。 

（あてはまるものすべてに○ 印
じるし

） 

１ 利多
り よ う

したいサービスがあるのに中 条
じょうけん

に合
あ

わず利多
り よ う

できない 

２ 支支
しきゅう

決策
けってい

までに時短
じ か ん

がかかりすぎる 

３ 身身
み ぢ か

な施施
し せ つ

や食事役
じぎょうしょ

を利多
り よ う

できない 

４ 利多
り よ う

したい日
ひ

や時短
じ か ん

に利多
り よ う

できない 

５ こちらの不希
ようぼう

を聞
き

いてくれない 

６ 高年者
こうれいしゃ

が利多
り よ う

できるサービスが少
すく

ない 

７ 介介
か い ご

保保
ほ け ん

サービスに切
き

り替
か

わるとき同
おな

じサービス 支
りょう

や食事役
じぎょうしょ

を利多
り よ う

できない 

８ 建建
たてもの

や施設
せ つ び

が 障
しょう

がいに配配
はいりょ

されていない 

９ サービス市内
ないよう

についての情 情
じょうほう

が少
すく

ない 

10 その他
た

（                               ） 

11 特
とく

にない 

 

 

 

 

【 問
とい

７(1)で「22」を選
えら

んだ方
かた

におたずねします。】 

問
とい

９ あなたが 障
しょう

がい福福
ふ く し

サービスを利多
り よ う

していない理自
り ゆ う

は何
なん

ですか。 

（あてはまるものすべてに○ 印
じるし

） 

１ サービスを受
う

ける必不
ひつよう

がないため 

２ 本年
ねんれい

や 障
しょう

がい支支
し え ん

校区
く ぶ ん

など，サービスの対対者
たいしょうしゃ

に該該
がいとう

しないため 

３ 既
すで

に特
べつ

のサービスの提 提
ていきょう

を受
う

けているため 

４ サービスを利多
り よ う

する時短
じ か ん

や曜日
よ う び

の都合
つ ご う

が合
あ

わないため 

５ 身身
み ぢ か

な地地
ち い き

にサービス提 提
ていきょう

場役
ば し ょ

がないため 

６ 網
ひ

き受
う

けてくれるサービス提 提
ていきょう

食事役
じぎょうしょ

が意
み

つからないため 

７ 利多
り よ う

資 金
りょうきん

がかかるため 

８ サービスがあることを認
し

らなかったため 

９ その他
た

（                               ） 

10 特
とく

にない 

 

次
つぎ

は問
とい

10 へお進
すす

みください。 
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問
とい

10 今後
こ ん ご

， 障
しょう

がい福福
ふ く し

サービスを利多
り よ う

しやすくするためには，どのようなことが必不
ひつよう

だと思
おも

います

か。上上
じょうい

５つまで選
えら

んでください。（主
おも

なもの５つまでに○ 印
じるし

） 

１ どのようなサービスがあるのか，詳
くわ

しい情 情
じょうほう

を提 提
ていきょう

してほしい 

２ 申申
しんせい

や手続
て つ づ

きの方治
ほうほう

をわかりやすくしてほしい 

３ 申申
しんせい

や手続
て つ づ

きを素素
す ば や

くできるようにしてほしい 

４ 障
しょう

がいの特外
とくせい

に応
おう

じた方治
ほうほう

で情 情
じょうほう

を提 提
ていきょう

してほしい 

５ 自区
じ ぶ ん

に適切
てきせつ

なサービスをアドバイスしてほしい 

６ 必不
ひつよう

なときにすぐに利多
り よ う

できるようにしてほしい 

７ サービスの回手
かいすう

や時短
じ か ん

を増
ふ

やしてほしい 

８ 身身
み ぢ か

な場役
ば し ょ

でサービスが受
う

けられるようにしてほしい 

９ 施施
し せ つ

の職 職
しょくいん

などの技技
ぎじゅつ

，認知
ち し き

を意 上
こうじょう

してほしい 

10 施施
し せ つ

の職 職
しょくいん

などの個手
にんずう

を増
ふ

やしてほしい 

11 サービスの費多
ひ よ う

負負
ふ た ん

を軽軽
けいげん

してほしい 

12 高年
こうれい

になっても使
つか

えるサービスや施施
し せ つ

がほしい 

13 介介
か い ご

保保
ほ け ん

サービスに切
き

り替
か

わるとき必不
ひつよう

なサービスが受
う

けられるようにしてほしい 

14 住
す

んでいる地地
ち い き

によってサービス市内
ないよう

に差
さ

がないようにしてほしい 

15 その他
た

（                               ） 

16 特
とく

にない 

 

問
とい

11 あなたは， 障
しょう

がいのことや福福
ふ く し

サービスに関
かん

する情 情
じょうほう

を，どこから認
し

ることが多
おお

いですか。 

（あてはまるものすべてに○ 印
じるし

） 

１ 県
けん

や市
し

の窓川
まどぐち

 12 民坪
みんせい

委職
い い ん

・児児
じ ど う

委職
い い ん

 

２ 県
けん

や市
し

からの通認
つ う ち

 13 地地
ち い き

包包
ほうかつ

支支
し え ん

センター 

３ 県
けん

や市
し

などの広情広
こ う ほ う し

・パンフレット  14 地地
ち い き

生多
かつどう

支支
し え ん

センター 

４ 県
けん

や市
し

などのホームページ  15 障
しょう

がい者
しゃ

団身
だんたい

など 

５ 社社
しゃかい

福福協
ふくしきょう

議社
ぎ か い

  16 家族
か ぞ く

・友個
ゆうじん

・認個
ち じ ん

 

６ 基体
き か ん

福相
そうだん

支支
し え ん

センター（クローバー） 17 ラジオ・テレビ 

７ 福相
そうだん

支支
し え ん

食事役
じぎょうしょ

  18 新聞
しんぶん

・雑雑
ざ っ し

など 

８ 福福
ふ く し

施施
し せ つ

・サービス提 提
ていきょう

食事役
じぎょうしょ

 19 インターネット 

９ 難 通
びょういん

・薬 局
やっきょく

  20 その他
た

（                ） 

10 ホームヘルパー・ケアマネジャーなど 21 入 手
にゅうしゅ

方治
ほうほう

がわからない 

11 障
しょう

がい者
しゃ

福相職
そうだんいん

 22 特
とく

にない 
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 住
す

まいや暮
く

らしについておたずねします。 
 

問
とい

12 あなたは現現
げんざい

，どのように暮
く

らしていますか。（○ 印
じるし

は１つ） 

１ 自居
じ た く

（アパートなどを含
ふく

む）で一個
ひ と り

で暮
く

らしている 

２ 自居
じ た く

（アパートなどを含
ふく

む）で家族
か ぞ く

や親族
しんぞく

と暮
く

らしている 

３ グループホームで暮
く

らしている 

４ 福福
ふ く し

施施
し せ つ

（ 障
しょう

がい者
しゃ

支支
し え ん

施施
し せ つ

）に入 役
にゅうしょ

している 

５ 福福
ふ く し

施施
し せ つ

（高年者
こうれいしゃ

施施
し せ つ

）に入 役
にゅうしょ

している 

６ 難 通
びょういん

に入 通
にゅういん

している 

７ その他
た

（                                                ） 

 

問
とい

13 あなたは今後
こ ん ご

３本
ねん

以市
い な い

に，どのように暮
く

らしたいと思
おも

いますか。（○ 印
じるし

は１つ） 

１ 自居
じ た く

（アパートなどを含
ふく

む）で一個
ひ と り

で暮
く

らしたい 

２ 自居
じ た く

（アパートなどを含
ふく

む）で家族
か ぞ く

や親族
しんぞく

と暮
く

らしたい 

３ グループホームで暮
く

らしたい 

４ 福福
ふ く し

施施
し せ つ

（ 障
しょう

がい者
しゃ

支支
し え ん

施施
し せ つ

）に入 役
にゅうしょ

したい 

５ 福福
ふ く し

施施
し せ つ

（高年者
こうれいしゃ

施施
し せ つ

）に入 役
にゅうしょ

したい 

６ その他
た

（                                                ） 

 

問
とい

14 あなたを介介
かいじょ

してくれる個
ひと

は，主
おも

に誰
だれ

ですか。（○ 印
じるし

は１つ） 

１ 父
ちち

または母
はは

 ７ 福福
ふ く し

施施
し せ つ

の職 職
しょくいん

・ホームヘルパー 

２ 配配者
はいぐうしゃ

（ 夫
おっと

または妻
つま

） ８ その他
た

（           ） 

３ 子
こ

ども ９ 介介
かいじょ

は必不
ひつよう

ない（介介者
かいじょしゃ

はいない） 

４ きょうだい 

５ 親
しん

せき 

６ 友個
ゆうじん

・認個
ち じ ん

 

 

【 問
とい

14 で「１～６」を選
えら

んだ方
かた

におたずねします。】 

問
とい

15  介介
かいじょ

してくれる個
ひと

の本年
ねんれい

，保健
けんこう

状 状
じょうたい

についてお回
こた

えください。（○ 印
じるし

は１つずつ） 

① 介介者
かいじょしゃ

の本年
ねんれい

 
１ 17歳

さい

以下
い か

 ３ 30～39歳
さい

 ５ 50～59歳
さい

 

２ 18～29歳
さい

 ４ 40～49歳
さい

 ６ 60歳
さい

以上
いじょう

 

② 介介者
かいじょしゃ

の保健
けんこう

状 状
じょうたい

 １ 保健
けんこう

である ２ 保健
けんこう

に不不
ふ あ ん

がある 

 

↓ 

【 問
とい

16 へ 】 
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問
とい

16 これから先
さき

，あなたが希希
き ぼ う

する暮
く

らしを送
おく

るためには，どのような支支
し え ん

が必不
ひつよう

だと思
おも

いますか。

（あてはまるものすべてに○ 印
じるし

） 

１ 現居
ざいたく

で医療医
いりょうてき

ケアなどを適切
てきせつ

に受
う

けられること 

２ 障
しょう

がいのある個
ひと

に適
てき

した住
す

まいが確保
か く ほ

されること 

３ 必不
ひつよう

な現居
ざいたく

サービスが適切
てきせつ

に利多
り よ う

できること 

４ 坪生
せいかつ

訓訓
くんれん

等
とう

が充 充
じゅうじつ

していること 

５ 経経医
けいざいてき

な負負
ふ た ん

が軽
かる

くなること 

６ 福相
そうだん

支支
し え ん

が充 充
じゅうじつ

していること 

７ 地地
ち い き

住 民
じゅうみん

等
とう

の理理
り か い

が西
ふか

まること 

８ 情 情
じょうほう

の取取
しゅとく

や利多
り よ う

について支支
し え ん

してくれること 

９ まわりの個
ひと

とのコミュニケーション（意思
い し

疎通
そ つ う

）を支支
し え ん

してくれること 

10 身
み

のまわりの世会
せ わ

をしてくれる個
ひと

が確保
か く ほ

されること 

11 一個
ひ と り

暮
ぐ

らしや共 同
きょうどう

坪生
せいかつ

に慣
な

れるために支支
し え ん

してくれること 

12 緊 緊
きんきゅう

なときや災災
さいがい

のときに居場役
い ば し ょ

が確保
か く ほ

できること 

13 日 中
にっちゅう

過
す

ごせる場役
ば し ょ

・仲短
な か ま

や友発
ともだち

と出社
で あ

える場役
ば し ょ

が充 充
じゅうじつ

していること 

14 進小
しんがく

や 就 職
しゅうしょく

に意
む

けて支支
し え ん

してくれること 

15 その他
た

（                               ） 

16 特
とく

にない 
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 福相
そうだん

についておたずねします。 
 

問
とい

17 あなたが福相
そうだん

したいことは，どのようなことですか。（あてはまるものすべてに○ 印
じるし

） 

１ 自区
じ ぶ ん

の身 調
たいちょう

のこと 11 住
す

まいのこと 

２ 家族
か ぞ く

・小校
がっこう

・職場
しょくば

・身役
きんじょ

などでの 12 以 出
がいしゅつ

・移多
い ど う

のこと 

個短
にんげん

関関
かんけい

のこと 13 就 小
しゅうがく

・進小
しんがく

・教 療
きょういく

のこと 

３ 介介
かいじょ

してくれる個
ひと

の保健
けんこう

や身 協
たいりょく

のこと 14 仕食
し ご と

・ 就 職
しゅうしょく

のこと 

４ 支支
し え ん

してくれる個
ひと

のこと 15 差特
さ べ つ

・偏意
へんけん

に関
かん

すること 

５ 利多
り よ う

できる福福
ふ く し

制制
せ い ど

のこと 16 余余
よ か

・スポーツ生多
かつどう

のこと 

６ 坪生費
せ い か つ ひ

や 収 入
しゅうにゅう

のこと 17 緊 緊
きんきゅう

時
じ

・災災
さいがい

時
じ

のこと 

７ 介介
かいじょ

・介介
か い ご

のこと 18 会
はな

し福手
あ い て

のこと 

８ 老後
ろ う ご

のこと 19 結結
けっこん

のこと 

９ 家食
か じ

（炊食
す い じ

・掃掃
そ う じ

・洗洗
せんたく

）のこと 20 情 情
じょうほう

収 収
しゅうしゅう

のこと 

10 療児
い く じ

のこと 21 その他
た

（                          ） 

 

問
とい

18 あなたが福相先
そうだんさき

に希
のぞ

むことは何
なん

ですか。（あてはまるものすべてに○ 印
じるし

） 

１ どのような福相先
そうだんさき

があるのか，詳
くわ

しい情 情
じょうほう

を提 提
ていきょう

すること 

２ １か役
しょ

でどんな福相
そうだん

にも対応
たいおう

できること 

３ 身身
み ぢ か

な地地
ち い き

で気軽
き が る

に福相
そうだん

できる場役
ば し ょ

が増
ふ

えること 

４ 障
しょう

がいの特外
とくせい

に応
おう

じて専専
せんもん

の福相
そうだん

ができること 

５ 障
しょう

がいのある個
ひと

やその家族
か ぞ く

など，同
おな

じ役場
た ち ば

の個
ひと

に福相
そうだん

ができること 

６ 休 日
きゅうじつ

や夜短
や か ん

，緊 緊
きんきゅう

時
じ

でも福相
そうだん

できること 

７ 電会
で ん わ

・ＦＡＸ・電子
で ん し

メールでの福相
そうだん

ができること 

８ スマートフォンやパソコンなどで福手
あ い て

の顔
かお

を意
み

ながら遠遠
えんかく

で福相
そうだん

できること 

９ 自居
じ た く

や難 通
びょういん

，施施
し せ つ

を訪問
ほうもん

してくれること 

10 本年
ねんれい

や 状 状
じょうきょう

などに応
おう

じた情 情
じょうほう

を提 提
ていきょう

してくれること 

11 福相職
そうだんいん

の質
しつ

を意 上
こうじょう

させること 

12 その他
た

（                                ） 

13 特
とく

にない 
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問
とい

19 あなたは，基体
き か ん

福相
そうだん

支支
し え ん

センター（クローバー) ※１を利多
り よ う

したことがありますか。 

（○ 印
じるし

は１つ） 

１ 利多
り よ う

したことがある 

２ 利多
り よ う

したことはないが，利多
り よ う

に興興
きょうみ

がある 

３ 利多
り よ う

したことはないし，利多
り よ う

する必不
ひつよう

がない 

 

※１ 基体
き か ん

福相
そうだん

支支
し え ん

センター（クローバー）では， 障
しょう

がいの種特
しゅべつ

などを問
と

わず， 障
しょう

がいのある個
ひと

の 日 常
にちじょう

坪生
せいかつ

や社社
しゃかい

坪生
せいかつ

を支支
し え ん

し，地地
ち い き

で不心
あんしん

して坪生
せいかつ

できるよう総合
そうごう

福相
そうだん

や専専
せんもん

の福相職
そうだんいん

による福相
そうだん

を 行
おこな

っています。 

 

問
とい

20 あなたは，権利
け ん り

擁介
よ う ご

支支
し え ん

センター※２を利多
り よ う

したことがありますか。（○ 印
じるし

は１つ） 

１ 利多
り よ う

したことがある 

２ 利多
り よ う

したことはないが，利多
り よ う

に興興
きょうみ

がある 

３ 利多
り よ う

したことはないし，利多
り よ う

する必不
ひつよう

がない 

 

※２ 権利
け ん り

擁介
よ う ご

支支
し え ん

センターでは，作本
せいねん

後意
こうけん

制制
せ い ど

の福相
そうだん

や普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

などを 行
おこな

っています。また，一個
ひ と り

で建食
ものごと

を決
き

める

ことが不不
ふ あ ん

な個
ひと

に，福福
ふ く し

制制
せ い ど

の利多
り よ う

手続
て つ づ

きやお金
かね

の脳理
か ん り

のお手手
て つ だ

いなども 行
おこな

っています。 

 

問
とい

21 あなたは「作本
せいねん

後意
こうけん

制制
せ い ど

※３」を認
し

っていますか。（○ 印
じるし

は１つ） 

１ 言言
こ と ば

も市内
ないよう

も認
し

っている 

２ 言言
こ と ば

を認
し

っているが，市内
ないよう

は認
し

らない 

３ 言言
こ と ば

も市内
ないよう

も認
し

らない 
 

※３ 「作本
せいねん

後意
こうけん

制制
せ い ど

」とは，認認重
にんちしょう

，認医
ち て き

障
しょう

がい，精精
せいしん

障
しょう

がいなどで判診
はんだん

可 協
のうりょく

の不不区
ふじゅうぶん

な方
かた

が，自役
じ り つ

して坪生
せいかつ

できるよ

うに，支介
えんじょ

してくれる個
ひと

（後意個
こうけんにん

など）を家家
か て い

裁判役
さいばんしょ

に選
えら

んでもらう制制
せ い ど

です。これにより，自区
じ ぶ ん

一個
ひ と り

では困難
こんなん

な

不多生
ふ ど う さ ん

や預預金
よ ち ょ き ん

などの財生
ざいさん

の脳理
か ん り

や各種
かくしゅ

契契
けいやく

が不安
あんぜん

に 行
おこな

えるようになります。 

 

問
とい

22 あなたは今後
こ ん ご

「作本
せいねん

後意
こうけん

制制
せ い ど

」を利多
り よ う

したいと思
おも

いますか。（○ 印
じるし

は１つ） 

１ 利多
り よ う

したいと思
おも

う  ２ 利多
り よ う

したいとは思
おも

わない 
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問
とい

23 あなたは地地
ち い き

生多
かつどう

支支
し え ん

センター※を利多
り よ う

したことがありますか。（○ 印
じるし

は１つ） 

１ 利多
り よ う

したことがある 

２ 利多
り よ う

したことはないが，利多
り よ う

に興興
きょうみ

がある 

３ 利多
り よ う

したことはないし，利多
り よ う

する必不
ひつよう

がない 

 

※ 地地
ち い き

生多
かつどう

支支
し え ん

センターでは，創無医
そうさくてき

生多
かつどう

や坪生
せいさん

生多
かつどう

の機社
き か い

の提 提
ていきょう

をはじめ，社社
しゃかい

との交 交
こうりゅう

の促進
そくしん

に関
かん

する食事
じぎょう

，

坪生
せいかつ

の質
しつ

の意 上
こうじょう

のための訓訓
くんれん

や講講
こ う ざ

など， 障
しょう

がいの種特
しゅべつ

を問
と

わず，坪生
せいかつ

を支支
し え ん

する生多
かつどう

を 行
おこな

っています。（市市
し な い

には，ひだまり，とまり木
ぎ

，福福
ふくやま

市
し

視視
し か く

障災者
しょうがいしゃ

地地
ち い き

生多
かつどう

支支
し え ん

センター，福福
ふくやま

市
し

聴 視
ちょうかく

障災者
しょうがいしゃ

地地
ち い き

生多
かつどう

支支
し え ん

センター，

地地
ち い き

生多
かつどう

支支
し え ん

センターＨＡＲＵＫＵＲＵの５か役
しょ

があります。） 

 

問
とい

24 障
しょう

がいのある個
ひと

や 障
しょう

がいのある子
こ

どもを療
そだ

てた親
おや

が， 自
みずか

らの身体
たいけん

に基
もと

づいて，同
おな

じ仲短
な か ま

で

あるほかの 障
しょう

がいのある個
ひと

や親
おや

の悩
なや

みなどを聞
き

くという取組
とりくみ

を「ピアサポート生多
かつどう

」といいます。

あなたは，この生多
かつどう

に参加
さ ん か

してみたいと思
おも

いますか。（○ 印
じるし

は１つ） 

１ 悩
なや

みなどを聞
き

く役場
た ち ば

で参加
さ ん か

してみたい 

２ 悩
なや

みなどを聞
き

いてもらう役場
た ち ば

で参加
さ ん か

してみたい 

３ 具身医
ぐ た い て き

な市内
ないよう

を聞
き

いた上
うえ

で参加
さ ん か

を検検
けんとう

してみたい 

４ 参加
さ ん か

してみたいと思
おも

わない 

 

問
とい

25 障
しょう

がいのある個
ひと

のために，あなたが手介
て だ す

けできそうな生多
かつどう

や 協 協
きょうりょく

できそうな生多
かつどう

はありま

すか。（あてはまるものすべてに○ 印
じるし

） 

１ 悩
なや

みを聞
き

くことや福相
そうだん

福手
あ い て

になること ７ 地地
ち い き

の子
こ

どもとの交 交
こうりゅう

行食
ぎょうじ

の手手
て つ だ

い 

２ 災災
さいがい

時
じ

における避難
ひ な ん

の手介
て だ す

け ８ 通小
つうがく

時
じ

の子
こ

どもの意見
み ま も

り生多
かつどう

 

３ 通通
つういん

や買建
かいもの

など以 出
がいしゅつ

の手手
て つ だ

い ９ 防防
ぼうはん

パトロールなど地地
ち い き

の防防
ぼうはん

生多
かつどう

 

４ ごみ出
だ

しや掃掃
そ う じ

の手手
て つ だ

い 10 その他
た

（              ） 

５ 電 電
でんきゅう

の取替
と り か

えなど軽制
け い ど

な手手
て つ だ

い 11 特
とく

にない 

６ 異食
しょくじ

の準設
じゅんび

や後
あと

片
かた

づけ 
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 就 就
しゅうろう

についておたずねします。 
 

問
とい

26 あなたは，現現
げんざい

， 働
はたら

いて 収 入
しゅうにゅう

を取
え

ていますか。（○ 印
じるし

は 1 つ） 

１ 正社職
せいしゃいん

として 働
はたら

いている 

２ パート・アルバイト等
とう

や派派
は け ん

社職
しゃいん

として 働
はたら

いている 

３ 自居
じ た く

で 働
はたら

いている（自自事
じえいぎょう

，創無
そうさく

生多
かつどう

などによる 収 入
しゅうにゅう

） 

４ 通役
つうしょ

施施
し せ つ

に通
かよ

って賃金
ちんぎん

（人賃
こうちん

）をもらっている 

５ 働
はたら

いていない（またはできない） 

 

【 問
とい

26 で「４」を選
えら

んだ方
かた

におたずねします。 】 

問
とい

27 あなたは今後
こ ん ご

，一一
いっぱん

就 就
しゅうろう

（一一
いっぱん

企事
きぎょう

などで 働
はたら

く）をしたいと思
おも

いますか。（○ 印
じるし

は１つ） 

１ 思
おも

う ２ 思
おも

わない 

 

【 問
とい

27 で「２」を選
えら

んだ方
かた

におたずねします。 】 

問
とい

28 あなたが一一
いっぱん

就 就
しゅうろう

（一一
いっぱん

企事
きぎょう

などで 働
はたら

く）をしたいと思
おも

わない理自
り ゆ う

は何
なん

ですか。 

（あてはまるものすべてに○ 印
じるし

） 

１ 通
かよ

っている通役
つうしょ

施施
し せ つ

が自区
じ ぶ ん

に合
あ

っている 

２ 自区
じ ぶ ん

の認知
ち し き

や技可
ぎ の う

が一一
いっぱん

就 就
しゅうろう

に適
てき

しているか不不
ふ あ ん

がある 

３ 自区
じ ぶ ん

の身 協
たいりょく

や精精精
せいしんめん

に不不
ふ あ ん

がある 

４ 新
あたら

しい職場
しょくば

で 障
しょう

がいのことを理理
り か い

してもらえるか不不
ふ あ ん

がある 

５ 以 出
がいしゅつ

が困難
こんなん

である 

６ その他
た

（                              ） 

 

【 問
とい

26 で「１～４」を選
えら

んだ方
かた

におたずねします。 】 

問
とい

29 あなたは，今後
こ ん ご

も現現
げんざい

の仕食
し ご と

を続
つづ

けたいと思
おも

いますか。（○ 印
じるし

は１つ） 

１ 思
おも

う ２ 思
おも

わない 

 

 

→ 【 次
つぎ

は問
とい

29～30 へ 】

→ 【 次
つぎ

は問
とい

27～30 へ 】

→ 【 次
つぎ

は問
とい

31 へ 】

→ 【 次
つぎ

は問
とい

29 へ 】
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【 問
とい

26 で「１～４」を選
えら

んだ方
かた

におたずねします。 】 

問
とい

30 あなたが仕食
し ご と

をする上
うえ

で，困
こま

ったことがありますか。（あてはまるものすべてに○ 印
じるし

） 

１ 障
しょう

がい者多
しゃよう

の施設
せ つ び

が不 区
じゅうぶん

でない ８ 仕食
し ご と

がむずかしい 

２ 通通
つうきん

するのがたいへん ９ 仕食
し ご と

がきつい 

３ 自区
じ ぶ ん

の身 協
たいりょく

や可 協
のうりょく

に合
あ

った市内
ないよう

の求 個
きゅうじん

や 10 施施
し せ つ

の以
そと

で仕食
し ご と

をすることができない 

仕食
し ご と

がない 11 収 入
しゅうにゅう

が不策
あんてい

しない 

４ 職場
しょくば

の個短
にんげん

関関
かんけい

がむずかしい 12 困
こま

ったことを福相
そうだん

できる福手
あ い て

がいない 

５ 昇 級
しょうきゅう

や昇 進
しょうしん

が平 等
びょうどう

ではない 13  そ の 他
た

（             ） 

６ 賃金
ちんぎん

（人賃
こうちん

）が少
すく

ない 14 特
とく

にない 

７ 職場
しょくば

での雇多
こ よ う

が不不策
ふ あ ん て い

 

 

 

 

 

【 問
とい

26 で「５」を選
えら

んだ方
かた

におたずねします。 】 

問
とい

31 あなたは，今後
こ ん ご

， 働
はたら

いて 収 入
しゅうにゅう

を取
え

たいと思
おも

いますか。（○ 印
じるし

は 1 つ） 

１ 正社職
せいしゃいん

として 働
はたら

きたい 

２ パート・アルバイト等
とう

や派派
は け ん

社職
しゃいん

として 働
はたら

きたい 

３ 自居
じ た く

で 働
はたら

きたい（自自事
じえいぎょう

，創無
そうさく

生多
かつどう

などによる 収 入
しゅうにゅう

） 

４ 通役
つうしょ

施施
し せ つ

に通
かよ

って賃金
ちんぎん

（人賃
こうちん

）をもらいたい 

５ 働
はたら

くつもりはない（またはできない） 

 

次
つぎ

は問
とい

32 へお進
すす

みください。 
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問
とい

32 障
しょう

がいがあっても 働
はたら

きたい， 働
はたら

きやすいと思
おも

うためには，どのようなことが必不
ひつよう

だと思
おも

い

ますか。（主
おも

なもの５つまでに○ 印
じるし

） 

１ 通通
つうきん

手手
しゅだん

が確保
か く ほ

されていること 

２ 就 就
しゅうろう

に意
む

けた福相
そうだん

の場
ば

が充 充
じゅうじつ

していること 

３ 専専医
せんもんてき

な技技
ぎじゅつ

を身
み

に付
つ

ける 職 事
しょくぎょう

訓訓
くんれん

が充 充
じゅうじつ

していること 

４ 短時短
た ん じ か ん

通勤
き ん む

など柔 柔
じゅうなん

な 働
はたら

き方
かた

ができること 

５ 働
はたら

きながら通通
つういん

できること 

６ 家
いえ

で 働
はたら

くことやテレワークなどいろいろな 働
はたら

き方
かた

ができること 

７ ホームページの無作
さくせい

などパソコンを使
つか

って仕食
し ご と

ができること 

８ 音音
おんがく

や美技
びじゅつ

など創無
そうさく

生多
かつどう

を坪
い

かした仕食
し ご と

ができること 

９ 職場
しょくば

にバリアフリーなどの配配
はいりょ

があること 

10 職場
しょくば

に介介
かいじょ

などの支支
し え ん

をしてくれる個
ひと

がいること 

11 障
しょう

がいのある仲短
な か ま

と一一
いっしょ

に 働
はたら

けること 

12 その他
た

（                                 ） 

13 特
とく

にない 

 

 

 地地
ち い き

での暮
く

らしについておたずねします。 
 

問
とい

33 障
しょう

がいのある個
ひと

に対
たい

する，地地
ち い き

の個
ひと

の理理
り か い

は進
すす

んできたと思
おも

いますか。（○ 印
じるし

は１つ） 

１ かなり進
すす

んできた ３ あまり進
すす

んできたとは思
おも

わない 

２ どちらかといえば進
すす

んできた ４ 進
すす

んでいない（変
か

わらない） 

 

問
とい

34 あなたとご身役
きんじょ

の個
ひと

との関関
かんけい

は，次
つぎ

のどれに 最
もっと

も身
ちか

いですか。（○ 印
じるし

は１つ） 

１ 困
こま

ったときに介
たす

け合
あ

う個
ひと

やお互
たが

いに訪問
ほうもん

し合
あ

う親
した

しい個
ひと

がいる 

２ あいさつや役
た

ち 会
ばなし

をする程制
て い ど

の個
ひと

がいる 

３ ほとんど身役
きんじょ

付
づ

き合
あ

いはない 
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問
とい

35 あなたは，現現
げんざい

，地地
ち い き

の行食
ぎょうじ

や生多
かつどう

などに参加
さ ん か

していますか。コロナ禍
か

以名
い ぜ ん

の生多
かつどう

も含
ふく

めてお

回
こた

えください。（あてはまるものすべてに○ 印
じるし

） 

１ 自多社
じ ち か い

の生多
かつどう

 ８ 文文
ぶ ん か

・芸 技
げいじゅつ

生多
かつどう

 

２ 趣興
し ゅ み

やサークルの生多
かつどう

 ９ 防災
ぼうさい

生多
かつどう

や消防団
しょうぼうだん

生多
かつどう

 

３ セミナーや講講社
こうえんかい

などの小 学
がくしゅう

生多
かつどう

 10 防防
ぼうはん

生多
かつどう

や交通
こうつう

不安
あんぜん

生多
かつどう

 

４ 障
しょう

がい者
しゃ

団身
だんたい

の収 社
しゅうかい

や生多
かつどう

 11 老個
ろうじん

クラブ生多
かつどう

や高年者
こうれいしゃ

同同
ど う し

の交 交
こうりゅう

生多
かつどう

 

５ 福福
ふ く し

・ボランティア生多
かつどう

 12 ＰＴＡ生多
かつどう

や小校
がっこう

行食
ぎょうじ

の手手
て つ だ

い 

６ スポーツ生多
かつどう

 13 その他
た

（              ） 

７ お祭
まつ

り・盆盆
ぼんおど

りなど 14 参加
さ ん か

していない 

 

問
とい

36 あなたは今後
こ ん ご

，地地
ち い き

の生多
かつどう

に参加
さ ん か

したいですか。（○ 印
じるし

は１つ） 

１ 積積医
せっきょくてき

に参加
さ ん か

したい ３ なるべく参加
さ ん か

したくない 

２ 市内
ないよう

によっては参加
さ ん か

したい ４ 参加
さ ん か

したくない 
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 行 行
ぎょうせい

の福福
ふ く し

施策
し さ く

についておたずねします。 
 

問
とい

37 あなたは， 障
しょう

がいのある個
ひと

にとって暮
く

らしやすいまちをつくるためには，福福
ふくやま

市
し

はどのよう

な取組
とりくみ

に 協
ちから

を入
い

れるべきだと思
おも

いますか。あなたが 最
もっと

も 協
ちから

を入
い

れるべきだと思
おも

う項丁
こうもく

を，

上上
じょうい

５つまで選
えら

んでください。（主
おも

なもの５つまでに○ 印
じるし

） 

１ 誰
だれ

もが 障
しょう

がいについて小
まな

び，理理
り か い

を西
ふか

める機社
き か い

を増
ふ

やす 

２ 身身
み ぢ か

な場役
ば し ょ

で気軽
き が る

に福相
そうだん

できる場役
ば し ょ

を増
ふ

やす 

３ 財生
ざいさん

や権利
け ん り

を見
まも

る支支
し え ん

を充 充
じゅうじつ

する 

４ 障
しょう

がい福福
ふ く し

サービスを利多
り よ う

しやすくする 

５ 医療費
い り ょ う ひ

の介作
じょせい

や手該
て あ て

の支支
しきゅう

など経経医
けいざいてき

な支支
し え ん

を充 充
じゅうじつ

する 

６ 災災
さいがい

時
じ

の避難
ひ な ん

支支
し え ん

身制
たいせい

を充 充
じゅうじつ

する 

７ 地地
ち い き

で坪生
せいかつ

するための住
す

まいを確保
か く ほ

する 

８ 医療
いりょう

・保保
ほ け ん

・福福
ふ く し

に関
かん

する情 情
じょうほう

提 提
ていきょう

を充 充
じゅうじつ

する 

９ 就 就
しゅうろう

のための支支
し え ん

や 働
はたら

く場
ば

を増
ふ

やす 

10 参加
さ ん か

しやすいスポーツ，芸 技
げいじゅつ

・文文
ぶ ん か

生多
かつどう

，坪 新
しょうがい

小 学
がくしゅう

を充 充
じゅうじつ

する 

11 障
しょう

がいがあっても移多
い ど う

しやすい道道
ど う ろ

や交
こう

通
つう

機関
き か ん

など利利外
り べ ん せ い

を意 上
こうじょう

する 

12 施施
し せ つ

や建建
たてもの

をバリアフリー文
か

する 

13 手会
し ゅ わ

や音音
おんせい

などを生多
かつよう

し情 情
じょうほう

を手
て

に入
い

れやすくする 

14 住 民
じゅうみん

と 障
しょう

がいのある個
ひと

がふれあう機社
き か い

やコミュニケーションの場
ば

を充 充
じゅうじつ

する 

15 その他
た

（                               ） 

16 特
とく

にない    
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問
とい

38 福福
ふくやま

市
し

の 障
しょう

がい福福
ふ く し

の取組
とりくみ

について，何
なに

かご意意
い け ん

がありましたら，自自
じ ゆ う

にご無入
きにゅう

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

～ ご 協 協
きょうりょく

ありがとうございました ～ 

 

同同
どうふう

の返返多
へんしんよう

同封
ふうとう

に入
い

れて，８月
がつ

１４日
にち

（月
げつ

曜日
よ う び

）までに無無無
む き め い

で返送
へんそう

し

てください。 
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Ⅲ 調査結果（18 歳未満） 
 

Ⅲ-１ 回答者の属性 

 

１ 年齢別構成 

年齢別構成では，「６～８歳」が 24.9％と最も高く，次いで「９～11 歳」「15～17 歳」

が 20.8％で続いている。 

障がい種別では，精神障がい者で「15～17 歳」，手帳非所持者で「３～５歳」「６～８歳」

「９～11 歳」の割合がそれぞれほかの障がいに比べて高くなっている。 

 

0.8

2.7

1.0

1.0

20.4

18.9

13.6

3.2

27.6

24.9

27.0

26.2

6.5

29.5

20.8

16.2

13.6

19.4

27.6

12.5

10.8

17.5

19.4

4.8

20.8

24.3

28.2

51.6

9.5

凡例（％）

全体(N=265)

【障がい種別】

身体障がい者(n=37)

知的障がい者(n=103)

精神障がい者(n=31)

手帳非所持者(n=105)

０～２歳 ３～５歳 ６～８歳 ９～11歳 12～14歳 15～17歳
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【参考／アンケート送付対象者の年齢区分との比較】 

 

2.0 

0.8

2.1 

2.7

1.3 

1.0

2.7 

1.0

20.7 

20.4

12.5 

18.9

8.8 

13.6

1.7 

3.2

30.8 

27.6

24.0 

24.9

18.8 

27.0

24.4 

26.2

6.9 

6.5

27.5 

29.5

21.3 

20.8

16.7 

16.2

18.8 

13.6

13.8 

19.4

24.6 

27.6

13.5 

12.5

20.8 

10.8

23.1 

17.5

36.2 

19.4

3.9 

4.8

18.5 

20.8

29.2 

24.3

23.8 

28.2

41.4 

51.6

10.5 

9.5

凡例（％）

（送付）全体(N=600)

（回収）全体(N=265)

【障がい種別】

（送付）身体障がい者(n=48)

（回収）身体障がい者(n=37)

（送付）知的障がい者(n=160)

（回収）知的障がい者(n=103)

（送付）精神障がい者(n=58)

（回収）精神障がい者(n=31)

（送付）手帳非所持者(n=334)

（回収）手帳非所持者(n=105)

０～２歳 ３～５歳 ６～８歳 ９～11歳 12～14歳 15～17歳

 

 



106 

 

Ⅲ-２ 調査結果 

【１】障がいの状況について 

１ 所持手帳の種類  

問４ お子さんは①次の手帳をお持ちですか。②身体障がい者手帳をお持ちの場合は，手

帳に書かれている障がい名もお答えください。（あてはまるものすべてに○印） 

 

（１）所持手帳の種類 

所持手帳を種類別でみると，身体障がい者手帳は「１級」の割合が 9.1％と最も高く，

次いで「３級」（2.6％）が続いている。また，療育手帳では「Ｂ」（15.1％），精神障がい

者保健福祉手帳では「３級」（10.2％）の割合が高くなっている。一方，約４割（39.6％）

は「手帳は持っていない」と回答している。 

 

9.1

1.9

2.6

0.4

0.0

0.0

8.3

9.4

6.0

15.1

0.4

1.1

10.2

39.6

6.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

身体障がい者手帳１級

身体障がい者手帳２級

身体障がい者手帳３級

身体障がい者手帳４級

身体障がい者手帳５級

身体障がい者手帳６級

療育手帳○Ａ

療育手帳Ａ

療育手帳○Ｂ

療育手帳Ｂ

精神障がい者保健福祉手帳１級

精神障がい者保健福祉手帳２級

精神障がい者保健福祉手帳３級

手帳は持っていない

無回答

全体(N=265)

（％）

 



107 

 

（２）障がいの種類（身体障がい者） 

身体障がい者においては，「肢体不自由（体幹）」の割合が 64.9％と最も高く，次いで「肢

体不自由（下肢）」「内部障がい」（各 16.2％），「肢体不自由（上肢）」（10.8％）の順となっ

ている。 

 

64.9

16.2

16.2

10.8

5.4

2.7

2.7

0.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

肢体不自由（体幹）

肢体不自由（下肢）

内部障がい

肢体不自由（上肢）

聴覚障がい

視覚障がい

音声・言語・そしゃく機能障がい

平衡機能障がい

全体(n=37)

（％）
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２ 各種診断や認定の状況 

問５ お子さんは，次にあげる項目について，医師からの診断や認定などを受けています

か。（○印は１つずつ） 

 

（１）難病の診断 

難病の診断については，「受けている」が 7.2％となっている。 

障がい種別では，身体障がい者の４割近くが「受けている」と回答している。 

 

7.2

37.8

10.7

6.5

1.0

75.1

51.4

71.8

64.5

81.0

17.7

10.8

17.5

29.0

18.1

凡例（％）

全体(N=265)

【障がい種別】

身体障がい者(n=37)

知的障がい者(n=103)

精神障がい者(n=31)

手帳非所持者(n=105)

受けている 受けていない 無回答

 
 

 

（２）発達障がいの診断 

発達障がいの診断については，約７割（69.4％）が「受けている」と回答している。 

障がい種別では，精神障がい者の約９割が発達障がいの診断を受けている。 

 

69.4

24.3

71.8

90.3

73.3

26.4

62.2

20.4

9.7

25.7

4.2

13.5

7.8

1.0

凡例（％）

全体(N=265)

【障がい種別】

身体障がい者(n=37)

知的障がい者(n=103)

精神障がい者(n=31)

手帳非所持者(n=105)

受けている 受けていない 無回答
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（３）高次脳機能障がいの診断 

高次脳機能障がいの診断については，「受けている」が 0.4％となっている。 

障がい種別では，身体障がい者で「受けている」の割合がほかの障がいに比べてやや高

くなっている。 

 

0.4

2.7

1.0

80.4

81.1

76.7

71.0

81.9

19.2

16.2

22.3

29.0

18.1

凡例（％）

全体(N=265)

【障がい種別】

身体障がい者(n=37)

知的障がい者(n=103)

精神障がい者(n=31)

手帳非所持者(n=105)

受けている 受けていない 無回答

 
 

 

（４）自立支援医療（精神通院）の受給者証 

自立支援医療（精神通院）の受給者証については，「持っている」が 12.5％となってい

る。 

障がい種別では，精神障がい者の約半数が「持っている」と回答している。 

 

12.5

4.9

51.6

11.4

69.4

83.8

72.8

25.8

72.4

18.1

16.2

22.3

22.6

16.2

凡例（％）

全体(N=265)

【障がい種別】

身体障がい者(n=37)

知的障がい者(n=103)

精神障がい者(n=31)

手帳非所持者(n=105)

持っている 持っていない 無回答
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（５）医療的ケア 

医療的ケアについては，約１割（9.8％）が「受けている」と回答している。 

障がい種別では，身体障がい者の６割以上が医療的ケアを受けている。 

 

9.8

64.9

15.5

6.5

1.0

73.2

29.7

68.0

67.7

81.0

17.0

5.4

16.5

25.8

18.1

凡例（％）

全体(N=265)

【障がい種別】

身体障がい者(n=37)

知的障がい者(n=103)

精神障がい者(n=31)

手帳非所持者(n=105)

受けている 受けていない 無回答

 
 

 

（６）重症心身障がいの診断 

重症心身障がいの診断については，約１割（8.7％）が「受けている」と回答している。 

重症心身障がいとは，重度の肢体不自由と重度の知的障がいが重複した状態のことをい

うが，身体障がい者の半数以上が重症心身障がいの診断を受けている。 

 

8.7

56.8

19.4

3.2

74.3

37.8

66.0

67.7

81.9

17.0

5.4

14.6

29.0

18.1

凡例（％）

全体(N=265)

【障がい種別】

身体障がい者(n=37)

知的障がい者(n=103)

精神障がい者(n=31)

手帳非所持者(n=105)

受けている 受けていない 無回答
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３ 強度行動障がいの状況 

問６ お子さんは「強度行動障がい」があると言われたことがありますか。（○印は１つ） 

 

強度行動障がいについては，約１割（10.2％）が「ある」と回答している。 

障がい種別では，知的障がい者や精神障がい者で「ある」の割合が身体障がい者に比べ

て高くなっている。 

 

10.2

8.1

16.5

12.9

2.9

89.8

91.9

83.5

87.1

97.1

凡例（％）

全体(N=265)

【障がい種別】

身体障がい者(n=37)

知的障がい者(n=103)

精神障がい者(n=31)

手帳非所持者(n=105)

ある ない
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【２】障がい福祉サービス等の利用について 

１ 障がい福祉サービスの利用状況・利用意向 

問７ お子さんが，現在利用している障がい福祉サービスについておたずねします。 

(1) 現在，支給決定を受けて利用しているサービスをすべてお答えください。 

※ 受給者証の記載内容を参考にしてください。 

(2) 今後，３年以内に利用したいサービスはありますか。（あてはまるものすべてに○印） 

 

（１）現在，利用しているサービス 

現在，利用しているサービスについては，「（４）放課後等デイサービス」の割合が 60.0％

と最も高く，次いで「（12）計画相談支援・障がい児相談支援」（48.7％），「（１）児童発

達支援」（27.5％），「（５）保育所等訪問支援」（12.8％），「（15）日中一時支援」（9.8％）

の順となっている。 
 

27.5

1.1

2.6

60.0

12.8

5.3

3.4

0.0

6.0

0.4

1.1

48.7

1.5

2.6

9.8

6.8

5.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

（１）児童発達支援

（２）居宅訪問型児童発達支援

（３）医療型児童発達支援

（４）放課後等デイサービス

（５）保育所等訪問支援

（６）居宅介護（ホームヘルプ）

（７）行動援護

（８）同行援護

（９）短期入所（ショートステイ）

（10）福祉型児童入所支援

（11）医療型児童入所支援

（12）計画相談支援・障がい児相談支援

（13）重度障がい者等包括支援

（14）移動支援

（15）日中一時支援

支給決定を受けているサービスはない

無回答

全体(N=265)

（％）
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障がい種別では，身体障がい者で「（６）居宅介護（ホームヘルプ）」「（９）短期入所（ショー

トステイ）」「（12）計画相談支援・障がい児相談支援」，知的障がい者で「（４）放課後等

デイサービス」「（12）計画相談支援・障がい児相談支援」，身体障がい者や手帳非所持者

で「（１）児童発達支援」の割合がそれぞれほかの障がいに比べて高くなっている。 

発達障がいの診断を受けている人では「（４）放課後等デイサービス」「（12）計画相談

支援・障がい児相談支援」の割合が，診断を受けていない人を大きく上回っている。 

子どもの年齢別では，６歳以上，特に９～11 歳で「（４）放課後等デイサービス」「（12）

計画相談支援・障がい児相談支援」の割合がほかの年齢層に比べて高くなっている。 

 

(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) (9) (10) (11) (12) (13) (14) (15)

児
童
発
達
支
援

居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援

医
療
型
児
童
発
達
支
援

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

保
育
所
等
訪
問
支
援

居
宅
介
護

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

行
動
援
護

同
行
援
護

短
期
入
所

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

福
祉
型
児
童
入
所
支
援

医
療
型
児
童
入
所
支
援

計
画
相
談
支
援
・
障
が
い
児
相
談

支
援

重
度
障
が
い
者
等
包
括
支
援

移
動
支
援

日
中
一
時
支
援

支
給
決
定
を
受
け
て
い
る
サ
ー
ビ

ス
は
な
い

全体(N=265) 27.5 1.1 2.6 60.0 12.8 5.3 3.4 0.0 6.0 0.4 1.1 48.7 1.5 2.6 9.8 6.8

【障がい種別】

身体障がい者(n=37) 32.4 8.1 16.2 54.1 18.9 37.8 5.4 0.0 29.7 0.0 8.1 62.2 10.8 10.8 21.6 8.1

知的障がい者(n=103) 21.4 1.9 6.8 70.9 9.7 10.7 8.7 0.0 12.6 1.0 2.9 66.0 2.9 4.9 23.3 2.9

精神障がい者(n=31) 3.2 0.0 3.2 61.3 12.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 38.7 0.0 0.0 3.2 12.9

手帳非所持者(n=105) 34.3 0.0 0.0 58.1 14.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 45.7 0.0 0.0 0.0 6.7

【発達障がい診断別】

受けている(n=184) 16.3 0.0 1.1 72.3 13.0 1.1 3.3 0.0 3.3 0.5 0.0 54.9 0.0 2.7 9.8 6.5

受けていない(n=70) 55.7 2.9 4.3 31.4 12.9 14.3 2.9 0.0 11.4 0.0 0.0 32.9 4.3 1.4 7.1 7.1

【子どもの年齢別】

０～２歳(n=2) 100.0 0.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0

３～５歳(n=54) 100.0 0.0 3.7 0.0 3.7 3.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 27.8 0.0 1.9 7.4 0.0

６～８歳(n=66) 18.2 1.5 4.5 78.8 19.7 6.1 1.5 0.0 0.0 0.0 0.0 60.6 1.5 1.5 9.1 3.0

９～11歳(n=55) 3.6 1.8 0.0 96.4 20.0 5.5 1.8 0.0 5.5 0.0 1.8 65.5 1.8 1.8 7.3 3.6

12～14歳(n=33) 6.1 0.0 0.0 63.6 12.1 3.0 9.1 0.0 12.1 3.0 0.0 54.5 3.0 6.1 12.1 15.2

15～17歳(n=55) 1.8 1.8 1.8 60.0 7.3 5.5 7.3 0.0 14.5 0.0 3.6 34.5 1.8 3.6 14.5 16.4

単位（％）

 
 

注：子どもの年齢別の「０～２歳」については，件数（n=）が少ないため参考値として参照 
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通所・通学先別（問 29）でみると，特別支援学校で「（７）行動援護」「（９）短期入所

（ショートステイ）」「（15）日中一時支援」，特別支援学校や特別支援学級・通級指導教室，

放課後等デイサービス事業所で「（12）計画相談支援・障がい児相談支援」の割合がそれ

ぞれほかの層を大きく上回っている。 

 

(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) (9) (10) (11) (12) (13) (14) (15)

児
童
発
達
支
援

居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援

医
療
型
児
童
発
達
支
援

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

保
育
所
等
訪
問
支
援

居
宅
介
護

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

行
動
援
護

同
行
援
護

短
期
入
所

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

福
祉
型
児
童
入
所
支
援

医
療
型
児
童
入
所
支
援

計
画
相
談
支
援
・
障
が
い
児
相
談

支
援

重
度
障
が
い
者
等
包
括
支
援

移
動
支
援

日
中
一
時
支
援

支
給
決
定
を
受
け
て
い
る
サ
ー
ビ

ス
は
な
い

全体(N=265) 27.5 1.1 2.6 60.0 12.8 5.3 3.4 0.0 6.0 0.4 1.1 48.7 1.5 2.6 9.8 6.8

【通所・通学先別】

保育所・幼稚園・認定
こども園(n=43)

100.0 0.0 2.3 0.0 9.3 2.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 20.9 0.0 2.3 2.3 0.0

小学校・中学校・高校
(n=123)

4.1 0.8 0.0 79.7 16.3 3.3 0.0 0.0 2.4 0.0 0.0 48.0 0.8 1.6 1.6 9.8

特別支援学校(n=51) 3.9 3.9 5.9 86.3 9.8 11.8 17.6 0.0 21.6 2.0 3.9 70.6 5.9 7.8 33.3 7.8

特別支援学級・通級
指導教室(n=51)

5.9 2.0 0.0 88.2 19.6 3.9 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 60.8 2.0 0.0 2.0 5.9

児童発達支援セン
ター・児童発達支援事
業所(n=56)

91.1 1.8 5.4 12.5 8.9 7.1 1.8 0.0 5.4 0.0 0.0 44.6 1.8 3.6 10.7 0.0

放課後等デイサービス
事業所(n=119)

5.0 2.5 2.5 98.3 16.8 5.9 5.9 0.0 10.1 0.0 1.7 69.7 3.4 3.4 12.6 0.0

単位（％）
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「（１）児童発達支援」「（２）居宅訪問型児童発達支援」「（３）医療型児童発達支援」「（４）

放課後等デイサービス」「（５）保育所等訪問支援」を１つ以上利用している児童は 85.7％

となっており，大半が利用している。 

障がい種別では，精神障がい者で利用割合がやや低くなっている。 

発達障がい診断別では，いずれも高い割合となっており，大きな差はみられない。 

 

85.7

83.8

89.3

64.5

90.5

86.4

85.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

全体(N=265)

身体障がい者(n=37)

知的障がい者(n=103)

精神障がい者(n=31)

手帳非所持者(n=105)

受けている(n=184)

受けていない(n=70)

（％）

障
が
い
種
別

発
達
障
が
い

診
断
別
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（２）今後，３年以内に利用したいサービス 

今後，３年以内に利用したいサービスについては，「（４）放課後等デイサービス」の割

合が 23.4％と最も高く，次いで「（14）移動支援」（13.2％），「（15）日中一時支援」（10.6％），

「（９）短期入所（ショートステイ）」（10.2％），「（12）計画相談支援・障がい児相談支援」

（9.1％）の順となっている。 

 

2.3

1.5

1.9

23.4

7.5

4.2

7.2

1.9

10.2

4.2

2.6

9.1

2.3

13.2

10.6

4.2

53.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

（１）児童発達支援

（２）居宅訪問型児童発達支援

（３）医療型児童発達支援

（４）放課後等デイサービス

（５）保育所等訪問支援

（６）居宅介護（ホームヘルプ）

（７）行動援護

（８）同行援護

（９）短期入所（ショートステイ）

（10）福祉型児童入所支援

（11）医療型児童入所支援

（12）計画相談支援・障がい児相談支援

（13）重度障がい者等包括支援

（14）移動支援

（15）日中一時支援

利用したいサービスはない

無回答

全体(N=265)

（％）
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障がい種別では，身体障がい者で「（６）居宅介護（ホームヘルプ）」，知的障がい者で

「（７）行動援護」，身体障がい者や知的障がい者で「（９）短期入所（ショートステイ）」

「（14）移動支援」「（15）日中一時支援」，手帳非所持者で「（４）放課後等デイサービス」

の割合がそれぞれほかの障がいに比べて高くなっている。 

発達障がいの診断を受けている人は受けていない人に比べ，「（12）計画相談支援・障が

い児相談支援」「（14）移動支援」の割合がやや高くなっている。 

子どもの年齢別では，３～５歳で「（４）放課後等デイサービス」，12～14 歳で「（９）

短期入所（ショートステイ）」「（14）移動支援」などの割合がそれぞれほかの年齢層に比

べて高くなっている。 

 

(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) (9) (10) (11) (12) (13) (14) (15)

児
童
発
達
支
援

居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援

医
療
型
児
童
発
達
支
援

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

保
育
所
等
訪
問
支
援

居
宅
介
護

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

行
動
援
護

同
行
援
護

短
期
入
所

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

福
祉
型
児
童
入
所
支
援

医
療
型
児
童
入
所
支
援

計
画
相
談
支
援
・
障
が
い
児
相
談

支
援

重
度
障
が
い
者
等
包
括
支
援

移
動
支
援

日
中
一
時
支
援

利
用
し
た
い
サ
ー
ビ
ス
は
な
い

全体(N=265) 2.3 1.5 1.9 23.4 7.5 4.2 7.2 1.9 10.2 4.2 2.6 9.1 2.3 13.2 10.6 4.2

【障がい種別】

身体障がい者(n=37) 2.7 0.0 0.0 18.9 5.4 16.2 8.1 5.4 21.6 5.4 8.1 2.7 8.1 27.0 21.6 5.4

知的障がい者(n=103) 2.9 1.0 1.0 18.4 4.9 7.8 16.5 2.9 24.3 8.7 4.9 11.7 3.9 27.2 19.4 3.9

精神障がい者(n=31) 3.2 3.2 3.2 12.9 6.5 3.2 3.2 3.2 3.2 3.2 3.2 9.7 3.2 16.1 3.2 9.7

手帳非所持者(n=105) 1.9 1.9 2.9 28.6 9.5 1.9 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 7.6 1.0 1.9 4.8 1.9

【発達障がい診断別】

受けている(n=184) 2.2 2.2 2.7 21.2 8.7 3.3 7.1 1.6 9.2 4.9 2.2 11.4 1.6 13.6 10.3 3.3

受けていない(n=70) 1.4 0.0 0.0 28.6 5.7 2.9 5.7 1.4 10.0 2.9 4.3 4.3 0.0 10.0 8.6 5.7

【子どもの年齢別】

０～２歳(n=2) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

３～５歳(n=54) 3.7 1.9 3.7 53.7 14.8 1.9 7.4 0.0 5.6 0.0 0.0 1.9 1.9 5.6 3.7 0.0

６～８歳(n=66) 1.5 1.5 1.5 27.3 13.6 6.1 4.5 3.0 9.1 3.0 4.5 12.1 1.5 13.6 12.1 1.5

９～11歳(n=55) 1.8 1.8 1.8 20.0 1.8 3.6 3.6 1.8 1.8 1.8 1.8 16.4 3.6 10.9 14.5 0.0

12～14歳(n=33) 3.0 3.0 3.0 6.1 6.1 6.1 9.1 3.0 24.2 15.2 9.1 12.1 3.0 27.3 15.2 12.1

15～17歳(n=55) 1.8 0.0 0.0 3.6 0.0 3.6 12.7 1.8 16.4 5.5 0.0 3.6 1.8 14.5 9.1 10.9

単位（％）

 

注：子どもの年齢別の「０～２歳」については，件数（n=）が少ないため参考値として参照 
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通所・通学先別でみると，保育所・幼稚園・認定こども園や児童発達支援センター・児

童発達支援事業所で「（４）放課後等デイサービス」，特別支援学校で「（９）短期入所（ショー

トステイ）」「（14）移動支援」の割合がそれぞれほかの層を大きく上回っている。 

 

(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) (9) (10) (11) (12) (13) (14) (15)

児
童
発
達
支
援

居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援

医
療
型
児
童
発
達
支
援

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

保
育
所
等
訪
問
支
援

居
宅
介
護

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

行
動
援
護

同
行
援
護

短
期
入
所

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

福
祉
型
児
童
入
所
支
援

医
療
型
児
童
入
所
支
援

計
画
相
談
支
援
・
障
が
い
児
相
談

支
援

重
度
障
が
い
者
等
包
括
支
援

移
動
支
援

日
中
一
時
支
援

利
用
し
た
い
サ
ー
ビ
ス
は
な
い

全体(N=265) 2.3 1.5 1.9 23.4 7.5 4.2 7.2 1.9 10.2 4.2 2.6 9.1 2.3 13.2 10.6 4.2

【通所・通学先別】

保育所・幼稚園・認定
こども園(n=43)

4.7 2.3 4.7 51.2 16.3 0.0 2.3 0.0 0.0 0.0 0.0 4.7 0.0 2.3 0.0 0.0

小学校・中学校・高校
(n=123)

1.6 1.6 1.6 16.3 7.3 2.4 2.4 1.6 2.4 2.4 2.4 11.4 1.6 8.1 6.5 4.9

特別支援学校(n=51) 2.0 0.0 0.0 3.9 2.0 5.9 19.6 3.9 37.3 13.7 5.9 9.8 2.0 31.4 23.5 5.9

特別支援学級・通級
指導教室(n=51)

0.0 0.0 0.0 25.5 11.8 2.0 0.0 0.0 2.0 0.0 2.0 17.6 0.0 15.7 9.8 2.0

児童発達支援セン
ター・児童発達支援事
業所(n=56)

5.4 1.8 3.6 57.1 17.9 3.6 8.9 0.0 5.4 0.0 0.0 10.7 1.8 10.7 10.7 0.0

放課後等デイサービス
事業所(n=119)

0.8 0.0 0.0 15.1 6.7 1.7 7.6 1.7 12.6 5.9 3.4 12.6 0.8 16.8 11.8 0.0

単位（％）
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【再掲／「① 利用しているサービス」と「② ３年以内に利用したいサービス」の比較】 

 

27.5

1.1

2.6

60.0

12.8

5.3

3.4

0.0

6.0

0.4

1.1

48.7

1.5

2.6

9.8

2.3

1.5

1.9

23.4

7.5

4.2

7.2

1.9

10.2

4.2

2.6

9.1

2.3

13.2

10.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

（１）児童発達支援

（２）居宅訪問型児童発達支援

（３）医療型児童発達支援

（４）放課後等デイサービス

（５）保育所等訪問支援

（６）居宅介護（ホームヘルプ）

（７）行動援護

（８）同行援護

（９）短期入所（ショートステイ）

（10）福祉型児童入所支援

（11）医療型児童入所支援

（12）計画相談支援・障がい児相談支援

（13）重度障がい者等包括支援

（14）移動支援

（15）日中一時支援

①利用しているサービス

②３年以内に利用したいサービス

（％）

全体(N=265)
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２ 障がい福祉サービスに対して困ったこと  

【問７(1)で「１～15（利用している）」のいずれかを選んだ方におたずねします。】 

問８ お子さんが利用したことのある障がい福祉サービスに対して，困ったことがありま

したか。（あてはまるものすべてに○印） 

 

障がい福祉サービスに対して困ったことについては，「利用したい日や時間に利用でき

ない」の割合が 24.1％と最も高く，次いで「サービス内容についての情報が少ない」

（16.4％），「子どもが利用できるサービスが少ない」（14.2％），「利用したいサービ

スがあるのに条件が合わず利用できない」（13.4％）の順となっている。一方，３割以上

（36.6％）は「特にない」と回答している。（児童発達支援や放課後等デイサービスにつ

いては，問 13 にも類似質問がある。） 

 

24.1

16.4

14.2

13.4

11.2

6.5

3.4

3.0

9.1

36.6

13.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

利用したい日や時間に利用できない

サービス内容についての情報が少ない

子どもが利用できるサービスが少ない

利用したいサービスがあるのに

条件が合わず利用できない

身近な施設や事業所を利用できない

支給決定までに時間がかかりすぎる

こちらの要望を聞いてくれない

建物や設備が障がいに配慮されていない

その他

特にない

無回答

全体(n=232)

（％）
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障がい種別では，身体障がい者で「子どもが利用できるサービスが少ない」，手帳非所

持者で「特にない」の割合がそれぞれほかの障がいを大きく上回っている。 

現在，利用しているサービス別（ｎ＝10 未満のものを除く。）でみると，居宅介護（ホー

ムヘルプ），短期入所（ショートステイ），日中一時支援で「利用したい日や時間に利用で

きない」の割合が高くなっている。 
 

 

単位（％）

利
用
し
た
い
日
や
時
間
に
利
用

で
き
な
い

サ
ー
ビ
ス
内
容
に
つ
い
て
の
情

報
が
少
な
い

子
ど
も
が
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
が
少
な
い

利
用
し
た
い
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る

の
に
条
件
が
合
わ
ず
利
用
で
き

な
い

身
近
な
施
設
や
事
業
所
を
利
用

で
き
な
い

支
給
決
定
ま
で
に
時
間
が
か
か

り
す
ぎ
る

こ
ち
ら
の
要
望
を
聞
い
て
く
れ

な
い

建
物
や
設
備
が
障
が
い
に
配
慮

さ
れ
て
い
な
い

そ
の
他

特
に
な
い

全体(n=232) 24.1 16.4 14.2 13.4 11.2 6.5 3.4 3.0 9.1 36.6

【障がい種別】

身体障がい者(n=34) 35.3 17.6 41.2 20.6 20.6 14.7 8.8 8.8 14.7 17.6

知的障がい者(n=94) 30.9 18.1 22.3 20.2 16.0 10.6 4.3 3.2 10.6 24.5

精神障がい者(n=21) 23.8 19.0 19.0 14.3 9.5 4.8 14.3 9.5 9.5 23.8

手帳非所持者(n=95) 17.9 12.6 6.3 6.3 8.4 2.1 1.1 2.1 6.3 50.5

【現在，利用しているサービス別】

児童発達支援(n=73) 20.5 16.4 11.0 12.3 9.6 11.0 2.7 1.4 4.1 46.6

居宅訪問型児童発達支援(n=3) 66.7 0.0 33.3 33.3 66.7 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0

医療型児童発達支援(n=7) 28.6 14.3 28.6 42.9 28.6 42.9 28.6 28.6 0.0 14.3

放課後等デイサービス(n=159) 27.0 17.0 17.0 14.5 12.6 5.7 4.4 3.8 11.3 32.1

保育所等訪問支援(n=34) 32.4 20.6 23.5 20.6 14.7 8.8 2.9 5.9 5.9 38.2

居宅介護（ホームヘルプ）(n=14) 57.1 14.3 57.1 21.4 35.7 21.4 21.4 7.1 21.4 14.3

行動援護(n=9) 55.6 11.1 22.2 55.6 22.2 22.2 0.0 0.0 33.3 11.1

同行援護(n=0) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

短期入所（ショートステイ）(n=16) 50.0 12.5 31.3 37.5 25.0 6.3 6.3 0.0 18.8 18.8

福祉型児童入所支援(n=1) 100.0 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

医療型児童入所支援(n=3) 33.3 0.0 33.3 0.0 33.3 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0

計画相談支援・障がい児相談支援(n=129) 31.8 22.5 20.9 17.8 14.7 10.1 4.7 5.4 10.1 28.7

重度障がい者等包括支援(n=4) 75.0 0.0 50.0 50.0 75.0 25.0 25.0 0.0 0.0 0.0

移動支援(n=7) 71.4 14.3 42.9 57.1 42.9 42.9 14.3 14.3 42.9 0.0

日中一時支援(n=26) 61.5 34.6 34.6 42.3 19.2 23.1 7.7 11.5 19.2 7.7
 

注：現在，利用しているサービス別の件数（n=）が 10 未満の項目については，参考値として参照 



122 

 

医療的ケアの診断を受けている人は診断を受けていない人に比べ，サービスへの困りご

とが多い傾向にある。 

地域生活拠点ブロック別では，中央ブロックや神辺ブロックで「利用したい日や時間に

利用できない」の割合がほかのブロックに比べて低くなっている。 

 

単位（％）

利
用
し
た
い
日
や
時
間
に
利
用

で
き
な
い

サ
ー
ビ
ス
内
容
に
つ
い
て
の
情

報
が
少
な
い

子
ど
も
が
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
が
少
な
い

利
用
し
た
い
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る

の
に
条
件
が
合
わ
ず
利
用
で
き

な
い

身
近
な
施
設
や
事
業
所
を
利
用

で
き
な
い

支
給
決
定
ま
で
に
時
間
が
か
か

り
す
ぎ
る

こ
ち
ら
の
要
望
を
聞
い
て
く
れ

な
い

建
物
や
設
備
が
障
が
い
に
配
慮

さ
れ
て
い
な
い

そ
の
他

特
に
な
い

全体(n=232) 24.1 16.4 14.2 13.4 11.2 6.5 3.4 3.0 9.1 36.6

【医療的ケアの診断別】

受けている(n=24) 33.3 20.8 41.7 16.7 20.8 8.3 12.5 12.5 16.7 12.5

受けていない(n=170) 22.9 17.1 10.0 12.9 9.4 5.9 2.4 1.8 6.5 41.2

【地域生活拠点ブロック別】  

東部ブロック(n=54) 27.8 16.7 14.8 11.1 16.7 5.6 5.6 7.4 5.6 29.6

中央ブロック(n=70) 21.4 17.1 10.0 10.0 10.0 5.7 1.4 1.4 8.6 42.9

神辺ブロック(n=35) 17.1 11.4 22.9 17.1 5.7 5.7 0.0 2.9 11.4 34.3

北部・新市ブロック(n=32) 28.1 18.8 15.6 21.9 9.4 3.1 6.3 3.1 12.5 31.3

松永・沼隈ブロック(n=37) 29.7 18.9 10.8 13.5 13.5 10.8 5.4 0.0 8.1 40.5
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３ 児童発達支援や放課後等デイサービスを利用している理由  

【問７(1)で「１ 児童発達支援」や「４ 放課後等デイサービス」を現在利用している方

におたずねします。】 

問９ お子さんが現在「児童発達支援」や「放課後等デイサービス」を利用している主な

理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○印） 

 

児童発達支援や放課後等デイサービスを利用している理由については，「子どもの成長

に気になることや不安があったから」の割合が 68.6％と最も高く，次いで「保護者が働い

ているから」（38.9％），「土日や休日，長期休業中でも利用できるから」（28.3％），「放課

後を過ごす場所がないから」「学校や保育所，保健師などから助言があったから」（各

23.9％）の順となっている。 

 

68.6

38.9

28.3

23.9

23.9

19.9

19.5

19.5

12.4

11.9

10.6

8.8

8.0

4.4

2.2

15.9

3.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

子どもの成長に気になることや不安があったから

保護者が働いているから

土日や休日，長期休業中でも利用できるから

放課後を過ごす場所がないから

学校や保育所，保健師などから助言があったから

子どもを家でみることが大変だから

保護者の希望をよく聞いてくれるから

学習面に不安があるから

指導員の人数が十分だから

利用人数（定員数）がちょうどよいから

医療的ケアが必要な子どもに対応しているから

放課後児童クラブでの集団活動は子どもが

なじむことができなかったから

健診などで助言があったから

建物や室内がバリアフリー化されているから

学校との連絡がとりやすいから

その他

無回答

全体(n=226)

（％）
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障がい種別では，身体障がい者で「保護者の希望をよく聞いてくれるから」「医療的ケ

アが必要な子どもに対応しているから」，知的障がい者で「保護者が働いているから」，精

神障がい者で「放課後児童クラブでの集団活動は子どもがなじむことができなかったか

ら」，手帳非所持者で「子どもの成長に気になることや不安があったから」の割合がそれ

ぞれほかの障がいに比べて高くなっている。 

発達障がいの診断を受けている人では「子どもの成長に気になることや不安があったか

ら」「保護者が働いているから」「土日や休日，長期休業中でも利用できるから」などの割

合が，診断を受けていない人を大きく上回っている。 

 

単位（％）

子
ど
も
の
成
長
に
気
に
な
る
こ
と
や
不

安
が
あ

っ
た
か
ら

保
護
者
が
働
い
て
い
る
か
ら

土
日
や
休
日
，
長
期
休
業
中
で
も
利
用

で
き
る
か
ら

放
課
後
を
過
ご
す
場
所
が
な
い
か
ら

学
校
や
保
育
所
，
保
健
師
な
ど
か
ら
助

言
が
あ

っ
た
か
ら

子
ど
も
を
家
で
み
る
こ
と
が
大
変
だ
か

ら 保
護
者
の
希
望
を
よ
く
聞
い
て
く
れ
る

か
ら

学
習
面
に
不
安
が
あ
る
か
ら

指
導
員
の
人
数
が
十
分
だ
か
ら

利
用
人
数

（
定
員
数
）
が
ち
ょ
う
ど
よ

い
か
ら

医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
子
ど
も
に
対
応

し
て
い
る
か
ら

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
の
集
団
活
動
は

子
ど
も
が
な
じ
む
こ
と
が
で
き
な
か

っ

た
か
ら

健
診
な
ど
で
助
言
が
あ

っ
た
か
ら

建
物
や
室
内
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ

て
い
る
か
ら

学
校
と
の
連
絡
が
と
り
や
す
い
か
ら

全体(n=226) 68.6 38.9 28.3 23.9 23.9 19.9 19.5 19.5 12.4 11.9 10.6 8.8 8.0 4.4 2.2

【障がい種別】

身体障がい者(n=30) 26.7 46.7 43.3 40.0 16.7 33.3 30.0 13.3 13.3 13.3 60.0 6.7 0.0 16.7 0.0

知的障がい者(n=92) 56.5 58.7 43.5 46.7 17.4 39.1 20.7 9.8 14.1 12.0 16.3 7.6 7.6 8.7 3.3

精神障がい者(n=20) 55.0 25.0 40.0 10.0 25.0 10.0 20.0 30.0 5.0 15.0 15.0 25.0 10.0 5.0 5.0

手帳非所持者(n=95) 82.1 26.3 17.9 9.5 27.4 8.4 20.0 25.3 13.7 13.7 3.2 10.5 8.4 2.1 1.1

【発達障がい診断別】

受けている(n=159) 73.6 44.0 32.7 27.0 21.4 23.3 19.5 22.6 11.9 11.9 7.5 12.6 8.2 4.4 3.1

受けていない(n=59) 59.3 22.0 16.9 13.6 30.5 10.2 16.9 11.9 10.2 11.9 15.3 0.0 6.8 3.4 0.0
 

注：「その他」は表記から省略している。 
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４ 児童発達支援や放課後等デイサービスの利用日数の増減について  

【問７(1)で「１ 児童発達支援」や「４ 放課後等デイサービス」を現在利用している方

におたずねします。】 

問 10 お子さんが現在利用している「児童発達支援」や「放課後等デイサービス」につ

いて，今後，利用日数を増やしたい，または減らしたいと思いますか。 

（○印は１つ） 

 

児童発達支援や放課後等デイサービスの利用日数の増減については，「現在のままで

よい」の割合が 79.2％と最も高く，次いで「今後，利用日数を増やしたい」が 19.5％，

「今後，利用日数を減らしたい」が 0.4％となっている。 

障がい種別では，身体障がい者で「今後，利用日数を増やしたい」の割合がほかの障が

いに比べて高くなっている。 

発達障がい診断別では，大きな差はみられない。 

 

19.5

33.3

17.4

25.0

17.9

18.9

22.0

0.4

1.1

0.6

79.2

66.7

82.6

75.0

78.9

79.2

78.0

0.9

2.1

1.3

凡例（％）

全体(n=226)

【障がい種別】

身体障がい者(n=30)

知的障がい者(n=92)

精神障がい者(n=20)

手帳非所持者(n=95)

【発達障がい診断別】

受けている(n=159)

受けていない(n=59)

今後，利用日数を

増やしたい

今後，利用日数を

減らしたい

現在のままでよい 無回答
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５ 児童発達支援や放課後等デイサービスの療育への影響について  

【問７(1)で「１ 児童発達支援」や「４ 放課後等デイサービス」を現在利用している方

におたずねします。】 

問 11 お子さんが現在利用している「児童発達支援」や「放課後等デイサービス」につ

いて，お子さんの療育に良い影響があると思いますか。（○印は１つ） 

 

児童発達支援や放課後等デイサービスの療育への影響については，良い影響があると

「思う」が 72.6％，「まあまあ思う」が 23.5％，合計で 96.1％が『思う』と回答している。

一方，「思わない」は 2.7％となっている。 

障がい種別では，精神障がい者で「思う」の割合がほかの障がいに比べて低くなってい

る。 

発達障がいの診断を受けていない人は受けている人に比べ，「思う」の割合が高くなっ

ている。 

 

72.6

80.0

81.5

50.0

70.5

71.1

76.3

23.5

20.0

16.3

35.0

24.2

23.9

22.0

2.7

1.1

5.0

4.2

3.1

1.7

1.3

1.1

10.0

1.1

1.9

凡例（％）

全体(n=226)

【障がい種別】

身体障がい者(n=30)

知的障がい者(n=92)

精神障がい者(n=20)

手帳非所持者(n=95)

【発達障がい診断別】

受けている(n=159)

受けていない(n=59)

思う まあまあ思う 思わない 無回答

 
 

 

６ 療育に良い影響があると思わない理由  

【問 11 で「３（療育に良い影響があると思わない）」を選んだ方におたずねします。】 

問 12 お子さんの療育に良い影響があると思わない理由は何ですか。 

（あてはまるものすべてに○印） 

 

療育に良い影響があると思わない理由については，回答者６名のうち「子どもの現在の

発達状況について，どの程度改善しているのか把握しにくいため」が４名，「事業所のサー

ビスが子どもに適しているのかわからないため」が３名，「子どもの生活面や学習面に改

善がみられないため」が２名となっている。 
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７ 児童発達支援や放課後等デイサービスで困ったこと  

【問７(1)で「１ 児童発達支援」や「４ 放課後等デイサービス」を現在利用している方

におたずねします。】 

問 13 お子さんが現在利用している，または利用したことがある「児童発達支援」や「放

課後等デイサービス」について困ったことがありましたか。 

（あてはまるものすべてに○印） 

 

児童発達支援や放課後等デイサービスで困ったことについては，「子どもの療育に合っ

たサービスを提供している事業所についての情報が不足している」の割合が 30.5％と最も

高く，次いで「ほかの利用者の声を聞く機会や目に触れる機会がない」（26.5％），「身

近な事業所の定員がいっぱいでサービスを利用できなかった」（18.1％），「サービス内

容について情報を入手するのが難しかった」（15.9％）の順となっている。また「その他」

では，「送迎サービスがない」「職員不足で利用できない日がある」などの回答がみられ

た。（問８にも類似質問がある。） 

 

30.5

26.5

18.1

15.9

12.4

8.4

14.2

37.6

2.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

子どもの療育に合ったサービスを提供している

事業所についての情報が不足している

ほかの利用者の声を聞く機会や

目に触れる機会がない

身近な事業所の定員がいっぱいで

サービスを利用できなかった

サービス内容について情報を

入手するのが難しかった

利用したい日に事業所の都合で対応

してもらえないことがあった

申請から支給決定までに時間がかかった

その他

特にない

無回答

全体(n=226)

（％）
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障がい種別では，身体障がい者で「ほかの利用者の声を聞く機会や目に触れる機会がな

い」「身近な事業所の定員がいっぱいでサービスを利用できなかった」，知的障がい者で「子

どもの療育に合ったサービスを提供している事業所についての情報が不足している」，手

帳非所持者で「特にない」の割合がそれぞれほかの障がいに比べて高くなっている。 

発達障がいの診断を受けている人は受けていない人に比べ，「サービス内容について情

報を入手するのが難しかった」「利用したい日に事業所の都合で対応してもらえないこと

があった」の割合が高くなっている。 

地域生活拠点ブロック別では，東部ブロックや松永・沼隈ブロックで「子どもの療育に

合ったサービスを提供している事業所についての情報が不足している」「ほかの利用者の

声を聞く機会や目に触れる機会がない」，東部ブロックで「身近な事業所の定員がいっぱ

いでサービスを利用できなかった」の割合がそれぞれほかのブロックに比べて高くなって

いる。また，神辺ブロックで「利用したい日に事業所の都合で対応してもらえないことが

あった」の割合がほかのブロックに比べて低くなっている。 

 

単位（％）

子
ど
も
の
療
育
に
合

っ
た
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
る
事
業
所
に
つ
い
て
の
情

報
が
不
足
し
て
い
る

ほ
か
の
利
用
者
の
声
を
聞
く
機
会
や
目

に
触
れ
る
機
会
が
な
い

身
近
な
事
業
所
の
定
員
が
い

っ
ぱ
い
で

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
な
か

っ
た

サ
ー
ビ
ス
内
容
に
つ
い
て
情
報
を
入
手

す
る
の
が
難
し
か

っ
た

利
用
し
た
い
日
に
事
業
所
の
都
合
で
対

応
し
て
も
ら
え
な
い
こ
と
が
あ

っ
た

申
請
か
ら
支
給
決
定
ま
で
に
時
間
が
か

か

っ
た

そ
の
他

特
に
な
い

全体(n=226) 30.5 26.5 18.1 15.9 12.4 8.4 14.2 37.6

【障がい種別】

身体障がい者(n=30) 26.7 33.3 26.7 16.7 23.3 3.3 30.0 20.0

知的障がい者(n=92) 33.7 28.3 19.6 14.1 20.7 12.0 17.4 32.6

精神障がい者(n=20) 25.0 20.0 10.0 10.0 10.0 10.0 35.0 35.0

手帳非所持者(n=95) 27.4 27.4 20.0 17.9 6.3 6.3 5.3 43.2

【発達障がい診断別】

受けている(n=159) 31.4 25.8 17.0 17.6 14.5 8.8 16.4 37.1

受けていない(n=59) 28.8 30.5 18.6 13.6 6.8 8.5 8.5 39.0

【地域生活拠点ブロック別】

東部ブロック(n=51) 37.3 37.3 27.5 21.6 21.6 11.8 9.8 25.5

中央ブロック(n=69) 29.0 21.7 11.6 18.8 10.1 5.8 15.9 40.6

神辺ブロック(n=35) 14.3 14.3 20.0 11.4 5.7 11.4 17.1 40.0

北部・新市ブロック(n=31) 29.0 25.8 22.6 9.7 12.9 6.5 12.9 38.7

松永・沼隈ブロック(n=36) 41.7 36.1 13.9 11.1 11.1 8.3 16.7 41.7
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８ サービスを利用していない理由  

【問７(1)で「16（支給決定を受けているサービスはない）」を選んだ方におたずねします。】 

問 14 お子さんが障がい福祉サービスを利用していない理由は何ですか。 

（あてはまるものすべてに○印） 

 

サービスを利用していない理由については，「サービスを受ける必要がないため」の割

合が 50.0％と最も高く，次いで「サービスの対象者の要件を満たさないため」（16.7％）

が続いている。また「その他」では，「子どもが利用したがらない」「利用したいサービ

スがない」などの回答がみられた。 

 

50.0

16.7

5.6

5.6

5.6

0.0

0.0

0.0

27.8

5.6

11.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

サービスを受ける必要がないため

サービスの対象者の要件を満たさないため

サービスを利用する時間や曜日の

都合が合わないため

身近な地域にサービス提供場所がないため

サービスがあることを知らなかったため

既に別のサービスの提供を受けているため

引き受けてくれるサービス提供事業所が

見つからないため

利用料金がかかるため

その他

特にない

無回答

全体(n=18)

（％）
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障がい種別では，身体障がい者や精神障がい者，手帳非所持者で「サービスを受ける必

要がないため」の割合が高くなっている。 

 

単位（％）
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ス
提
供
場

所
が
な
い
た
め

サ
ー

ビ
ス
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な

か

っ
た
た
め

既
に
別
の
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
受

け
て
い
る
た
め

引
き
受
け
て
く
れ
る
サ
ー

ビ
ス
提

供
事
業
所
が
見
つ
か
ら
な
い
た
め

利
用
料
金
が
か
か
る
た
め

そ
の
他

特
に
な
い

全体(n=18) 50.0 16.7 5.6 5.6 5.6 0.0 0.0 0.0 27.8 5.6

【障がい種別】

身体障がい者(n=3) 66.7 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0

知的障がい者(n=3) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 66.7 33.3

精神障がい者(n=4) 50.0 0.0 25.0 25.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0

手帳非所持者(n=7) 71.4 14.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 28.6 0.0  

注：上記割合は，該当件数（n）が少ないため参考値として参照 
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９ サービスを利用しやすくするために必要なこと  

問 15 今後，障がい福祉サービスを利用しやすくするためには，どのようなことが必要

だと思いますか。上位５つまで選んでください。（主なもの５つまでに○印） 

 

サービスを利用しやすくするために必要なことについては，「どのようなサービスがあ

るのか，詳しい情報を提供してほしい」の割合が 54.0％と最も高く，次いで「本人に適切

なサービスをアドバイスしてほしい」（45.3％），「障がいの特性に応じた方法で情報を提

供してほしい」（39.6％），「申請や手続きの方法をわかりやすくしてほしい」（38.9％）の

順となっている。 

 

54.0

45.3

39.6

38.9

36.6

27.9

26.8

24.2

22.6

18.9

15.5

14.7

12.5

7.9

4.9

2.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

どのようなサービスがあるのか，

詳しい情報を提供してほしい

本人に適切なサービスをアドバイスしてほしい

障がいの特性に応じた方法で情報を提供してほしい

申請や手続きの方法をわかりやすくしてほしい

必要なときにすぐに利用できるようにしてほしい

申請や手続きを素早くできるようにしてほしい

施設の職員などの技術，知識を向上してほしい

身近な場所でサービスが受けられるようにしてほしい

住んでいる地域によってサービス内容に

差がないようにしてほしい

サービスの費用負担を軽減してほしい

重度障がいや医療的ケアが必要な子どもを

受け入れる事業所を増やしてほしい

サービスの回数や時間を増やしてほしい

施設の職員などの人数を増やしてほしい

その他

特にない

無回答

全体(N=265)

（％）
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障がい種別では，身体障がい者で「必要なときにすぐに利用できるようにしてほしい」

「身近な場所でサービスが受けられるようにしてほしい」「重度障がいや医療的ケアが必

要な子どもを受け入れる事業所を増やしてほしい」，知的障がい者で「障がいの特性に応

じた方法で情報を提供してほしい」「施設の職員などの人数を増やしてほしい」の割合が

それぞれほかの障がいに比べて高くなっている。 

発達障がいの診断を受けている人では「本人に適切なサービスをアドバイスしてほし

い」「施設の職員などの技術，知識を向上してほしい」の割合が，診断を受けていない人

を大きく上回っている。 

 

単位（％）

ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
の
か
，
詳

し
い
情
報
を
提
供
し
て
ほ
し
い

本
人
に
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
ア
ド
バ
イ
ス

し
て
ほ
し
い

障
が
い
の
特
性
に
応
じ
た
方
法
で
情
報
を

提
供
し
て
ほ
し
い

申
請
や
手
続
き
の
方
法
を
わ
か
り
や
す
く

し
て
ほ
し
い

必
要
な
と
き
に
す
ぐ
に
利
用
で
き
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い

申
請
や
手
続
き
を
素
早
く
で
き
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い

施
設
の
職
員
な
ど
の
技
術
，
知
識
を
向
上

し
て
ほ
し
い

身
近
な
場
所
で
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
し
て
ほ
し
い

住
ん
で
い
る
地
域
に
よ

っ
て
サ
ー
ビ
ス
内

容
に
差
が
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い

サ
ー
ビ
ス
の
費
用
負
担
を
軽
減
し
て
ほ
し

い 重
度
障
が
い
や
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
子

ど
も
を
受
け
入
れ
る
事
業
所
を
増
や
し
て

ほ
し
い

サ
ー
ビ
ス
の
回
数
や
時
間
を
増
や
し
て
ほ

し
い

施
設
の
職
員
な
ど
の
人
数
を
増
や
し
て
ほ

し
い

特
に
な
い

全体(N=265) 54.0 45.3 39.6 38.9 36.6 27.9 26.8 24.2 22.6 18.9 15.5 14.7 12.5 4.9

【障がい種別】

身体障がい者(n=37) 62.2 37.8 40.5 21.6 51.4 35.1 24.3 48.6 32.4 21.6 67.6 21.6 10.8 0.0

知的障がい者(n=103) 59.2 42.7 46.6 38.8 40.8 31.1 29.1 29.1 23.3 26.2 31.1 17.5 19.4 4.9

精神障がい者(n=31) 48.4 51.6 35.5 38.7 32.3 22.6 32.3 19.4 22.6 19.4 6.5 6.5 12.9 0.0

手帳非所持者(n=105) 51.4 49.5 34.3 42.9 33.3 28.6 24.8 20.0 22.9 16.2 2.9 16.2 6.7 4.8

【発達障がい診断別】

受けている(n=184) 53.8 51.1 40.2 40.2 37.5 28.8 31.0 20.1 23.9 20.1 10.3 14.1 14.7 3.8

受けていない(n=70) 58.6 34.3 41.4 40.0 34.3 25.7 17.1 34.3 17.1 14.3 25.7 15.7 7.1 5.7
 

注：「その他」は表記から省略している。 
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10 障がいや福祉サービスに関する情報の入手先  

問 16 お子さんの障がいのことや福祉サービスに関する情報を，どこから知ることが多

いですか。（あてはまるものすべてに○印） 

 

障がいや福祉サービスに関する情報の入手先については，「家族・友人・知人」の割合

が 43.8％と最も高く，次いで「通所・通学先」（35.5％），「相談支援事業所」（30.2％），

「インターネット」（29.1％），「県や市の窓口」（11.3％）の順となっている。 

 

43.8

35.5

30.2

29.1

11.3

10.6

9.8

7.2

4.9

4.2

4.2

4.2

3.8

2.6

1.1

0.8

0.4

0.4

0.0

0.0

6.8

7.9

2.3

2.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

家族・友人・知人

通所・通学先

相談支援事業所

インターネット

県や市の窓口

福祉施設・サービス提供事業所

病院・薬局

県や市などのホームページ

障がい者団体など

県や市からの通知

県や市などの広報紙・パンフレット

障がい者相談員

新聞・雑誌など

基幹相談支援センター（クローバー）

ラジオ・テレビ

ホームヘルパー・ケアマネジャーなど

社会福祉協議会

地域包括支援センター

民生委員・児童委員

地域活動支援センター

その他

入手方法がわからない

特にない

無回答

全体(N=265)

（％）
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障がい種別では，身体障がい者や知的障がい者で「家族・友人・知人」，身体障がい者

で「福祉施設・サービス提供事業所」「障がい者団体など」，知的障がい者で「相談支援事

業所」，精神障がい者で「病院・薬局」「入手方法がわからない」の割合がそれぞれほかの

障がいに比べて高くなっている。 

 

単位（％）

家
族
・
友
人
・
知
人

通
所
・
通
学
先

相
談
支
援
事
業
所

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

県
や
市
の
窓
口

福
祉
施
設
・
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所

病
院
・
薬
局

県
や
市
な
ど
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

障
が
い
者
団
体
な
ど

県
や
市
か
ら
の
通
知

県
や
市
な
ど
の
広
報
紙
・
パ
ン
フ

レ
ッ
ト

障
が
い
者
相
談
員

全体(N=265) 43.8 35.5 30.2 29.1 11.3 10.6 9.8 7.2 4.9 4.2 4.2 4.2

【障がい種別】

身体障がい者(n=37) 54.1 29.7 29.7 24.3 10.8 21.6 8.1 2.7 16.2 8.1 5.4 10.8

知的障がい者(n=103) 55.3 39.8 44.7 28.2 15.5 16.5 7.8 4.9 6.8 3.9 1.0 6.8

精神障がい者(n=31) 32.3 16.1 19.4 29.0 16.1 6.5 22.6 6.5 9.7 9.7 6.5 0.0

手帳非所持者(n=105) 40.0 38.1 24.8 31.4 6.7 7.6 8.6 7.6 1.9 2.9 5.7 2.9
 

 

単位（％）

新
聞
・
雑
誌
な
ど

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
ク
ロ
ー

バ
ー
）

ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
・
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
な
ど

社
会
福
祉
協
議
会

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

民
生
委
員
・
児
童
委
員

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

そ
の
他

入
手
方
法
が
わ
か
ら
な
い

特
に
な
い

全体(N=265) 3.8 2.6 1.1 0.8 0.4 0.4 0.0 0.0 6.8 7.9 2.3

【障がい種別】

身体障がい者(n=37) 2.7 0.0 2.7 2.7 0.0 0.0 0.0 0.0 10.8 5.4 2.7

知的障がい者(n=103) 4.9 1.9 1.0 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 7.8 4.9 1.0

精神障がい者(n=31) 6.5 3.2 3.2 0.0 3.2 0.0 0.0 0.0 12.9 16.1 0.0

手帳非所持者(n=105) 1.9 2.9 0.0 1.0 0.0 1.0 0.0 0.0 4.8 6.7 1.9
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【３】ふだんの暮らしについて 

１ 主な介助者  

問 17 お子さんの主な介助者についてお答えください。（○印は１つずつ） 

 

（１）主な介助者 

主な介助者については，「父または母」が８割（80.0％）を占めており，「介助は必要な

い」は 13.2％となっている。 

障がい種別では，身体障がい者や知的障がい者で「父または母」，手帳非所持者で「介

助は必要ない」の割合がそれぞれほかの障がいに比べて高くなっている。 

 

80.0

1.1

0.8

0.0

13.2

4.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

父または母

きょうだい，祖父，祖母など

福祉施設の職員・ホームヘルパー

その他

介助は必要ない

無回答

全体(N=265)

（％）

 
 

単位（％）

父
ま
た
は
母

き
ょ
う
だ
い
，
祖
父
，
祖

母
な
ど

福
祉
施
設
の
職
員
・
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー

そ
の
他

介
助
は
必
要
な
い

全体(N=265) 80.0 1.1 0.8 0.0 13.2

【障がい種別】

身体障がい者(n=37) 89.2 0.0 0.0 0.0 0.0

知的障がい者(n=103) 84.5 1.0 1.0 0.0 3.9

精神障がい者(n=31) 74.2 0.0 3.2 0.0 16.1

手帳非所持者(n=105) 76.2 0.0 0.0 0.0 23.8
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（２）主な介助者の年齢 

主な介助者の年齢は，「40～49 歳」が 38.5％と最も高く，次いで「30～39 歳」（26.4％），

「50～59 歳」（8.3％）が続き，49 歳以下で全体の７割以上（72.9％）を占めている。ま

た，「17 歳以下」は 5.7％みられた。 

障がい種別では，精神障がい者で「40～49 歳」の割合がほかの障がいを大きく上回って

いる。 

子どもの年齢別では，３～５歳で「17 歳以下」「30～39 歳」の割合がほかの年齢層に比

べて高くなっている。 

介助者別でみると，父母で「30～39 歳」「40～49 歳」の割合が高くなっている。 

 

5.7

8.1

5.8

6.7

11.1

4.5

3.6

6.1

3.6

6.6

2.3

1.0

3.2

2.9

5.6

3.0

1.8

2.4

26.4

27.0

27.2

9.7

29.5

100.0

48.1

36.4

21.8

9.1

5.5

31.1

38.5

45.9

46.6

58.1

30.5

20.4

34.8

41.8

54.5

49.1

46.2

8.3

10.8

8.7

6.5

5.7

3.0

9.1

15.2

18.2

9.4

33.3

0.8

1.9

1.8

1.8

0.5

33.3

18.1

8.1

8.7

22.6

24.8

14.8

18.2

21.8

15.2

20.0

3.8

33.3

凡例（％）

全体(N=265)

【障がい種別】

身体障がい者(n=37)

知的障がい者(n=103)

精神障がい者(n=31)

手帳非所持者(n=105)

【子どもの年齢別】

０～２歳(n=2)

３～５歳(n=54)

６～８歳(n=66)

９～11歳(n=55)

12～14歳(n=33)

15～17歳(n=55)

【介助者別】

父母(n=212)

きょうだい，祖父，祖母など(n=3)

17歳

以下

18～

29歳

30～

39歳

40～

49歳

50～

59歳

60歳

以上

無回答

 
注１：件数（n=）が 10 未満の項目については，参考値として参照 

注２：上記の回答において「17 歳以下」が 5.7％となっているが，本来の介助者は父母であるものの，

実際はきょうだいが介助を担っている場合や記入間違い等が考えられる。 
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２ 介助や支援にあたっての不安や悩み  

問 18 お子さんの介助や支援にあたって，どのような不安や悩みがありますか。 

（あてはまるものすべてに○印） 

 

介助や支援にあたっての不安や悩みについては，「精神的な負担が大きい」の割合が

37.4％と最も高く，次いで「余暇や休養など自分の時間が持てない」（26.8％），「経済

的な負担が大きい」（21.9％），「身体的な負担が大きい」（21.5％），「何かあったと

きに介助を頼める人がいない」（21.1％）の順となっている。 

 

37.4

26.8

21.9

21.5

21.1

20.4

18.9

17.0

15.1

13.6

11.7

10.9

10.6

7.5

18.5

3.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

精神的な負担が大きい

余暇や休養など自分の時間が持てない

経済的な負担が大きい

身体的な負担が大きい

何かあったときに介助を頼める人がいない

障がいについて学ぶ場が少ない

仕事に出られない

一時的に子どもを預かってくれる場がない

介助・支援の方法がわからない

睡眠が不足している

介助者同士のつながりや交流がない

何かあったときに相談できる人がいない

地域の人や周囲の理解がない

その他

特にない

無回答

全体(N=265)

（％）
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障がい種別では，身体障がい者で「経済的な負担が大きい」「身体的な負担が大きい」「何

かあったときに介助を頼める人がいない」「仕事に出られない」「一時的に子どもを預かっ

てくれる場がない」などの割合がほかの障がいを大きく上回っている。 

発達障がいの診断を受けている人は受けていない人に比べ，「精神的な負担が大きい」

「身体的な負担が大きい」「障がいについて学ぶ場が少ない」などの割合が高くなってい

る。 

 

単位（％）

精
神
的
な
負
担
が
大
き
い

余
暇
や
休
養
な
ど
自
分
の
時
間
が
持

て
な
い

経
済
的
な
負
担
が
大
き
い

身
体
的
な
負
担
が
大
き
い

何
か
あ
っ
た
と
き
に
介
助
を
頼
め
る

人
が
い
な
い

障
が
い
に
つ
い
て
学
ぶ
場
が
少
な
い

仕
事
に
出
ら
れ
な
い

一
時
的
に
子
ど
も
を
預
か

っ
て
く
れ

る
場
が
な
い

介
助
・
支
援
の
方
法
が
わ
か
ら
な
い

睡
眠
が
不
足
し
て
い
る

介
助
者
同
士
の
つ
な
が
り
や
交
流
が

な
い

何
か
あ
っ
た
と
き
に
相
談
で
き
る
人

が
い
な
い

地
域
の
人
や
周
囲
の
理
解
が
な
い

特
に
な
い

全体(N=265) 37.4 26.8 21.9 21.5 21.1 20.4 18.9 17.0 15.1 13.6 11.7 10.9 10.6 18.5

【障がい種別】

身体障がい者(n=37) 37.8 43.2 43.2 48.6 45.9 18.9 45.9 43.2 13.5 29.7 27.0 10.8 16.2 2.7

知的障がい者(n=103) 38.8 38.8 32.0 35.0 34.0 24.3 32.0 26.2 17.5 22.3 15.5 12.6 12.6 8.7

精神障がい者(n=31) 38.7 19.4 22.6 16.1 16.1 12.9 19.4 12.9 9.7 16.1 6.5 9.7 6.5 19.4

手帳非所持者(n=105) 35.2 19.0 11.4 11.4 10.5 16.2 8.6 8.6 15.2 4.8 3.8 8.6 11.4 28.6

【発達障がい診断別】

受けている(n=184) 44.0 26.6 22.3 22.8 21.2 22.3 17.4 15.2 16.3 14.1 10.9 12.0 10.9 18.5

受けていない(n=70) 20.0 24.3 20.0 15.7 20.0 15.7 21.4 20.0 11.4 11.4 12.9 10.0 8.6 17.1
 

注：「その他」は表記から省略している。 
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３ 主な介助者が必要としている支援  

問 19 お子さんの主な介助者が，必要としている支援は何ですか。 

（あてはまるものすべてに○印） 

 

主な介助者が必要としている支援については，「相談支援や情報提供の充実」の割合が

49.8％と最も高く，次いで「心身のリフレッシュ」（42.3％），「経済的な支援」（41.5％），

「就労への支援」（32.5％），「障がいのある子どもを持つ家族同士の交流」（15.1％）の順

となっている。 

 

49.8

42.3

41.5

32.5

15.1

8.7

10.2

2.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

相談支援や情報提供の充実

心身のリフレッシュ

経済的な支援

就労への支援

障がいのある子どもを持つ

家族同士の交流

その他

特にない

無回答

全体(N=265)

（％）
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障がい種別では，身体障がい者で「経済的な支援」「障がいのある子どもを持つ家族同

士の交流」の割合がほかの障がいを大きく上回っている。 

発達障がいの診断を受けている人は受けていない人に比べ，「心身のリフレッシュ」「就

労への支援」の割合がやや高くなっている。 

 

単位（％）

相
談
支
援
や
情
報
提
供
の
充
実

心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ

経
済
的
な
支
援

就
労
へ
の
支
援

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
を
持
つ

家
族
同
士
の
交
流

そ
の
他

特
に
な
い

全体(N=265) 49.8 42.3 41.5 32.5 15.1 8.7 10.2

【障がい種別】

身体障がい者(n=37) 56.8 54.1 62.2 37.8 29.7 10.8 0.0

知的障がい者(n=103) 57.3 55.3 50.5 42.7 18.4 7.8 2.9

精神障がい者(n=31) 45.2 29.0 48.4 48.4 6.5 6.5 12.9

手帳非所持者(n=105) 50.5 36.2 29.5 20.0 14.3 8.6 17.1

【発達障がい診断別】

受けている(n=184) 48.4 43.5 41.3 33.7 14.1 10.9 9.8

受けていない(n=70) 52.9 40.0 40.0 30.0 17.1 4.3 10.0
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【４】相談について 

１ 発達の遅れや障がいに気付いたときにほしい情報  

問 20 お子さんの発達の遅れや障がいに気付いたとき，どんな情報がほしいと思いまし

たか。（あてはまるものすべてに○印） 

 

発達の遅れや障がいに気付いたときにほしい情報については，「実際に何をすればよい

のかがわかる情報」の割合が 70.2％と最も高く，次いで「どこに相談すればよいか，相談

先についての情報」（67.5％），「療育機関についての情報」（64.9％），「専門の医療

機関についての情報」（47.5％）の順となっている。 

 

70.2

67.5

64.9

47.5

32.8

25.7

5.3

3.0

1.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

実際に何をすればよいのかがわかる情報

どこに相談すればよいか，

相談先についての情報

療育機関についての情報

専門の医療機関についての情報

家族を支えてくれる支援機関についての情報

障がいのある子どもやその家族など

同じ立場の人に関する情報

その他

特にない

無回答

全体(N=265)

（％）
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障がい種別では，身体障がい者で「障がいのある子どもやその家族など同じ立場の人に

関する情報」，知的障がい者で「実際に何をすればよいのかがわかる情報」「療育機関につ

いての情報」の割合がそれぞれほかの障がいに比べて高くなっている。 

発達障がいの診断を受けている人では「どこに相談すればよいか，相談先についての情

報」「専門の医療機関についての情報」の割合が，診断を受けていない人を大きく上回っ

ている。 

 

単位（％）

実
際
に
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
が
わ
か

る
情
報

ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
よ
い
か
，
相
談
先

に
つ
い
て
の
情
報

療
育
機
関
に
つ
い
て
の
情
報

専
門
の
医
療
機
関
に
つ
い
て
の
情
報

家
族
を
支
え
て
く
れ
る
支
援
機
関
に
つ

い
て
の
情
報

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
や
そ
の
家
族
な

ど
同
じ
立
場
の
人
に
関
す
る
情
報

そ
の
他

特
に
な
い

全体(N=265) 70.2 67.5 64.9 47.5 32.8 25.7 5.3 3.0

【障がい種別】

身体障がい者(n=37) 70.3 67.6 59.5 59.5 45.9 48.6 8.1 0.0

知的障がい者(n=103) 76.7 73.8 69.9 55.3 42.7 34.0 7.8 1.0

精神障がい者(n=31) 58.1 74.2 54.8 48.4 32.3 19.4 6.5 6.5

手帳非所持者(n=105) 71.4 61.9 64.8 40.0 25.7 19.0 3.8 2.9

【発達障がい診断別】

受けている(n=184) 70.7 72.3 65.8 50.0 33.2 24.5 4.9 2.7

受けていない(n=70) 70.0 57.1 62.9 41.4 28.6 27.1 7.1 2.9
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２ 相談したいこと  

問 21 お子さんのことで，相談したいのは，どのようなことですか。 

（あてはまるものすべてに○印） 

 

相談したいことについては，「子どもが大人になってから（将来）のこと」の割合が 70.6％

と最も高く，次いで「就学・進学・教育のこと」（63.4％），「利用できる福祉制度のこと」

（45.3％），「仕事・就職のこと」（41.1％），「子どもを支援してくれる人のこと」（30.2％）

の順となっている。 

 

70.6

63.4

45.3

41.1

30.2

28.3

19.2

17.4

17.0

16.2

15.1

14.7

14.7

14.3

12.1

11.3

9.1

7.5

7.2

3.4

2.6

3.4

1.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

子どもが大人になってから（将来）のこと

就学・進学・教育のこと

利用できる福祉制度のこと

仕事・就職のこと

子どもを支援してくれる人のこと

家族・学校・職場・近所などでの人間関係のこと

緊急時・災害時のこと

子どもの余暇・スポーツ活動のこと

生活費や収入のこと

差別や偏見に関すること

子どもの体調のこと

育児のこと

情報収集のこと

外出・移動のこと

子どもの介助のこと

介助者の健康や体力のこと

子どもの話し相手のこと

住まいのこと

子どもの結婚のこと

家事（炊事・掃除・洗濯）のこと

その他

特にない

無回答

全体(N=265)

（％）
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障がい種別では，身体障がい者や知的障がい者で「緊急時・災害時のこと」，身体障が

い者で「外出・移動のこと」，知的障がい者で「子どもが大人になってから（将来）のこ

と」「利用できる福祉制度のこと」「子どもの余暇・スポーツ活動のこと」，精神障がい者

で「仕事・就職のこと」，手帳非所持者で「家族・学校・職場・近所などでの人間関係の

こと」「育児のこと」の割合がそれぞれほかの障がいに比べて高くなっている。 

発達障がいの診断を受けている人では「子どもが大人になってから（将来）のこと」「仕

事・就職のこと」などの割合が，診断を受けていない人を大きく上回っている。 

 

単位（％）

子
ど
も
が
大
人
に
な

っ

て
か
ら

（
将
来
）
の
こ

と 就
学
・
進
学
・
教
育
の

こ
と

利
用
で
き
る
福
祉
制
度

の
こ
と

仕
事
・
就
職
の
こ
と

子
ど
も
を
支
援
し
て
く

れ
る
人
の
こ
と

家
族
・
学
校
・
職
場
・

近
所
な
ど
で
の
人
間
関

係
の
こ
と

緊
急
時
・
災
害
時
の
こ

と 子
ど
も
の
余
暇
・
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
こ
と

生
活
費
や
収
入
の
こ
と

差
別
や
偏
見
に
関
す
る

こ
と

子
ど
も
の
体
調
の
こ
と

全体(N=265) 70.6 63.4 45.3 41.1 30.2 28.3 19.2 17.4 17.0 16.2 15.1

【障がい種別】

身体障がい者(n=37) 73.0 51.4 51.4 27.0 35.1 8.1 35.1 18.9 24.3 10.8 24.3

知的障がい者(n=103) 85.4 56.3 60.2 53.4 40.8 17.5 34.0 27.2 31.1 17.5 21.4

精神障がい者(n=31) 77.4 67.7 48.4 71.0 29.0 29.0 16.1 16.1 16.1 12.9 12.9

手帳非所持者(n=105) 57.1 69.5 32.4 25.7 24.8 37.1 7.6 10.5 5.7 17.1 10.5

【発達障がい診断別】

受けている(n=184) 78.8 67.9 46.7 50.0 31.0 32.1 19.6 19.6 17.9 17.9 15.8

受けていない(n=70) 48.6 55.7 38.6 20.0 30.0 20.0 18.6 12.9 14.3 12.9 14.3
 

 

単位（％）

育
児
の
こ
と

情
報
収
集
の
こ
と

外
出
・
移
動
の
こ
と

子
ど
も
の
介
助
の
こ
と

介
助
者
の
健
康
や
体
力

の
こ
と

子
ど
も
の
話
し
相
手
の

こ
と

住
ま
い
の
こ
と

子
ど
も
の
結
婚
の
こ
と

家
事

（
炊
事
・
掃
除
・

洗
濯
）
の
こ
と

そ
の
他

特
に
な
い

全体(N=265) 14.7 14.7 14.3 12.1 11.3 9.1 7.5 7.2 3.4 2.6 3.4

【障がい種別】

身体障がい者(n=37) 10.8 13.5 29.7 18.9 16.2 8.1 16.2 8.1 2.7 8.1 2.7

知的障がい者(n=103) 9.7 18.4 24.3 23.3 21.4 10.7 13.6 8.7 5.8 2.9 0.0

精神障がい者(n=31) 6.5 16.1 12.9 12.9 6.5 3.2 9.7 9.7 0.0 0.0 3.2

手帳非所持者(n=105) 20.0 12.4 4.8 1.9 5.7 10.5 1.0 4.8 1.9 1.9 5.7

【発達障がい診断別】

受けている(n=184) 14.1 17.4 15.8 13.6 13.6 10.3 9.2 9.2 4.9 2.7 2.2

受けていない(n=70) 17.1 10.0 7.1 8.6 5.7 7.1 4.3 2.9 0.0 2.9 7.1
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３ 子どもが成年期を迎えた後に希望する暮らし方  

問 22 お子さんが 18 歳以上の成年期を迎えた後について，どのような暮らし方を希望

しますか。（○印は１つ） 

 

子どもが成年期を迎えた後に希望する暮らし方については，「専門学校や大学への進学」

の割合が 33.2％と最も高く，次いで「一般企業への就職」（17.0％），「通所施設での生

産活動（福祉的就労）」（10.2％），「通所施設での生活介護」（5.7％）の順となって

おり，約２割（18.5％）は「わからない」と回答している。 

 

33.2

17.0

10.2

5.7

4.2

3.8

18.5

7.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

専門学校や大学への進学

一般企業への就職

通所施設での生産活動（福祉的就労）

通所施設での生活介護

グループホーム等施設への入所

その他

わからない

無回答

全体(N=265)

（％）
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障がい種別では，身体障がい者で「通所施設での生活介護」，知的障がい者で「通所施

設での生産活動（福祉的就労）」，精神障がい者で「一般企業への就職」，手帳非所持者で

「専門学校や大学への進学」の割合がそれぞれほかの障がいを大きく上回っている。 

発達障がいの診断を受けている人は受けていない人に比べ，「一般企業への就職」の割

合がやや高くなっている。 

通所・通学先別では，特別支援学校で「通所施設での生産活動（福祉的就労）」「通所施

設での生活介護」「グループホーム等施設への入所」の割合がほかの層を大きく上回って

いる。 

 

単位（％）

専
門
学
校
や
大
学
へ
の
進
学

一
般
企
業
へ
の
就
職

通
所
施
設
で
の
生
産
活
動

（
福
祉
的
就
労
）

通
所
施
設
で
の
生
活
介
護

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
施
設
へ

の
入
所

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

全体(N=265) 33.2 17.0 10.2 5.7 4.2 3.8 18.5

【障がい種別】

身体障がい者(n=37) 18.9 8.1 10.8 27.0 5.4 0.0 18.9

知的障がい者(n=103) 5.8 8.7 25.2 14.6 9.7 3.9 23.3

精神障がい者(n=31) 29.0 35.5 6.5 0.0 3.2 6.5 9.7

手帳非所持者(n=105) 57.1 18.1 1.0 0.0 0.0 2.9 15.2

【発達障がい診断別】

受けている(n=184) 33.2 19.0 9.8 2.7 4.9 4.3 17.9

受けていない(n=70) 35.7 14.3 10.0 8.6 2.9 2.9 20.0

【通所・通学先別】

保育所・幼稚園・認定こども園(n=43) 44.2 18.6 4.7 0.0 0.0 2.3 27.9

小学校・中学校・高校(n=123) 47.2 22.0 2.4 0.8 0.8 3.3 16.3

特別支援学校(n=51) 2.0 5.9 29.4 21.6 19.6 3.9 9.8

特別支援学級・通級指導教室(n=51) 31.4 23.5 5.9 2.0 0.0 7.8 19.6

児童発達支援センター・児童発達支援事業所(n=56) 26.8 10.7 14.3 1.8 0.0 5.4 35.7

放課後等デイサービス事業所(n=119) 33.6 15.1 10.1 8.4 7.6 2.5 13.4
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４ 基幹相談支援センター（クローバー)の利用状況  

問 23 お子さんは，基幹相談支援センター（クローバー)を利用したことがありますか。 

（○印は１つ） 

 

基幹相談支援センター（クローバー)の利用状況については，約２割（18.1％）が「利

用したことがある」と回答しており，「利用したことはないが，利用に興味がある」が 52.1％，

「利用したことはないし，利用する必要がない」が 25.7％となっている。 

障がい種別では，精神障がい者で「利用したことがある」，知的障がい者で「利用した

ことはないが，利用に興味がある」，手帳非所持者で「利用したことはないし，利用する

必要がない」の割合がそれぞれほかの障がいに比べて高くなっている。 

発達障がいの診断を受けている人は受けていない人に比べ，「利用したことがある」「利

用したことはないが，利用に興味がある」の割合が高くなっている。 

 

18.1

13.5

14.6

29.0

21.9

20.1

11.4

52.1

54.1

64.1

51.6

39.0

53.8

47.1

25.7

21.6

14.6

12.9

36.2

22.3

35.7

4.2

10.8

6.8

6.5

2.9

3.8

5.7

凡例（％）

全体(N=265)

【障がい種別】

身体障がい者(n=37)

知的障がい者(n=103)

精神障がい者(n=31)

手帳非所持者(n=105)

【発達障がい診断別】

受けている(n=184)

受けていない(n=70)

利用したことが

ある

利用したことは

ないが，利用

に興味がある

利用したことは

ないし，利用

する必要がない

無回答
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５ こども発達支援センターの利用状況  

問 24 お子さんは，こども発達支援センターを利用したことがありますか。 

（○印は１つ） 

 

こども発達支援センターの利用状況については，約６割（59.6％）が「利用したことが

ある」と回答しており，「利用したことはないが，利用に興味がある」が 16.6％，「利用し

たことはないし，利用する必要がない」が 20.4％となっている。 

障がい種別では，身体障がい者で「利用したことはないし，利用する必要がない」の割

合がほかの障がいを大きく上回っている。 

発達障がいの診断を受けている人では「利用したことがある」の割合が，診断を受けて

いない人を大きく上回っている。 

 

59.6

27.0

63.1

58.1

61.9

69.6

35.7

16.6

24.3

17.5

9.7

13.3

12.0

27.1

20.4

43.2

14.6

29.0

21.9

15.2

32.9

3.4

5.4

4.9

3.2

2.9

3.3

4.3

凡例（％）

全体(N=265)

【障がい種別】

身体障がい者(n=37)

知的障がい者(n=103)

精神障がい者(n=31)

手帳非所持者(n=105)

【発達障がい診断別】

受けている(n=184)

受けていない(n=70)

利用したことが

ある

利用したことは

ないが，利用
に興味がある

利用したことは

ないし，利用
する必要がない

無回答
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６ 相談先に望むこと  

問 25 お子さんのことで相談先に望むことは何ですか。（あてはまるものすべてに○印） 

 

相談先に望むことについては，「年齢や状況などに応じた情報を提供してくれること」

の割合が 62.6％と最も高く，次いで「障がいの特性に応じて専門の相談ができること」

（48.7％），「どのような相談先があるのか，詳しい情報を提供すること」（45.7％），「１

か所でどんな相談にも対応できること」（42.3％），「身近な地域で気軽に相談できる場所

が増えること」（38.5％）の順となっている。 

 

62.6

48.7

45.7

42.3

38.5

24.5

16.6

14.0

13.2

9.1

4.9

3.4

3.8

3.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

年齢や状況などに応じた情報を提供してくれること

障がいの特性に応じて専門の相談ができること

どのような相談先があるのか，

詳しい情報を提供すること

１か所でどんな相談にも対応できること

身近な地域で気軽に相談できる場所が増えること

相談員の質を向上させること

休日や夜間，緊急時でも相談できること

電話・ＦＡＸ・電子メールでの相談ができること

障がいのある人やその家族など，

同じ立場の人に相談ができること

自宅や病院，施設を訪問してくれること

スマートフォンやパソコンなどで相手の顔を

見ながら遠隔で相談できること

その他

特にない

無回答

全体(N=265)

（％）
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障がい種別では，身体障がい者や知的障がい者で「休日や夜間，緊急時でも相談できる

こと」，身体障がい者で「自宅や病院，施設を訪問してくれること」，知的障がい者で「ど

のような相談先があるのか，詳しい情報を提供すること」「身近な地域で気軽に相談でき

る場所が増えること」の割合がそれぞれほかの障がいを大きく上回っている。 

発達障がいの診断を受けている人では「障がいの特性に応じて専門の相談ができるこ

と」の割合が，診断を受けていない人を大きく上回っている。 

 

単位（％）

年
齢
や
状
況
な
ど
に
応
じ
た
情
報
を
提
供
し

て
く
れ
る
こ
と

障
が
い
の
特
性
に
応
じ
て
専
門
の
相
談
が
で

き
る
こ
と

ど
の
よ
う
な
相
談
先
が
あ
る
の
か
，
詳
し
い

情
報
を
提
供
す
る
こ
と

１
か
所
で
ど
ん
な
相
談
に
も
対
応
で
き
る
こ

と 身
近
な
地
域
で
気
軽
に
相
談
で
き
る
場
所
が

増
え
る
こ
と

相
談
員
の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

休
日
や
夜
間
，
緊
急
時
で
も
相
談
で
き
る
こ

と 電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
で
の
相
談
が

で
き
る
こ
と

障
が
い
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族
な
ど
，
同
じ

立
場
の
人
に
相
談
が
で
き
る
こ
と

自
宅
や
病
院
，
施
設
を
訪
問
し
て
く
れ
る
こ

と ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
相
手

の
顔
を
見
な
が
ら
遠
隔
で
相
談
で
き
る
こ
と

そ
の
他

特
に
な
い

全体(N=265) 62.6 48.7 45.7 42.3 38.5 24.5 16.6 14.0 13.2 9.1 4.9 3.4 3.8

【障がい種別】

身体障がい者(n=37) 62.2 37.8 37.8 45.9 32.4 32.4 29.7 13.5 18.9 27.0 2.7 5.4 0.0

知的障がい者(n=103) 68.9 54.4 54.4 48.5 48.5 29.1 26.2 18.4 17.5 14.6 4.9 4.9 1.0

精神障がい者(n=31) 64.5 48.4 38.7 41.9 35.5 25.8 9.7 6.5 3.2 0.0 3.2 0.0 3.2

手帳非所持者(n=105) 59.0 46.7 42.9 37.1 32.4 20.0 9.5 11.4 12.4 4.8 3.8 2.9 4.8

【発達障がい診断別】

受けている(n=184) 66.3 56.5 46.7 47.3 42.4 25.0 16.3 16.3 13.0 8.2 5.4 3.3 2.2

受けていない(n=70) 52.9 27.1 44.3 31.4 31.4 21.4 14.3 7.1 12.9 7.1 4.3 4.3 5.7
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７ 発育・発達上の支援が必要な子どものために必要なこと  

問 26 発育・発達上の支援が必要な子どものために，どのようなことが必要だと思いま

すか。（主なもの５つまでに○印） 

 

発育・発達上の支援が必要な子どものために必要なことについては，「保育所，学校，

病院，障がい児通所支援事業所が連携して療育支援をしてくれること」の割合が 65.7％と

最も高く，次いで「通所・通学先で障がいの特性や発達に合わせた支援をしてくれること」

（62.6％），「相談したいときに素早く，スムーズに相談できること」（47.5％），「身近な

場所で子どもの発達について相談できる場所を増やすこと」「保育士や教職員が障がいへ

の理解を深めること」（各 45.3％）の順となっている。 

 

65.7

62.6

47.5

45.3

45.3

40.8

30.2

29.4

18.9

14.0

12.1

4.5

4.5

4.5

1.1

3.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

保育所，学校，病院，障がい児通所支援事業所が

連携して療育支援をしてくれること

通所・通学先で障がいの特性や発達に

合わせた支援をしてくれること

相談したいときに素早く，スムーズに相談できること

身近な場所で子どもの発達について

相談できる場所を増やすこと

保育士や教職員が障がいへの理解を深めること

発育や発達上の課題を早期に

発見できる体制を充実すること

まわりの子どもが障がいへの理解を深めること

放課後や夏休みなど長期休業中に

過ごせる場所を増やすこと

障がいの有無にかかわらず遊べる場があること

子どもを一時的に預かって世話や介助をしてくれること

通園や通学時の介助や付き添いを支援してくれること

家庭訪問による相談や指導をしてくれること

地域の行事や活動を通じて住民との

交流の機会を増やすこと

その他

特にない

無回答

全体(N=265)

（％）
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障がい種別では，身体障がい者や知的障がい者で「子どもを一時的に預かって世話や介

助をしてくれること」，身体障がい者で「通園や通学時の介助や付き添いを支援してくれ

ること」，手帳非所持者で「保育士や教職員が障がいへの理解を深めること」の割合がそ

れぞれほかの障がいに比べて高くなっている。 

発達障がいの診断を受けている人では「通所・通学先で障がいの特性や発達に合わせた

支援をしてくれること」「相談したいときに素早く，スムーズに相談できること」「保育士

や教職員が障がいへの理解を深めること」の割合が，診断を受けていない人を大きく上

回っている。 

 

単位（％）

保
育
所
，
学
校
，
病
院
，
障
が
い
児
通
所
支
援

事
業
所
が
連
携
し
て
療
育
支
援
を
し
て
く
れ
る

こ
と

通
所
・
通
学
先
で
障
が
い
の
特
性
や
発
達
に
合

わ
せ
た
支
援
を
し
て
く
れ
る
こ
と

相
談
し
た
い
と
き
に
素
早
く
，
ス
ム
ー
ズ
に
相

談
で
き
る
こ
と

身
近
な
場
所
で
子
ど
も
の
発
達
に
つ
い
て
相
談

で
き
る
場
所
を
増
や
す
こ
と

保
育
士
や
教
職
員
が
障
が
い
へ
の
理
解
を
深
め

る
こ
と

発
育
や
発
達
上
の
課
題
を
早
期
に
発
見
で
き
る

体
制
を
充
実
す
る
こ
と

ま
わ
り
の
子
ど
も
が
障
が
い
へ
の
理
解
を
深
め

る
こ
と

放
課
後
や
夏
休
み
な
ど
長
期
休
業
中
に
過
ご
せ

る
場
所
を
増
や
す
こ
と

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
遊
べ
る
場
が
あ

る
こ
と

子
ど
も
を
一
時
的
に
預
か
っ
て
世
話
や
介
助
を

し
て
く
れ
る
こ
と

通
園
や
通
学
時
の
介
助
や
付
き
添
い
を
支
援
し

て
く
れ
る
こ
と

家
庭
訪
問
に
よ
る
相
談
や
指
導
を
し
て
く
れ
る

こ
と

地
域
の
行
事
や
活
動
を
通
じ
て
住
民
と
の
交
流

の
機
会
を
増
や
す
こ
と

特
に
な
い

全体(N=265) 65.7 62.6 47.5 45.3 45.3 40.8 30.2 29.4 18.9 14.0 12.1 4.5 4.5 1.1

【障がい種別】

身体障がい者(n=37) 73.0 54.1 35.1 32.4 32.4 21.6 27.0 40.5 27.0 37.8 24.3 5.4 2.7 0.0

知的障がい者(n=103) 62.1 67.0 47.6 47.6 37.9 35.0 25.2 35.9 26.2 26.2 17.5 5.8 3.9 0.0

精神障がい者(n=31) 64.5 61.3 48.4 38.7 41.9 45.2 22.6 22.6 19.4 3.2 12.9 6.5 6.5 0.0

手帳非所持者(n=105) 70.5 63.8 52.4 48.6 54.3 46.7 33.3 25.7 11.4 5.7 5.7 1.9 5.7 1.0

【発達障がい診断別】

受けている(n=184) 62.5 65.2 52.2 45.7 48.9 42.9 27.7 31.0 17.4 11.4 12.5 4.3 4.9 0.5

受けていない(n=70) 72.9 54.3 37.1 45.7 38.6 35.7 35.7 24.3 24.3 15.7 8.6 5.7 4.3 1.4
 

注：「その他」は表記から省略している。 

 



153 

 

８ ピアサポート活動への参加意向  

問 27 障がいのある人や障がいのある子どもを育てた親が，自らの体験に基づいて，同

じ仲間であるほかの障がいのある人や親の悩みなどを聞くという取組を「ピアサ

ポート活動」といいます。この活動に参加してみたいと思いますか。（○印は１つ） 

 

ピアサポート活動への参加意向については，「悩みなどを聞く立場で参加してみたい」

の割合が 6.4％，「悩みなどを聞いてもらう立場で参加してみたい」が 7.9％，「具体的な

内容を聞いた上で参加を検討してみたい」が 53.6％，合計で 67.9％となっている。一方，

「参加してみたいと思わない」は 26.0％となっている。 

障がい種別では，精神障がい者で「悩みなどを聞く立場で参加してみたい」，知的障が

い者で「具体的な内容を聞いた上で参加を検討してみたい」の割合がそれぞれほかの障が

いに比べてやや高くなっている。 

発達障がいの診断を受けている人では「悩みなどを聞いてもらう立場で参加してみた

い」，受けていない人では「参加してみたいと思わない」の割合が高くなっている。 

 

6.4

8.1

6.8

12.9

4.8

6.0

7.1

7.9

8.1

8.7

6.5

7.6

9.8

2.9

53.6

54.1

59.2

38.7

52.4

52.7

52.9

26.0

27.0

19.4

29.0

29.5

25.0

31.4

6.0

2.7

5.8

12.9

5.7

6.5

5.7

凡例（％）

全体(N=265)

【障がい種別】

身体障がい者(n=37)

知的障がい者(n=103)

精神障がい者(n=31)

手帳非所持者(n=105)

【発達障がい診断別】

受けている(n=184)

受けていない(n=70)

悩みなどを

聞く立場で

参加して

みたい

悩みなどを

聞いてもらう

立場で参加

してみたい

具体的な内容

を聞いた上で

参加を検討

してみたい

参加して

みたいと

思わない

無回答
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９ 近所の人との付き合い程度  

問 28 お子さんのご家族とご近所の人との関係は，次のどれに最も近いですか。 

（○印は１つ） 

 

近所の人との付き合い程度については，「困ったときに助け合う人やお互いに訪問し合

う親しい人がいる」が 12.8％，「あいさつや立ち話をする程度の人がいる」が 52.8％，

「ほとんど近所付き合いはない」が 31.3％となっている。 

障がい種別では，精神障がい者で「ほとんど近所付き合いはない」の割合がほかの障が

いに比べて高くなっている。 

発達障がいの診断を受けている人では「あいさつや立ち話をする程度の人がいる」，受

けていない人では「困ったときに助け合う人やお互いに訪問し合う親しい人がいる」の割

合が高くなっている。 

 

12.8

16.2

12.6

12.9

11.4

9.8

21.4

52.8

56.8

51.5

35.5

61.0

57.1

45.7

31.3

24.3

34.0

38.7

25.7

29.9

30.0

3.0

2.7

1.9

12.9

1.9

3.3

2.9

凡例（％）

全体(N=265)

【障がい種別】

身体障がい者(n=37)

知的障がい者(n=103)

精神障がい者(n=31)

手帳非所持者(n=105)

【発達障がい診断別】

受けている(n=184)

受けていない(n=70)

困ったときに

助け合う人や

お互いに訪問

し合う親しい

人がいる

あいさつや

立ち話をする

程度の人がいる

ほとんど近所

付き合いはない

無回答

 
 

 



155 

 

【５】日中の過ごし方について 

１ 通所・通学先  

問 29 お子さんの通所・通学先はどこですか。（あてはまるものすべてに○印） 

 

通所・通学先については，「小学校・中学校・高校に通学している」の割合が 46.4％と

最も高く，次いで「放課後等デイサービス事業所を利用している」（44.9％），「児童発達

支援センター・児童発達支援事業所を利用している」（21.1％），「特別支援学校に通学し

ている」「特別支援学級・通級指導教室に通学している」（各 19.2％）の順となっている。 

 

46.4

44.9

21.1

19.2

19.2

16.2

0.4

1.9

0.8

2.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

小学校・中学校・高校に通学している

放課後等デイサービス事業所を利用している

児童発達支援センター・児童発達

支援事業所を利用している

特別支援学校に通学している

特別支援学級・通級指導教室に通学している

保育所・幼稚園・認定こども園に通園している

フリースクールに通っている

その他

通所・通学はしていない（自宅で過ごしている）

無回答

全体(N=265)

（％）
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障がい種別では，身体障がい者で「児童発達支援センター・児童発達支援事業所を利用

している」，知的障がい者で「放課後等デイサービス事業所を利用している」「特別支援学

校に通学している」，精神障がい者や手帳非所持者で「小学校・中学校・高校に通学して

いる」，手帳非所持者で「保育所・幼稚園・認定こども園に通園している」の割合がそれ

ぞれほかの障がいに比べて高くなっている。 

発達障がいの診断を受けている人では「小学校・中学校・高校に通学している」「放課

後等デイサービス事業所を利用している」「特別支援学級・通級指導教室に通学している」

の割合が，診断を受けていない人を大きく上回っている。 

 

単位（％）

小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
に
通
学
し

て
い
る

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を

利
用
し
て
い
る

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
・
児
童
発

達
支
援
事
業
所
を
利
用
し
て
い
る

特
別
支
援
学
校
に
通
学
し
て
い
る

特
別
支
援
学
級
・
通
級
指
導
教
室
に

通
学
し
て
い
る

保
育
所
・
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園

に
通
園
し
て
い
る

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
通

っ
て
い
る

そ
の
他

通
所
・
通
学
は
し
て
い
な
い

（
自
宅

で
過
ご
し
て
い
る
）

全体(N=265) 46.4 44.9 21.1 19.2 19.2 16.2 0.4 1.9 0.8

【障がい種別】

身体障がい者(n=37) 29.7 40.5 27.0 32.4 18.9 8.1 0.0 8.1 0.0

知的障がい者(n=103) 23.3 52.4 21.4 46.6 18.4 3.9 0.0 2.9 1.0

精神障がい者(n=31) 61.3 41.9 6.5 16.1 12.9 3.2 0.0 0.0 0.0

手帳非所持者(n=105) 61.0 45.7 21.0 0.0 21.0 28.6 1.0 1.0 1.0

【発達障がい診断別】

受けている(n=184) 56.5 55.4 15.2 20.1 25.5 8.2 0.5 1.1 0.5

受けていない(n=70) 25.7 21.4 35.7 14.3 5.7 37.1 0.0 1.4 1.4
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２ ペアレント・メンターの認知状況  

問 30 あなたは，ペアレント・メンターという言葉を知っていますか。（○印は１つ） 

 

ペアレント・メンターの認知状況については，「言葉も内容も知っている」が 7.2％，「言

葉を知っているが，内容は知らない」が 7.9％，合計で 15.1％の認知率となっている。一

方，８割以上（82.3％）が「言葉も内容も知らない」と回答している。 

障がい種別では，精神障がい者で「言葉も内容も知っている」の割合がほかの障がいに

比べて高くなっている。 

発達障がいの診断を受けている人は受けていない人に比べ，「言葉を知っているが，内

容は知らない」の割合がやや高くなっている。 

子どもの年齢別では，12～14 歳で認知率がほかの年齢層を大きく上回っている。 

 

7.2

5.4

9.7

16.1

4.8

6.5

8.6

7.4

3.0

5.5

15.2

9.1

7.9

5.4

9.7

6.5

7.6

9.2

4.3

50.0

3.7

1.5

7.3

18.2

12.7

82.3

86.5

78.6

64.5

85.7

81.5

84.3

50.0

88.9

89.4

85.5

63.6

76.4

2.6

2.7

1.9

12.9

1.9

2.7

2.9

6.1

1.8

3.0

1.8

凡例（％）

全体(N=265)

【障がい種別】

身体障がい者(n=37)

知的障がい者(n=103)

精神障がい者(n=31)

手帳非所持者(n=105)

【発達障がい診断別】

受けている(n=184)

受けていない(n=70)

【子どもの年齢別】

０～２歳(n=2)

３～５歳(n=54)

６～８歳(n=66)

９～11歳(n=55)

12～14歳(n=33)

15～17歳(n=55)

言葉も内容も

知っている

言葉を知って

いるが，内容
は知らない

言葉も内容も

知らない

無回答

 
注：子どもの年齢別の「０～２歳」については，件数（n=）が少ないため参考値として参照 
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３ ペアレント・メンターへの相談意向  

問 31 あなたは，今後，ペアレント・メンターに相談してみたいですか。（○印は１つ） 

 

ペアレント・メンターへの相談意向については，約２割（20.4％）が「相談してみたい」 

と回答しており，「どちらともいえない」が 65.7％，「相談したくない」は 12.5％となっ

ている。 

障がい種別では，知的障がい者で「相談してみたい」の割合がほかの障がいに比べて高

くなっている。 

発達障がいの診断を受けている人では「相談してみたい」の割合が，診断を受けていな

い人を大きく上回っている。 

子どもの年齢別では，３～５歳で「どちらともいえない」の割合がほかの年齢層に比べ

て高くなっている。 

 

20.4

13.5

26.2

16.1

19.0

25.0

11.4

11.1

25.8

21.8

24.2

20.0

65.7

70.3

65.0

67.7

67.6

63.0

70.0

100.0

75.9

59.1

67.3

60.6

63.6

12.5

16.2

7.8

9.7

12.4

10.9

15.7

13.0

13.6

10.9

9.1

14.5

1.5

1.0

6.5

1.0

1.1

2.9

1.5

6.1

1.8

凡例（％）

全体(N=265)

【障がい種別】

身体障がい者(n=37)

知的障がい者(n=103)

精神障がい者(n=31)

手帳非所持者(n=105)

【発達障がい診断別】

受けている(n=184)

受けていない(n=70)

【子どもの年齢別】

０～２歳(n=2)

３～５歳(n=54)

６～８歳(n=66)

９～11歳(n=55)

12～14歳(n=33)

15～17歳(n=55)

相談してみたい どちらとも

いえない

相談したくない 無回答

 
注：子どもの年齢別の「０～２歳」については，件数（n=）が少ないため参考値として参照 
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【６】行政の福祉施策について 

１ 市が力を入れるべき取組  

問 32 障がいのある人にとって暮らしやすいまちをつくるためには，福山市はどのよう

な取組に力を入れるべきだと思いますか。最も力を入れるべきだと思う項目を，上

位５つまで選んでください。（主なもの５つまでに○印） 

 

市が力を入れるべき取組については，「医療費の助成や手当の支給など経済的な支援を

充実する」の割合が 57.7％と最も高く，ほぼ並んで「身近な場所で気軽に相談できる場所

を増やす」（57.0％）が続き，以下「就労のための支援や働く場を増やす」（54.7％），「障

がい福祉サービスを利用しやすくする」（50.9％），「誰もが障がいについて学び，理解を

深める機会を増やす」（46.4％）の順となっている。 

 

57.7

57.0

54.7

50.9

46.4

34.3

21.5

19.2

16.6

15.5

10.6

8.3

5.7

3.0

3.4

1.9

1.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

医療費の助成や手当の支給など

経済的な支援を充実する

身近な場所で気軽に相談できる場所を増やす

就労のための支援や働く場を増やす

障がい福祉サービスを利用しやすくする

誰もが障がいについて学び，

理解を深める機会を増やす

医療・保健・福祉に関する情報提供を充実する

障がいがあっても移動しやすい道路や

交通機関など利便性を向上する

財産や権利を守る支援を充実する

参加しやすいスポーツ，芸術・文化活動，

生涯学習を充実する

災害時の避難支援体制を充実する

地域で生活するための住まいを確保する

施設や建物をバリアフリー化する

住民と障がいのある人がふれあう機会や

コミュニケーションの場を充実する

手話や音声などを活用し情報を手に入れやすくする

その他

特にない

無回答

全体(N=265)

（％）
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障がい種別では，身体障がい者で「障がい福祉サービスを利用しやすくする」「医療・

保健・福祉に関する情報提供を充実する」「災害時の避難支援体制を充実する」「施設や建

物をバリアフリー化する」，知的障がい者で「医療費の助成や手当の支給など経済的な支

援を充実する」「地域で生活するための住まいを確保する」，精神障がい者で「就労のため

の支援や働く場を増やす」の割合がそれぞれほかの障がいに比べて高くなっている。 

発達障がいの診断を受けている人では「身近な場所で気軽に相談できる場所を増やす」

「就労のための支援や働く場を増やす」などの割合が，診断を受けていない人を大きく上

回っている。 

 

単位（％）

医
療
費
の
助
成
や
手
当
の

支
給
な
ど
経
済
的
な
支
援

を
充
実
す
る

身
近
な
場
所
で
気
軽
に
相

談
で
き
る
場
所
を
増
や
す

就
労
の
た
め
の
支
援
や
働

く
場
を
増
や
す

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
や
す
く
す
る

誰
も
が
障
が
い
に
つ
い
て

学
び
，
理
解
を
深
め
る
機

会
を
増
や
す

医
療
・
保
健
・
福
祉
に
関

す
る
情
報
提
供
を
充
実
す

る 障
が
い
が
あ

っ
て
も
移
動

し
や
す
い
道
路
や
交
通
機

関
な
ど
利
便
性
を
向
上
す

る 財
産
や
権
利
を
守
る
支
援

を
充
実
す
る

全体(N=265) 57.7 57.0 54.7 50.9 46.4 34.3 21.5 19.2

【障がい種別】

身体障がい者(n=37) 59.5 40.5 35.1 67.6 29.7 48.6 32.4 13.5

知的障がい者(n=103) 67.0 58.3 58.3 56.3 48.5 36.9 25.2 24.3

精神障がい者(n=31) 58.1 51.6 64.5 58.1 45.2 32.3 12.9 22.6

手帳非所持者(n=105) 47.6 63.8 51.4 45.7 49.5 33.3 20.0 16.2

【発達障がい診断別】

受けている(n=184) 59.8 60.9 63.0 47.8 50.0 34.2 21.2 21.7

受けていない(n=70) 51.4 50.0 32.9 57.1 38.6 31.4 21.4 15.7
 

単位（％）

参
加
し
や
す
い
ス
ポ
ー

ツ
，
芸
術
・
文
化
活
動
，

生
涯
学
習
を
充
実
す
る

災
害
時
の
避
難
支
援
体
制

を
充
実
す
る

地
域
で
生
活
す
る
た
め
の

住
ま
い
を
確
保
す
る

施
設
や
建
物
を
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
す
る

住
民
と
障
が
い
の
あ
る
人

が
ふ
れ
あ
う
機
会
や
コ

ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

を
充
実
す
る

手
話
や
音
声
な
ど
を
活
用

し
情
報
を
手
に
入
れ
や
す

く
す
る

そ
の
他

特
に
な
い

全体(N=265) 16.6 15.5 10.6 8.3 5.7 3.0 3.4 1.9

【障がい種別】

身体障がい者(n=37) 13.5 29.7 2.7 32.4 5.4 2.7 5.4 2.7

知的障がい者(n=103) 10.7 18.4 17.5 9.7 8.7 3.9 2.9 0.0

精神障がい者(n=31) 16.1 16.1 6.5 3.2 6.5 6.5 0.0 0.0

手帳非所持者(n=105) 22.9 13.3 8.6 5.7 2.9 1.9 2.9 2.9

【発達障がい診断別】

受けている(n=184) 17.9 14.1 13.6 6.0 5.4 3.8 3.3 1.1

受けていない(n=70) 14.3 20.0 4.3 12.9 7.1 1.4 4.3 4.3
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Ⅲ-３ 資料 調査票 

 

福福
ふくやま

市
し

 福福
ふ く し

に関
かん

するアンケート調調
ちょうさ

 

【 ご 協 協
きょうりょく

のお願
ねが

い 】 

日日
ひ ご ろ

より，本市
ほ ん し

の福福
ふ く し

行 行
ぎょうせい

にご理理
り か い

とご 協 協
きょうりょく

をいただき厚
あつ

く御御
おんれい

申
もう

し上
あ

げます。 

本市
ほ ん し

では， 障
しょう

がい福福
ふ く し

サービスの支支
しきゅう

方方
ほうしん

をとりまとめた「福福
ふくやま

市
し

障
しょう

がい福福
ふ く し

計計
けいかく

」等
とう

の策策
さくてい

に取
と

り組
く

んでいます。 

この調調
ちょうさ

は，計計
けいかく

の策策
さくてい

にあたって，市市
し な い

にお住
す

まいの 障
しょう

がい者
しゃ

手手
てちょう

をお持
も

ちの方
かた

を対 対
たいしょう

に，福福
ふ く し

サービスに対
たい

するご意意
い け ん

などをお 伺
うかが

いし，計計
けいかく

づくりに役役
や く だ

てる基基
き そ

資資
しりょう

とするものです。 

このアンケート調調調
ちょうさひょう

は，身身
しんたい

障
しょう

がい者
しゃ

手手
てちょう

，療 療
りょういく

手手
てちょう

，精精
せいしん

障
しょう

がい者
しゃ

保保
ほ け ん

福福
ふ く し

手手
てちょう

のいずれかをお持
も

ちの方
かた

，または福福
ふ く し

サービスを利多
り よ う

している方
かた

（本本
ほんねん

７月
がつ

１日
にち

現現
げんざい

）から無無無
む さ く い

に 抽
ちゅう

出
しゅつ

した方
かた

にお送
おく

りし，回回
かいとう

をお願
ねが

いしています。 

調調
ちょうさ

は，無無無
む き め い

でご回回
かいとう

いただきますので，回回
かいとう

された方
かた

が特策
とくてい

されたり，個個
こ じ ん

の

回回
かいとう

市内
ないよう

が明
あき

らかにされることはありません。 

ご多多
た よ う

のところ 誠
まこと

にお手手
て す う

をおかけしますが，調調
ちょうさ

の趣趣
し ゅ し

をご理理
り か い

いただき，回回
かいとう

にご 協 協
きょうりょく

くださいますようお願
ねが

い申
もう

し上
あ

げます。 
 

2023本
ねん

（令令
れ い わ

５本
ねん

）７月
がつ

 

福
ふく

 福
やま

 市
し

 

 

【 調調
ちょうさ

に関
かん

する問
と

い合
あ

わせ先
さき

 】 

福福
ふくやま

市
し

 保保
ほ け ん

福福
ふ く し

局
きょく

 福福福
ふ く し ぶ

 障
しょう

がい福福福
ふ く し か

 

〒720-8501 福福
ふくやま

市
し

東
ひがし

桜
さくら

町
まち

３番
ばん

５号
ごう

 

ＴＥＬ：（０８４）９２８－１２０８ 

ＦＡＸ：（０８４）９２８－１７３０ 

 

この調調調
ちょうさひょう

は，８月
がつ

１４日
にち

（月
げつ

曜日
よ う び

）までに，同同
どうふう

の返返多
へんしんよう

同封
ふうとう

に入
い

れて，

無無無
む き め い

で返送
へんそう

してください。（切手
き っ て

は不不
ふ よ う

です。） 
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ＳＰコードは省略しています。 
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【 ご無入
きにゅう

にあたってのお願
ねが

い 】 
 

１ このアンケートに直 直
ちょくせつ

お書
か

きください。 

２ このアンケートは，手手
てちょう

や福福
ふ く し

サービスを受 支
じゅきゅう

しているお子
こ

さんのこ

とについてお 伺
うかが

いしています。お子
こ

さんのお 考
かんが

えをお聞
き

きの上
うえ

，また

は，ご意意
い こ う

を尊 尊
そんちょう

してお回
こた

えください。 

３ 市
し

役役
やくしょ

の 職 職
しょくいん

が， 直 直
ちょくせつ

聞
き

き取
と

りをさせていただくことも可可
か の う

です。

希希
き ぼ う

される方
かた

は，福福
ふくやま

市
し

障
しょう

がい福福
ふ く し

福
か

までご連連
れんらく

ください。 

４ 回回
かいとう

は，２０２３本
ねん

（令令
れ い わ

５本
ねん

）７月
がつ

１日
にち

現現
げんざい

の市内
ないよう

をお回
こた

えくださ

い。 

５ 回
こた

えにくいことや回
こた

えたくない質問
しつもん

には，無理
む り

にお回
こた

えいただく必不
ひつよう

は

ありません。 
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 はじめに，お回
こた

えいただく方
かた

についておたずねします 
 

問
とい

１ このアンケートにお回
こた

えいただくのは，どなたですか。（○ 印
じるし

は１つ） 

１ 宛無
あ て な

のご本個
ほんにん

の保介
ほ ご

者
しゃ

 

２ その他
た

の家族
か ぞ く

 

３ 家族
か ぞ く

以以
い が い

の介介者
かいじょしゃ

 

 

 お子
こ

さんのことについておたずねします 
 

問
とい

２ お子
こ

さんの住
す

んでいる小 小
しょうがっ

校
こう

校
く

をお回
こた

えください。（○ 印
じるし

は１つ） 

※ 小 小
しょうがっ

校
こう

校
く

の無名
な ま え

はあいうえお 順
じゅん

に並
なら

んでいます。 

１ 赤赤
あかさか

 15 春日
か す が

 29 新新
しんがい

 43 長長
ながはま

 57 松松
まつなが

 

２ 曙
あけぼの

 16 霞
かすみ

 30 瀬瀬
せ と

 44 西
にし

 58 道 上
みちのうえ

 

３ 旭
あさひ

 17 金金
か な え

 31 千千
せ ん だ

 45 西西西
に し ふ か つ

 59 緑 緑
みどりがおか

 

４ 旭 緑
あさひがおか

 18 精神
か む ら

 32 想
そう

青
せい

小学
がくえん

 46 野野
の の

長
はま

 60 南
みなみ

 

５ 網網
あ び き

 19 加加
か も

 33 高高
たかしま

 47 東
ひがし

 61 御野
み の

 

６ 有有
あ り ま

 20 川川
かわぐち

 34 竹
たけ

尋
ひろ

 48 光
ひかり

 62 箕高
みのしま

 

７ 泉
いずみ

 21 川川
かわぐち

東
ひがし

 35 多多
た じ

米
め

 49 網野
ひ き の

 63 水水
み の み

 

８ 伊伊緑
い せ が お か

 22 精神
かんなべ

 36 中 中
ちゅうじょう

 50 久松
ひさまつ

台
だい

 64 御御
み ゆ き

 

９ 遺遺緑
いほうがおか

 23 熊野
く ま の

 37 常金常
つねかねまる

 51 日日
ひ よ し

台
だい

 65 明 明
みょうおう

台
だい

 

10 駅家
え き や

 24 蔵明
ざ お う

 38 西津
つ の

郷
ごう

 52 西西
ふ か つ

 66 宜福
むべやま

 

11 駅家
え き や

北
きた

 25 桜 緑
さくらがおか

 39 坪坪
つ ぼ う

 53 福福
ふくそう

 67 柳西
やないづ

 

12 駅家西
え き や に し

 26 福南
さ ん な

 40 手
て

城
しろ

 54 藤金
ふ じ え

 68 福手
や ま て

 

13 大大台
おおたにだい

 27 樹
じゅ

徳
とく

 41 瀬手
と で

 55 本郷
ほんごう

 69 湯千
ゆ だ

 

14 大西
お お つ

野
の

 28 新市
しんいち

 42 鞆
とも

の浦
うら

小学
がくえん

 56 幕福
まくやま

   

※ わからない場合
ば あ い

は，町 無
ちょうめい

等
とう

をお書
か

きください。 

（福福
ふくやま

市
し

        町
ちょう

       丁丁
ちょうめ

） 
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問
とい

３ お子
こ

さんの本年
ねんれい

をお回
こた

えください。（○ 印
じるし

は１つ） 

１ ０～２歳
さい

 ３ ６～８歳
さい

 ５ １２～１４歳
さい

 

２ ３～５歳
さい

 ４ ９～１１歳
さい

 ６ １５～１７歳
さい

 

 

問
とい

４ お子
こ

さんは①次
つぎ

の手手
てちょう

をお持
も

ちですか。②身身
しんたい

障
しょう

がい者
しゃ

手手
てちょう

をお持
も

ちの場合
ば あ い

は，手手
てちょう

に書
か

かれている 障
しょう

がい無
めい

もお回
こた

えください。（あてはまるものすべてに○ 印
じるし

） 

① お持
も

ちの手手
てちょう

の種種
しゅるい

 

１ 身身
しんたい

障
しょう

がい者
しゃ

手手
てちょう

１ 級
きゅう

 ７ 療 療
りょういく

手手
てちょう

 Ａ 

２ 身身
しんたい

障
しょう

がい者
しゃ

手手
てちょう

２ 級
きゅう

 ８ 療 療
りょういく

手手
てちょう

Ａ 

３ 身身
しんたい

障
しょう

がい者
しゃ

手手
てちょう

３ 級
きゅう

 ９ 療 療
りょういく

手手
てちょう

 Ｂ 

４ 身身
しんたい

障
しょう

がい者
しゃ

手手
てちょう

４ 級
きゅう

 10 療 療
りょういく

手手
てちょう

Ｂ 

５ 身身
しんたい

障
しょう

がい者
しゃ

手手
てちょう

５ 級
きゅう

 11 精精
せいしん

障
しょう

がい者
しゃ

保保
ほ け ん

福福
ふ く し

手手
てちょう

１ 級
きゅう

 

６ 身身
しんたい

障
しょう

がい者
しゃ

手手
てちょう

６ 級
きゅう

 12 精精
せいしん

障
しょう

がい者
しゃ

保保
ほ け ん

福福
ふ く し

手手
てちょう

２ 級
きゅう

 

 13 精精
せいしん

障
しょう

がい者
しゃ

保保
ほ け ん

福福
ふ く し

手手
てちょう

３ 級
きゅう

 

 14 手手
てちょう

は持
も

っていない 

② （身身
しんたい

障
しょう

がい者
しゃ

手手
てちょう

をお持
も

ちの場合
ば あ い

のみ）手手
てちょう

に書
か

かれている 障
しょう

がい無
めい

をお回
こた

えくださ

い。 

１ 視視
し か く

障
しょう

がい ５ 肢身
し た い

不自自
ふ じ ゆ う

（上肢
じょうし

） 

２ 聴 視
ちょうかく

障
しょう

がい ６ 肢身
し た い

不自自
ふ じ ゆ う

（下肢
か し

） 

３ 平
へい

衡
こう

機可
き の う

障
しょう

がい ７ 肢身
し た い

不自自
ふ じ ゆ う

（身体
たいかん

） 

４ 音音
おんせい

・言言
げ ん ご

・そしゃく機可
き の う

障
しょう

がい ８ 市福
な い ぶ

障
しょう

がい 
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問
とい

５ お子
こ

さんは，次
つぎ

にあげる項丁
こうもく

について，医医
い し

からの診診
しんだん

や認策
にんてい

などを受
う

けていますか。 

（○ 印
じるし

は１つずつ） 

(1) 難 難
なんびょう

※１の診診
しんだん

 １ 受
う

けている ２ 受
う

けていない 

(2) 発発
はったつ

障
しょう

がい※２の診診
しんだん

 １ 受
う

けている ２ 受
う

けていない 

(3) 高
こう

次
じ

脳
のう

機可
き の う

障
しょう

がい※３の診診
しんだん

 １ 受
う

けている ２ 受
う

けていない 

(4) 自役
じ り つ

支支
し え ん

医療
いりょう

（精精
せいしん

通通
つういん

）の受支者
じゅきゅうしゃ

証
しょう

 １ 持
も

っている ２ 持
も

っていない 

(5) 医療医
いりょうてき

ケア※４ １ 受
う

けている ２ 受
う

けていない 

(6) 尊 重
じゅうしょう

心身
しんしん

障
しょう

がい※５の診診
しんだん

 １ 受
う

けている ２ 受
う

けていない 

 

※１ 難 難
なんびょう

（特策
とくてい

疾疾
しっかん

）とは，パーキンソン 難
びょう

や筋
きん

ジストロフィーなどの多療治
ちりょうほう

が確役
かくりつ

していない疾難
しっぺい

その他
た

の特特
とくしゅ

な疾難
しっぺい

をいいます。 

※２ 発発
はったつ

障
しょう

がいとは，自自
じ へ い

スペクトラム 重
しょう

，注意
ちゅうい

欠欠
けつじょ

・多多
た ど う

重
しょう

(ＡＤＨＤ)， 小 学
がくしゅう

障
しょう

がい（ＬＤ），トゥレット

重症症
しょうこうぐん

，吃音
きつおん

などをいいます。 

※３ 高次脳
こ う じ の う

機可
き の う

障
しょう

がいとは，一一
いっぱん

に，以外外
がいしょうせい

脳
のう

損 外
そんしょう

，脳脳脳
のうけっかん

障
しょう

がい等
とう

により脳
のう

に損 外
そんしょう

を受
う

け，その後遺重
こういしょう

等
とう

とし

て 坪
しょう

じた無記
き お く

障
しょう

がい，注意
ちゅうい

障
しょう

がい，社社医
しゃかいてき

行多
こうどう

障
しょう

がい，失言
し つ ご

などの認認
に ん ち

障
しょう

がい等
とう

を指
さ

すものとされており，

具身医
ぐ た い て き

には「社会
か い わ

がうまくかみ合
あ

わない」等
とう

の 重 状
しょうじょう

があります。 

※４ 医療医
いりょうてき

ケアとは，個人
じんこう

呼呼器
こ き ゅ う き

の使多
し よ う

，たんの呼 網
きゅういん

や経脳
けいかん

栄栄
えいよう

などを 行
おこな

うことをいいます。 

※５ 尊 重
じゅうしょう

心身
しんしん

障
しょう

がいとは，尊制
じゅうど

の肢身
し た い

不自自
ふ じ ゆ う

と尊制
じゅうど

の認医
ち て き

障
しょう

がいが尊 重
ちょうふく

した状 状
じょうたい

のことをいいます。 

 

問
とい

６ お子
こ

さんは「強制
きょうど

行多
こうどう

障
しょう

がい※６」があると言
い

われたことがありますか。（○ 印
じるし

は１つ） 

１ ある ２ ない 

 

※６ 強制
きょうど

行多
こうどう

障
しょう

がいとは，自外
じしょう

，他外
たしょう

，こだわり，もの壊
こわ

し，睡睡
すいみん

の乱
みだ

れ，異異
いしょく

，多多
た ど う

など本個
ほんにん

や周範
しゅうい

の個
ひと

の暮
く

ら

しに影 影
えいきょう

を及
およ

ぼす行多
こうどう

が， 著
いちじる

しく高
たか

い頻制
ひ ん ど

で起
お

こるため，特特
とくべつ

に配配
はいりょ

された支支
し え ん

が必不
ひつよう

になっている状 状
じょうたい

の

ことをいいます。児児
じ ど う

の通役
つうしょ

受支者
じゅきゅうしゃ

証
しょう

の支支支
しきゅうりょう

等
とう

の欄
らん

に「加加
か さ ん

強制
きょうど

行多
こうどう

」と印印
い ん じ

されている場合
ば あ い

や以 出
がいしゅつ

支支
し え ん

で
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行多
こうどう

支介
え ん ご

を利多
り よ う

している場合
ば あ い

，医医
い し

や療 療
りょういく

機関
き か ん

等
とう

から指指
し て き

されたことがある場合
ば あ い

等
とう

は「１」としてください。 

 

 

 



168 

 
 

 障
しょう

がい福福
ふ く し

サービス等
とう

の利多
り よ う

についておたずねします 
 

問
とい

７ お子
こ

さんが，現現
げんざい

利多
り よ う

している 障
しょう

がい福福
ふ く し

サービスについておたずねします。 

(1) 現現
げんざい

，支支
しきゅう

決策
けってい

を受
う

けて利多
り よ う

しているサービスをすべてお回
こた

えください。 

※ 受支者
じゅきゅうしゃ

証
しょう

の無記
き さ い

市内
ないよう

を参考
さんこう

にしてください。 

(2) 今後
こ ん ご

，３本
ねん

以市
い な い

に利多
り よ う

したいサービスはありますか。（あてはまるものすべてに○ 印
じるし

） 

（あてはまるものすべてに○ 印
じるし

） 

回回欄
かいとうらん

 

問
とい

７(1) 問
とい

７(2) 

現
現

げ
ん
ざ
い

，
利
多

り
よ
う

し
て
い
る 

サ
ー
ビ
ス
番
号

ば
ん
ご
う

に
○
印

じ
る
し

→ 

今
後

こ
ん
ご

，
３
本 ね

ん

以
市

い
な

い

に
利
多

り
よ
う

し
た

い 

サ
ー
ビ
ス
番
号

ば
ん
ご
う

に
○
印

じ
る
し

→ 

１ 児児
じ ど う

発発
はったつ

支支
し え ん

 

未就小児
み し ゅ う が く じ

に対
たい

して， 日 常
にちじょう

坪生
せいかつ

における基本医
き ほ ん て き

な多無
ど う さ

の指指
し ど う

，認知
ち し き

や技可
ぎ の う

の付付
ふ よ

， 収 団
しゅうだん

坪生
せいかつ

への適応
てきおう

訓訓
くんれん

などの支支
し え ん

を 行
おこな

うサービスです。 

１ １ 

２ 居居
きょたく

訪問宿
ほうもんがた

 

児児
じ ど う

発発
はったつ

支支
し え ん

 

尊制
じゅうど

の 障
しょう

がいがあり，以 出
がいしゅつ

することが非常
ひじょう

に困難
こんなん

な

未就小児
み し ゅ う が く じ

に対
たい

して，自居
じ た く

を訪問
ほうもん

し， 日 常
にちじょう

坪生
せいかつ

に必不
ひつよう

な多無
ど う さ

の指指
し ど う

や，認知
ち し き

や技可
ぎ の う

を身
み

に付
つ

けるための支介
えんじょ

を 行
おこな

うサービスです。 

２ ２ 

３ 医療宿
いりょうがた

児児
じ ど う

 

発発
はったつ

支支
し え ん

 

主
おも

に未就小児
み し ゅ う が く じ

に対
たい

して，医療医
いりょうてき

脳理下
か ん り か

で， 日 常
にちじょう

坪生
せいかつ

における基本医
き ほ ん て き

な多無
ど う さ

の指指
し ど う

，認知
ち し き

や技可
ぎ の う

の付付
ふ よ

，

収 団
しゅうだん

坪生
せいかつ

への適応
てきおう

訓訓
くんれん

などの支支
し え ん

と多療
ちりょう

を 行
おこな

うサー
ビスです。 

３ ３ 

４ 放福後
ほ う か ご

等
とう

デイ 

サービス 

就小児
しゅうがくじ

に対
たい

して，小校
がっこう

の 授 事
じゅぎょう

終終後
しゅうりょうご

や 休 校
きゅうこう

日
び

に，

施施
し せ つ

に通
かよ

い，坪生
せいかつ

可 協
のうりょく

の 意 上
こうじょう

のために必不
ひつよう

な訓訓
くんれん

や，社社
しゃかい

との交 交
こうりゅう

促進
そくしん

などの支支
し え ん

を 行
おこな

うサービスで

す。 

４ ４ 

５ 保療役
ほ い く し ょ

等
とう

訪問
ほうもん

支支
し え ん

 

保療役
ほ い く し ょ

や小校
がっこう

などを訪問
ほうもん

し， 収 団
しゅうだん

坪生
せいかつ

への適応
てきおう

のた

めの専専医
せんもんてき

な支支
し え ん

などを 行
おこな

うサービスです。 
５ ５ 

 

次
つぎ

のページへ続
つづ

く 
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（あてはまるものすべてに○ 印
じるし

） 

回回欄
かいとうらん

 

問
とい

７(1) 問
とい

７(2) 

現
現

げ
ん
ざ
い

，
利
多

り
よ
う

し
て
い
る 

サ
ー
ビ
ス
番
号

ば
ん
ご
う

に
○
印

じ
る
し

→ 

今
後

こ
ん
ご

，
３
本 ね

ん

以
市

い
な

い

に
利
多

り
よ
う

し
た

い 

サ
ー
ビ
ス
番
号

ば
ん
ご
う

に
○
印

じ
る
し

→ 

６ 居居
きょたく

介介
か い ご

 

（ ホ ー ム ヘ ル

プ） 

ホームヘルパーが，自居
じ た く

を訪問
ほうもん

して，入 入
にゅうよく

，排
はい

せつ，

異食
しょくじ

等
とう

の介介
か い ご

，調理
ちょうり

，洗洗
せんたく

，掃掃
そ う じ

等
とう

の家食
か じ

，坪生
せいかつ

等
とう

に

関
かん

する介言
じょげん

などを 行
おこな

うサービスです。 

６ ６ 

７ 行多
こうどう

支介
え ん ご

 

認医
ち て き

障
しょう

がいや精精
せいしん

障
しょう

がいにより行多
こうどう

が困難
こんなん

で常
つね

に

介介
か い ご

が必不
ひつよう

な児児
じ ど う

に，居居
きょたく

市
ない

での意見
み ま も

り， 以 出
がいしゅつ

時
じ

の

移多
い ど う

の補介
ほ じ ょ

などを 行
おこな

うサービスです。 

７ ７ 

８ 同行
どうこう

支介
え ん ご

 

視視
し か く

障
しょう

がいにより，移多
い ど う

することが非常
ひじょう

に困難
こんなん

な

児児
じ ど う

に， 以 出
がいしゅつ

に必不
ひつよう

な 情 情
じょうほう

の 提 提
ていきょう

や，移多
い ど う

の支介
え ん ご

などを 行
おこな

うサービスです。 

８ ８ 

９ 短短
た ん き

入 役
にゅうしょ

 

（ショートステイ） 

介介
か い ご

する個
ひと

が難気
びょうき

の時
とき

などに，児児
じ ど う

が施施
し せ つ

に短短短
た ん き か ん

入 役
にゅうしょ

し， 入 入
にゅうよく

，排
はい

せつ，異食
しょくじ

の介介
か い ご

などを 行
おこな

う

サービスです。 

９ ９ 

10 福福宿
ふ く し が た

児児
じ ど う

 

入 役
にゅうしょ

支支
し え ん

 

障
しょう

がい児
じ

入 役
にゅうしょ

施施
し せ つ

に入 役
にゅうしょ

する児児
じ ど う

に対
たい

して，保介
ほ ご

・
日 常
にちじょう

坪生
せいかつ

の指指
し ど う

，認知
ち し き

や技可
ぎ の う

の付付
ふ よ

を 行
おこな

うサービス

です。 

10 10 

11 医療宿
いりょうがた

児児
じ ど う

 

入 役
にゅうしょ

支支
し え ん

 

障
しょう

がい児
じ

入 役
にゅうしょ

施施
し せ つ

や指策
し て い

医療
いりょう

機関
き か ん

に 入 役
にゅうしょ

などをす

る児児
じ ど う

に対
たい

して，保介
ほ ご

・日 常
にちじょう

坪生
せいかつ

の指指
し ど う

，認知
ち し き

や技可
ぎ の う

の付付
ふ よ

や多療
ちりょう

を 行
おこな

うサービスです。 

11 11 

 

次
つぎ

のページへ続
つづ

く 
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（あてはまるものすべてに○ 印
じるし

） 

回回欄
かいとうらん

 

問
とい

７(1) 問
とい

７(2) 

現
現

げ
ん
ざ
い

，
利
多

り
よ
う

し
て
い
る 

サ
ー
ビ
ス
番
号

ば
ん
ご
う

に
○
印

じ
る
し

→ 

今
後

こ
ん
ご

，
３
本 ね

ん

以
市

い
な

い

に
利
多

り
よ
う

し
た

い 

サ
ー
ビ
ス
番
号

ば
ん
ご
う

に
○
印

じ
る
し

→ 

12 計計
けいかく

福相
そうだん

支支
し え ん

 

・ 障
しょう

がい児
じ

福相
そうだん

支
し

支
えん

 

障
しょう

がい児
じ

通役
つうしょ

支支
し え ん

を利多
り よ う

する児児
じ ど う

に，サービスの

利多
り よ う

開始
か い し

時
じ

や更新
こうしん

・変更
へんこう

時
じ

に利多
り よ う

計計
けいかく

案
あん

を無作
さくせい

すると

ともに，策短医
て い き て き

に利多
り よ う

状 状
じょうきょう

を検
けん

証
しょう

し，サービス

提 提
ていきょう

食
じ

事 者
ぎょうしゃ

との連連
れんらく

調 調
ちょうせい

を 行
おこな

うサービスです。 

12 12 

13 尊制
じゅうど

障
しょう

がい者
しゃ

等
とう

包包
ほうかつ

支支
し え ん

 

寝
ね

たきりなどで常
つね

に介介
か い ご

が必不
ひつよう

で，介介
か い ご

の必不
ひつよう

な程制
て い ど

が非常
ひじょう

に高
たか

い児児
じ ど う

に，居居
きょたく

介介
か い ご

（ホームヘルプ）など

のサービスを，ほかのサービスと組
く

み合
あ

わせながら 行
おこな

うサービスです。 

13 13 

14 移多
い ど う

支支
し え ん

 
一個
ひ と り

で移多
い ど う

することが困難
こんなん

な個
ひと

に，自役
じ り つ

した 日 常
にちじょう

坪生
せいかつ

や社社
しゃかい

参加
さ ん か

のための支支
し え ん

を 行
おこな

うサービスです。 
14 14 

15 日 中
にっちゅう

一時
い ち じ

支支
し え ん

 
日 中
にっちゅう

において，介介者
か い ご し ゃ

の休 休
きゅうそく

や不現
ふ ざ い

の時
とき

に，意見
み ま も

り

と日 中
にっちゅう

生多
かつどう

の場
ば

を提
てい

提
きょう

するサービスです。 
15 15 

16 支支
しきゅう

決策
けってい

を受
う

けているサービスはない・利多
り よ う

したいサービスはない 16 16 

 

 

 

 

 

【 問
とい

７(1)で「１～15」のいずれかを選
えら

んだ方
かた

は，次
つぎ

は問
とい

８にお進
すす

みください。 

「16」を選
えら

んだ方
かた

は，次
つぎ

は問
とい

14 にお進
すす

みください。】 
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【 問
とい

７(1)で「１～15」のいずれかを選
えら

んだ方
かた

におたずねします。 】 

問
とい

８ お子
こ

さんが利多
り よ う

したことのある 障
しょう

がい福福
ふ く し

サービスに対
たい

して，困
こま

ったことがありましたか。 

（あてはまるものすべてに○ 印
じるし

） 

１ 利多
り よ う

したいサービスがあるのに中 条
じょうけん

 ６ 子
こ

どもが利多
り よ う

できるサービスが少
すく

ない 

が合
あ

わず利多
り よ う

できない ７ 建建
たてもの

や施設
せ つ び

が 障
しょう

がいに配配
はいりょ

されていない 

２ 支支
しきゅう

決策
けってい

までに時短
じ か ん

がかかりすぎる ８ サービス市内
ないよう

についての情 情
じょうほう

が少
すく

ない 

３ 身身
み ぢ か

な施施
し せ つ

や食事役
じぎょうしょ

を利多
り よ う

できない ９ その他
た

（               ） 

４ 利多
り よ う

したい日
ひ

や時短
じ か ん

に利多
り よ う

できない 10 特
とく

にない 

５ こちらの不希
ようぼう

を聞
き

いてくれない 

 

【 問
とい

７(1)で「１ 児児
じ ど う

発発
はったつ

支支
し え ん

」や「４ 放福後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス」を現現
げんざい

利多
り よ う

している方
かた

におたずねしま

す。それ以以
い が い

の方
かた

は問
とい

15 へお進
すす

みください。 】 

問
とい

９ お子
こ

さんが現現
げんざい

「児児
じ ど う

発発
はったつ

支支
し え ん

」や「放福後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス」を利多
り よ う

している主
おも

な理自
り ゆ う

は何
なん

です

か。（あてはまるものすべてに○ 印
じるし

） 

１ 保介
ほ ご

者
しゃ

が 働
はたら

いているから  

２  子
こ

どもを家
いえ

でみることが大変
たいへん

だから  

３  放福後
ほ う か ご

児児
じ ど う

クラブでの収 団
しゅうだん

生多
かつどう

は子
こ

どもがなじむことができなかったから 

４  土日
ど に ち

や休 日
きゅうじつ

，長短
ちょうき

休 事
きゅうぎょう

中
ちゅう

でも利多
り よ う

できるから  

５  放福後
ほ う か ご

を過
す

ごす場役
ば し ょ

がないから  

６  小校
がっこう

との連連
れんらく

がとりやすいから  

７  医療医
いりょうてき

ケアが必不
ひつよう

な子
こ

どもに対応
たいおう

しているから  

８  利多
り よ う

個手
にんずう

（策職手
ていいんすう

）がちょうどよいから  

９  指指職
し ど う い ん

の個手
にんずう

が不 区
じゅうぶん

だから  

10  建建
たてもの

や室市
しつない

がバリアフリー文
か

されているから  

11  保介
ほ ご

者
しゃ

の希希
き ぼ う

をよく聞
き

いてくれるから  

12  子
こ

どもの作 長
せいちょう

に気
き

になることや不不
ふ あ ん

があったから 

13  小校
がっこう

や保療役
ほ い く し ょ

，保保医
ほ け ん し

などから介言
じょげん

があったから 

14  小学精
がくしゅうめん

に不不
ふ あ ん

があるから 

15  保
けん

診
しん

などで介言
じょげん

があったから  

16  その他
た

（                             ） 
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【 問
とい

７(1)で「１ 児児
じ ど う

発発
はったつ

支支
し え ん

」や「４ 放福後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス」を現現
げんざい

利多
り よ う

している方
かた

におたずねしま

す。 】 

問
とい

10 お子
こ

さんが現現
げんざい

利多
り よ う

している「児児
じ ど う

発発
はったつ

支支
し え ん

」や「放福後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス」について，今後
こ ん ご

，

利多
り よ う

日手
にっすう

を増
ふ

やしたい，または軽
へ

らしたいと思
おも

いますか。（○ 印
じるし

は１つ） 

１ 今後
こ ん ご

，利多
り よ う

日手
にっすう

を増
ふ

やしたい 

２ 今後
こ ん ご

，利多
り よ う

日手
にっすう

を軽
へ

らしたい 

３ 現現
げんざい

のままでよい 

 

【 問
とい

７(1)で「１ 児児
じ ど う

発発
はったつ

支支
し え ん

」や「４ 放福後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス」を現現
げんざい

利多
り よ う

している方
かた

におたずねしま

す。 】 

問
とい

11 お子
こ

さんが現現
げんざい

利多
り よ う

している「児児
じ ど う

発発
はったつ

支支
し え ん

」や「放福後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス」について，お子
こ

さん

の療 療
りょういく

に良
よ

い影 影
えいきょう

があると思
おも

いますか。（○ 印
じるし

は１つ） 

１ 思
おも

う ２ まあまあ思
おも

う ３ 思
おも

わない 

 

 

 

【 問
とい

11 で「３」を選
えら

んだ方
かた

におたずねします。 】 

問
とい

12 お子
こ

さんの療 療
りょういく

に良
よ

い影 影
えいきょう

があると思
おも

わない理自
り ゆ う

は何
なん

ですか。 

（あてはまるものすべてに○ 印
じるし

） 

１ 子
こ

どもの坪生精
せいかつめん

や小学精
がくしゅうめん

に改改
かいぜん

がみられないため 

２ 子
こ

どもの現現
げんざい

の発発
はったつ

状 状
じょうきょう

について，どの程制
て い ど

改改
かいぜん

しているのか把把
は あ く

しにくいため 

３ 食事役
じぎょうしょ

のサービスが子
こ

どもに適
てき

しているのかわからないため 

４ その他
た

（                              ） 

 

 

 

 

 

【 次
つぎ

は問
とい

13 へ 】 



174 

 

【 問
とい

７(1)で「１ 児児
じ ど う

発発
はったつ

支支
し え ん

」や「４ 放福後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス」を現現
げんざい

利多
り よ う

している方
かた

におたずねしま

す。 】 

問
とい

13 お子
こ

さんが現現
げんざい

利多
り よ う

している，または利多
り よ う

したことがある「児児
じ ど う

発発
はったつ

支支
し え ん

」や「放福後
ほ う か ご

等
とう

デイ

サービス」について困
こま

ったことがありましたか。（あてはまるものすべてに○ 印
じるし

） 

１ サービス市内
ないよう

について情 情
じょうほう

を入 手
にゅうしゅ

するのが 難
むずか

しかった 

２ 申申
しんせい

から支支
しきゅう

決策
けってい

までに時短
じ か ん

がかかった 

３ 子
こ

どもの療 療
りょういく

に合
あ

ったサービスを提 提
ていきょう

している食事役
じぎょうしょ

についての情 情
じょうほう

が不不
ふ そ く

している 

４ ほかの利多者
り よ う し ゃ

の音
こえ

を聞
き

く機社
き か い

や丁
め

に触
ふ

れる機社
き か い

がない 

５ 利多
り よ う

したい日
ひ

に食事役
じぎょうしょ

の都合
つ ご う

で対応
たいおう

してもらえないことがあった 

６ 身身
み ぢ か

な食事役
じぎょうしょ

の策職
ていいん

がいっぱいでサービスを利多
り よ う

できなかった 

７ その他
た

（                                ） 

８ 特
とく

にない 

 

 

 

 

【 問
とい

７(1)で「16」を選
えら

んだ方
かた

におたずねします。】 

問
とい

14 お子
こ

さんが 障
しょう

がい福福
ふ く し

サービスを利多
り よ う

していない理自
り ゆ う

は何
なん

ですか。 

（あてはまるものすべてに○ 印
じるし

） 

１ サービスを受
う

ける必不
ひつよう

がないため 

２ サービスの対対者
たいしょうしゃ

の不条
ようけん

を満
み

たさないため 

３ 既
すで

に特
べつ

のサービスの提 提
ていきょう

を受
う

けているため 

４ サービスを利多
り よ う

する時短
じ か ん

や曜日
よ う び

の都合
つ ご う

が合
あ

わないため 

５ 身身
み ぢ か

な地地
ち い き

にサービス提 提
ていきょう

場役
ば し ょ

がないため 

６ 網
ひ

き受
う

けてくれるサービス提 提
ていきょう

食事役
じぎょうしょ

が意
み

つからないため 

７ 利多
り よ う

資 金
りょうきん

がかかるため 

８ サービスがあることを認
し

らなかったため 

９ その他
た

（                                ） 

10 特
とく

にない 

 

次
つぎ

は問
とい

15 へお進
すす

みください。 
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問
とい

15 今後
こ ん ご

， 障
しょう

がい福福
ふ く し

サービスを利多
り よ う

しやすくするためには，どのようなことが必不
ひつよう

だと思
おも

いま

すか。上上
じょうい

５つまで選
えら

んでください。（主
おも

なもの５つまでに○ 印
じるし

） 

１ どのようなサービスがあるのか，詳
くわ

しい情 情
じょうほう

を提
てい

提
きょう

してほしい 

２ 申申
しんせい

や手続
て つ づ

きの方治
ほうほう

をわかりやすくしてほしい 

３ 申申
しんせい

や手続
て つ づ

きを素素
す ば や

くできるようにしてほしい 

４ 障
しょう

がいの特外
とくせい

に応
おう

じた方治
ほうほう

で情 情
じょうほう

を提 提
ていきょう

してほしい 

５ 本個
ほんにん

に適切
てきせつ

なサービスをアドバイスしてほしい 

６ 必不
ひつよう

なときにすぐに利多
り よ う

できるようにしてほしい 

７ サービスの回手
かいすう

や時短
じ か ん

を増
ふ

やしてほしい 

８ 身身
み ぢ か

な場役
ば し ょ

でサービスが受
う

けられるようにしてほしい 

９ 施施
し せ つ

の職 職
しょくいん

などの技技
ぎじゅつ

，認知
ち し き

を意 上
こうじょう

してほしい 

10 施施
し せ つ

の職 職
しょくいん

などの個手
にんずう

を増
ふ

やしてほしい 

11 サービスの費多
ひ よ う

負負
ふ た ん

を軽軽
けいげん

してほしい 

12 尊制
じゅうど

障
しょう

がいや医療医
いりょうてき

ケアが必不
ひつよう

な子
こ

どもを受
う

け入
い

れる食事役
じぎょうしょ

を増
ふ

やしてほしい 

13 住
す

んでいる地地
ち い き

によってサービス市内
ないよう

に差
さ

がないようにしてほしい 

14 その他
た

（                                 ） 

15 特
とく

にない 

 

問
とい

16 お子
こ

さんの 障
しょう

がいのことや福福
ふ く し

サービスに関
かん

する 情 情
じょうほう

を，どこから認
し

ることが多
おお

いです

か。 

（あてはまるものすべてに○ 印
じるし

） 

１ 県
けん

や市
し

の窓川
まどぐち

 13 民坪
みんせい

委職
い い ん

・児児
じ ど う

委職
い い ん

 

２ 県
けん

や市
し

からの通認
つ う ち

 14 地地
ち い き

包包
ほうかつ

支支
し え ん

センター 

３ 県
けん

や市
し

などの広情広
こ う ほ う し

・パンフレット  15 地地
ち い き

生多
かつどう

支支
し え ん

センター 

４ 県
けん

や市
し

などのホームページ  16 障
しょう

がい者
しゃ

団身
だんたい

など 

５ 通役
つうしょ

・通小先
つうがくさき

  17 家族
か ぞ く

・友個
ゆうじん

・認個
ち じ ん

 

６ 社社
しゃかい

福福協
ふくしきょう

議社
ぎ か い

 18 ラジオ・テレビ 

７ 基体
き か ん

福相
そうだん

支支
し え ん

センター（クローバー）  19 新聞
しんぶん

・雑雑
ざ っ し

など 

８ 福相
そうだん

支支
し え ん

食事役
じぎょうしょ

 20 インターネット 

９ 福福
ふ く し

施施
し せ つ

・サービス提 提
ていきょう

食事役
じぎょうしょ

 21 その他
た

（                ） 

10 難 通
びょういん

・薬 局
やっきょく

 22 入 手
にゅうしゅ

方治
ほうほう

がわからない 

11 ホームヘルパー・ケアマネジャーなど 23 特
とく

にない 

12 障
しょう

がい者
しゃ

福相職
そうだんいん
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 ふだんの暮
く

らしについておたずねします 
 

問
とい

17 お子
こ

さんの主
おも

な介介者
かいじょしゃ

についてお回
こた

えください。（○ 印
じるし

は１つずつ） 

① お子
こ

さんの主
おも

な 

介介者
かいじょしゃ

（お子
こ

さん 

からみた続 続
つづきがら

） 

１ 父
ちち

または母
はは

  ４ その他
た

 

２ きょうだい，祖父
そ ふ

，祖母
そ ぼ

など （          ） 

３ 福福
ふ く し

施施
し せ つ

の職 職
しょくいん

・ホームヘルパー ５ 介介
かいじょ

は必不
ひつよう

ない 

② 主
おも

な介介者
かいじょしゃ

の 

本年
ねんれい

 

１ 17歳
さい

以下
い か

 ３ 30～39歳
さい

 ５ 50～59歳
さい

 

２ 18～29歳
さい

 ４ 40～49歳
さい

 ６ 60歳
さい

以上
いじょう

 

 

問
とい

18 お子
こ

さんの介介
かいじょ

や支支
し え ん

にあたって，どのような不不
ふ あ ん

や悩
なや

みがありますか。 

（あてはまるものすべてに○ 印
じるし

） 

１ 介介
かいじょ

・支支
し え ん

の方治
ほうほう

がわからない ９ 一時医
い ち じ て き

に子
こ

どもを預
あず

かってくれる場
ば

がない 

２ 余余
よ か

や休 栄
きゅうよう

など自区
じ ぶ ん

の時短
じ か ん

が持
も

てない 10 何
なに

かあったときに介介
かいじょ

を頼
たの

める個
ひと

がいない 

３ 仕食
し ご と

に出
で

られない 11 何
なに

かあったときに福相
そうだん

できる個
ひと

がいない 

４ 身身医
しんたいてき

な負負
ふ た ん

が大
おお

きい 12 介介者
かいじょしゃ

同同
ど う し

のつながりや交 交
こうりゅう

がない 

５ 精精医
せいしんてき

な負負
ふ た ん

が大
おお

きい 13 障
しょう

がいについて小
まな

ぶ場
ば

が少
すく

ない 

６ 睡睡
すいみん

が不不
ふ そ く

している 14 その他
た

 

７ 経経医
けいざいてき

な負負
ふ た ん

が大
おお

きい （                    ） 

８ 地地
ち い き

の個
ひと

や周範
しゅうい

の理理
り か い

がない 15 特
とく

にない 

 

問
とい

19 お子
こ

さんの主
おも

な介介者
かいじょしゃ

が，必不
ひつよう

としている支支
し え ん

は何
なん

ですか。（あてはまるものすべてに○

印
じるし

） 

１ 福相
そうだん

支支
し え ん

や情 情
じょうほう

提 提
ていきょう

の充 充
じゅうじつ

 ５ 経経医
けいざいてき

な支支
し え ん

 

２ 障
しょう

がいのある子
こ

どもを持
も

つ家族
か ぞ く

同同
ど う し

の交 交
こうりゅう

 ６ その他
た

（            ） 

３ 心身
しんしん

のリフレッシュ ７ 特
とく

にない 

４ 就 就
しゅうろう

への支支
し え ん
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 福相
そうだん

についておたずねします 
 

問
とい

20 お子
こ

さんの発発
はったつ

の遅
おく

れや 障
しょう

がいに気付
き づ

いたとき，どんな情 情
じょうほう

がほしいと思
おも

いましたか。 

（あてはまるものすべてに○ 印
じるし

） 

１ 充実
じっさい

に何
なに

をすればよいのかがわかる情 情
じょうほう

 

２ どこに福相
そうだん

すればよいか，福相先
そうだんさき

についての情 情
じょうほう

 

３ 家族
か ぞ く

を支
ささ

えてくれる支支
し え ん

機関
き か ん

についての情 情
じょうほう

 

４ 専専
せんもん

の医療
いりょう

機関
き か ん

についての情 情
じょうほう

 

５ 療 療
りょういく

機関
き か ん

についての情 情
じょうほう

 

６ 障
しょう

がいのある子
こ

どもやその家族
か ぞ く

など同
おな

じ役場
た ち ば

の個
ひと

に関
かん

する情 情
じょうほう

 

７ その他
た

（                                ） 

８ 特
とく

にない 

 

問
とい

21 お子
こ

さんのことで，福相
そうだん

したいのは，どのようなことですか。 

（あてはまるものすべてに○ 印
じるし

） 

１ 子
こ

どもの身 調
たいちょう

のこと 12 以 出
がいしゅつ

・移多
い ど う

のこと 

２ 家族
か ぞ く

・小校
がっこう

・職場
しょくば

・身役
きんじょ

などでの 13 就 小
しゅうがく

・進小
しんがく

・教 療
きょういく

のこと 

個短
にんげん

関関
かんけい

のこと 14 仕食
し ご と

・ 就 職
しゅうしょく

のこと 

３ 介介者
かいじょしゃ

の保健
けんこう

や身 協
たいりょく

のこと 15 差特
さ べ つ

や偏意
へんけん

に関
かん

すること 

４ 子
こ

どもを支支
し え ん

してくれる個
ひと

のこと 16 子
こ

どもの余余
よ か

・スポーツ生多
かつどう

のこと 

５ 坪生
せいかつ

費
ひ

や 収 入
しゅうにゅう

のこと 17 緊 緊
きんきゅう

時
じ

・災災
さいがい

時
じ

のこと 

６ 利多
り よ う

できる福福
ふ く し

制制
せ い ど

のこと 18 子
こ

どもの会
はな

し福手
あ い て

のこと 

７ 家食
か じ

（炊食
す い じ

・掃掃
そ う じ

・洗洗
せんたく

）のこと 19 子
こ

どもの結結
けっこん

のこと 

８ 子
こ

どもの介介
かいじょ

のこと 20 情 情
じょうほう

収 収
しゅうしゅう

のこと 

９ 子
こ

どもが大個
お と な

になってから（将 将
しょうらい

）のこと 21 その他
た

（                         ） 

10 療児
い く じ

のこと 22 特
とく

にない 

11 住
す

まいのこと 
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問
とい

22 お子
こ

さんが 18歳
さい

以上
いじょう

の作
せい

本短
ね ん き

を迎
むか

えた後
あと

について，どのような暮
く

らし方
かた

を希希
き ぼ う

しますか。 

（○ 印
じるし

は１つ） 

１ 専専
せんもん

小校
がっこう

や大小
だいがく

への進小
しんがく

 ５ グループホーム等
とう

施施
し せ つ

への入 役
にゅうしょ

 

２ 一一
いっぱん

企事
きぎょう

への 就 職
しゅうしょく

 ６ その他
た

（              ） 

３ 通役
つうしょ

施施
し せ つ

での坪生
せいさん

生多
かつどう

（福福医
ふ く し て き

就 就
しゅうろう

） ７ わからない 

４ 通役
つうしょ

施施
し せ つ

での坪生
せいかつ

介介
か い ご

 

 

問
とい

23 お子
こ

さんは，基体
き か ん

福相
そうだん

支支
し え ん

センター（クローバー) ※１を利多
り よ う

したことがありますか。 

（○ 印
じるし

は１つ） 

１ 利多
り よ う

したことがある  

２ 利多
り よ う

したことはないが，利多
り よ う

に興興
きょうみ

がある 

３ 利多
り よ う

したことはないし，利多
り よ う

する必不
ひつよう

がない 

 

※１ 基体
き か ん

福相
そうだん

支支
し え ん

センター（クローバー）では， 障
しょう

がいの種特
しゅべつ

などを問
と

わず， 障
しょう

がいのある個
ひと

の日 常
にちじょう

坪生
せいかつ

や社社
しゃかい

坪生
せいかつ

を支支
し え ん

し，地地
ち い き

で不心
あんしん

して坪生
せいかつ

できるよう総合
そうごう

福相
そうだん

や専専
せんもん

の福相職
そうだんいん

による福相
そうだん

を 行
おこな

っています。 

 

問
とい

24 お子
こ

さんは，こども発発
はったつ

支支
し え ん

センター※２を利多
り よ う

したことがありますか。（○ 印
じるし

は１つ） 

１ 利多
り よ う

したことがある  

２ 利多
り よ う

したことはないが，利多
り よ う

に興興
きょうみ

がある 

３ 利多
り よ う

したことはないし，利多
り よ う

する必不
ひつよう

がない 

 

※２ こども発発
はったつ

支支
し え ん

センターでは，就小名
しゅうがくまえ

の発発
はったつ

が気
き

になるお子
こ

さんとその保介
ほ ご

者
しゃ

に対
たい

し，福相
そうだん

や診診
しんさつ

，訓訓
くんれん

な

どの医療医
いりょうてき

支支
し え ん

を 行
おこな

っています。 
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問
とい

25 お子
こ

さんのことで福相先
そうだんさき

に希
のぞ

むことは何
なん

ですか。（あてはまるものすべてに○ 印
じるし

） 

１ どのような福相先
そうだんさき

があるのか，詳
くわ

しい情 情
じょうほう

を提 提
ていきょう

すること 

２ １か役
しょ

でどんな福相
そうだん

にも対応
たいおう

できること 

３ 身身
み ぢ か

な地地
ち い き

で気軽
き が る

に福相
そうだん

できる場役
ば し ょ

が増
ふ

えること 

４ 障
しょう

がいの特外
とくせい

に応
おう

じて専専
せんもん

の福相
そうだん

ができること 

５ 障
しょう

がいのある個
ひと

やその家族
か ぞ く

など，同
おな

じ役場
た ち ば

の個
ひと

に福相
そうだん

ができること 

６ 休 日
きゅうじつ

や夜短
や か ん

，緊 緊
きんきゅう

時
じ

でも福相
そうだん

できること 

７ 電会
で ん わ

・ＦＡＸ・電子
で ん し

メールでの福相
そうだん

ができること 

８ スマートフォンやパソコンなどで福手
あ い て

の顔
かお

を意
み

ながら遠遠
えんかく

で福相
そうだん

できること 

９ 自居
じ た く

や難 通
びょういん

，施施
し せ つ

を訪問
ほうもん

してくれること 

10 本年
ねんれい

や 状 状
じょうきょう

などに応
おう

じた情 情
じょうほう

を提 提
ていきょう

してくれること 

11 福相職
そうだんいん

の質
しつ

を意 上
こうじょう

させること 

12 その他
た

（                                                         ） 

13 特
とく

にない 

 

問
とい

26 発療
はついく

・発発上
はったつじょう

の支支
し え ん

が必不
ひつよう

な子
こ

どものために，どのようなことが必不
ひつよう

だと思
おも

いますか。 

（主
おも

なもの５つまでに○ 印
じるし

） 

１ 身身
み ぢ か

な場役
ば し ょ

で子
こ

どもの発発
はったつ

について福相
そうだん

できる場役
ば し ょ

を増
ふ

やすこと 

２ 福相
そうだん

したいときに素素
す ば や

く，スムーズに福相
そうだん

できること 

３ 発療
はついく

や発発上
はったつじょう

の福問
か だ い

を素短
そ う き

に発意
はっけん

できる身制
たいせい

を充 充
じゅうじつ

すること 

４ 保療役
ほ い く し ょ

，小校
がっこう

，難 通
びょういん

， 障
しょう

がい児
じ

通役
つうしょ

支支
し え ん

食事役
じぎょうしょ

が連連
れんけい

して療 療
りょういく

支支
し え ん

をしてくれること 

５ 家家
か て い

訪問
ほうもん

による福相
そうだん

や指指
し ど う

をしてくれること 

６ 通役
つうしょ

・通小先
つうがくさき

で 障
しょう

がいの特外
とくせい

や発発
はったつ

に合
あ

わせた支支
し え ん

をしてくれること 

７ 保療同
ほ い く し

や 教 職 職
きょうしょくいん

が 障
しょう

がいへの理理
り か い

を西
ふか

めること 

８ まわりの子
こ

どもが 障
しょう

がいへの理理
り か い

を西
ふか

めること 

９ 放福後
ほ う か ご

や夏休
なつやす

みなど長短
ちょうき

休 事 中
きゅうぎょうちゅう

に過
す

ごせる場役
ば し ょ

を増
ふ

やすこと 

10 障
しょう

がいの有無
う む

にかかわらず遊
あそ

べる場
ば

があること 

11 通学
つうえん

や通小
つうがく

時
じ

の介介
かいじょ

や付
つ

き添
そ

いを支支
し え ん

してくれること 

12 地地
ち い き

の行食
ぎょうじ

や生多
かつどう

を通
つう

じて住 民
じゅうみん

との交 交
こうりゅう

の機社
き か い

を増
ふ

やすこと 

13 子
こ

どもを一時医
い ち じ て き

に預
あず

かって世会
せ わ

や介介
かいじょ

をしてくれること 

14 その他
た

（                                                         ） 

15 特
とく

にない 
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問
とい

27 障
しょう

がいのある個
ひと

や 障
しょう

がいのある子
こ

どもを療
そだ

てた親
おや

が， 自
みずか

らの身体
たいけん

に基
もと

づいて，同
おな

じ仲短
な か ま

であるほかの 障
しょう

がいのある個
ひと

や親
おや

の悩
なや

みなどを聞
き

くという取組
とりくみ

を「ピアサポート生多
かつどう

」といい

ます。この生多
かつどう

に参加
さ ん か

してみたいと思
おも

いますか。（○ 印
じるし

は１つ） 

１ 悩
なや

みなどを聞
き

く役場
た ち ば

で参加
さ ん か

してみたい 

２ 悩
なや

みなどを聞
き

いてもらう役場
た ち ば

で参加
さ ん か

してみたい 

３ 具身医
ぐ た い て き

な市内
ないよう

を聞
き

いた上
うえ

で参加
さ ん か

を検検
けんとう

してみたい 

４ 参加
さ ん か

してみたいと思
おも

わない 

 

問
とい

28 お子
こ

さんのご家族
か ぞ く

とご身役
きんじょ

の個
ひと

との関関
かんけい

は，次
つぎ

のどれに 最
もっと

も身
ちか

いですか。（○ 印
じるし

は１つ） 

１ 困
こま

ったときに介
たす

け合
あ

う個
ひと

やお互
たが

いに訪問
ほうもん

し合
あ

う親
した

しい個
ひと

がいる 

２ あいさつや役
た

ち 会
ばなし

をする程制
て い ど

の個
ひと

がいる 

３ ほとんど身役
きんじょ

付
づ

き合
あ

いはない 

 

 日 中
にっちゅう

の過
す

ごし方
かた

についておたずねします 
 

問
とい

29 お子
こ

さんの通役
つうしょ

・通小先
つうがくさき

はどこですか。（あてはまるものすべてに○ 印
じるし

） 

１ 保療役
ほ い く し ょ

・幼幼学
よ う ち え ん

・認策
にんてい

こども学
えん

に通学
つうえん

している 

２ 小小校
しょうがっこう

・中小校
ちゅうがっこう

・高校
こうこう

に通小
つうがく

している 

３ 特特
とくべつ

支支
し え ん

小校
がっこう

に通小
つうがく

している 

４ 特特
とくべつ

支支
し え ん

小 級
がっきゅう

・通 級
つうきゅう

指指
し ど う

教 室
きょうしつ

に通小
つうがく

している 

５ 児児
じ ど う

発発
はったつ

支支
し え ん

センター・児児
じ ど う

発発
はったつ

支支
し え ん

食事役
じぎょうしょ

を利多
り よ う

している 

６ 放福後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス食事役
じぎょうしょ

を利多
り よ う

している 

７ フリースクールに通
かよ

っている 

８ その他
た

（                                                    ） 

９ 通役
つうしょ

・通小
つうがく

はしていない（自居
じ た く

で過
す

ごしている） 

 

問
とい

30 あなたは，ペアレント・メンター※という言言
こ と ば

を認
し

っていますか。（○ 印
じるし

は１つ） 

※ ペアレント・メンターとは，発発
はったつ

障
しょう

がいのある子
こ

どもを持
も

つ親
おや

であり，その子
こ

療
そだ

ての経体
けいけん

を

坪
い

かして，同
おな

じような発発
はったつ

障
しょう

がいのある子
こ

どもを持
も

つ親
おや

に対
たい

して，介言
じょげん

などのサポートを

行
おこな

うトレーニングを受
う

けた個
ひと

のことをいいます。 

１ 言言
こ と ば

も市内
ないよう

も認
し

っている 

２ 言言
こ と ば

を認
し

っているが，市内
ないよう

は認
し

らない 

３ 言言
こ と ば

も市内
ないよう

も認
し

らない 
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問
とい

31 あなたは，今後
こ ん ご

，ペアレント・メンターに福相
そうだん

してみたいですか。（○ 印
じるし

は１つ） 

１ 福相
そうだん

してみたい ２ どちらともいえない ３ 福相
そうだん

したくない 

 

 

 行 行
ぎょうせい

の福福
ふ く し

施策
し さ く

についておたずねします 
 

問
とい

32 障
しょう

がいのある個
ひと

にとって暮
く

らしやすいまちをつくるためには，福福
ふくやま

市
し

はどのような取組
とりくみ

に

協
ちから

を入
い

れるべきだと思
おも

いますか。 最
もっと

も 協
ちから

を入
い

れるべきだと思
おも

う項丁
こうもく

を，上上
じょうい

５つまで選
えら

ん

でください。（主
おも

なもの５つまでに○ 印
じるし

） 

１ 誰
だれ

もが 障
しょう

がいについて小
まな

び，理理
り か い

を西
ふか

める機社
き か い

を増
ふ

やす 

２ 身身
み ぢ か

な場役
ば し ょ

で気軽
き が る

に福相
そうだん

できる場役
ば し ょ

を増
ふ

やす 

３ 財生
ざいさん

や権利
け ん り

を見
まも

る支支
し え ん

を充 充
じゅうじつ

する 

４ 障
しょう

がい福福
ふ く し

サービスを利多
り よ う

しやすくする 

５ 医療費
い り ょ う ひ

の介作
じょせい

や手該
て あ て

の支支
しきゅう

など経経医
けいざいてき

な支支
し え ん

を充 充
じゅうじつ

する 

６ 災災
さいがい

時
じ

の避難
ひ な ん

支支
し え ん

身制
たいせい

を充 充
じゅうじつ

する 

７ 地地
ち い き

で坪生
せいかつ

するための住
す

まいを確保
か く ほ

する 

８ 医療
いりょう

・保保
ほ け ん

・福福
ふ く し

に関
かん

する情 情
じょうほう

提 提
ていきょう

を充 充
じゅうじつ

する 

９ 就 就
しゅうろう

のための支支
し え ん

や 働
はたら

く場
ば

を増
ふ

やす 

10 参加
さ ん か

しやすいスポーツ，芸 技
げいじゅつ

・文文
ぶ ん か

生多
かつどう

，坪 新
しょうがい

小 学
がくしゅう

を充 充
じゅうじつ

する 

11 障
しょう

がいがあっても移多
い ど う

しやすい道道
ど う ろ

や交通
こうつう

機関
き か ん

など利利外
り べ ん せ い

を意 上
こうじょう

する 

12 施施
し せ つ

や建建
たてもの

をバリアフリー文
か

する 

13 手会
し ゅ わ

や音音
おんせい

などを生多
かつよう

し情 情
じょうほう

を手
て

に入
い

れやすくする 

14 住 民
じゅうみん

と 障
しょう

がいのある個
ひと

がふれあう機社
き か い

やコミュニケーションの場
ば

を充 充
じゅうじつ

する 

15 その他
た

（                               ） 

16 特
とく

にない    
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問
とい

33 福福
ふくやま

市
し

の 障
しょう

がい福福
ふ く し

の取組
とりくみ

について，何
なに

かご意意
い け ん

がありましたら，自自
じ ゆ う

にご無入
きにゅう

くださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

～ ご 協 協
きょうりょく

ありがとうございました ～ 

 

同同
どうふう

の返返多
へんしんよう

同封
ふうとう

に入
い

れて，８月
がつ

１４日
にち

（月
げつ

曜日
よ う び

）までに無無無
む き め い

で返送
へんそう

してください。 
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Ⅳ フリーアンサー集約結果 
 

【１】18 歳以上 

問 38 福山市の障がい福祉の取組について，何かご意見がありましたら，自由にご記入

ください。 

 

 回答数 主な回答について 

１ 相談支援体制について 35 
〇 ワンストップで相談できるようにしてほしい。 

〇 相談窓口を増やしてほしい。 

２ 経済的支援について 21 
〇 物価高なので，支給額を上げてほしい。 

〇 税金の納付額に関係なく，バス券を配付してほしい。 

３ 市役所・職員について 21 

〇 平日は仕事なので，土日でも対応できるようにしてほし

い。 

〇 窓口で声が聞こえないよう，パーテーションで仕切って

ほしい。 

４ 情報提供について 19 

〇 手帳取得時に，福祉サービスについてもっと詳しく説明

してほしい。 

〇 制度について誰もが分かるよう，冊子等を作って配付し

てほしい。 

５ 差別や偏見について 19 

〇 できることは健常者と同じようにしたいと思っても，障

がいがあるからと避けられる。 

〇 職場で差別がひどく，挨拶しても無視される等があった。 

〇 うつ等，精神疾患の理解を深める活動をしてほしい。 

６ 福祉サービスについて 17 
〇 グループホームを増やしてほしい。 

〇 施設の職員を増やしてほしい。 

７ 障がい者手帳等の申

請・手続き等について 
16 

〇 オンラインで更新等ができるようにしてほしい。 

〇 手続きに時間がかかり過ぎる。 

８ 移動や外出支援について 15 
〇 道路のバリアフリー化を進めてほしい。 

〇 バスの減便や廃止で，移動手段に困っている。 

９ 雇用・就労支援について 11 

〇 障がい者を雇用している企業は，もう少し障がいのこと

を理解してほしい。 

〇 作業所の賃金を上げてほしい。 

10 将来について 7 
〇 親が亡くなったとき，どうしたらいいか分からない。 

〇 老後がすごく心配。 

11 その他の意見や要望 52 
〇 災害時，重度の障がいのある人が行ける避難所がほしい。 

〇 アンケートをもう少し分かりやすくしてほしい。 
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【２】18 歳未満 

問 33 福山市の障がい福祉の取組について，何かご意見がありましたら，自由に記入く

ださい。 

 

 回答数 主な回答について 

１ 福祉サービスについて 30 

〇 土・日曜日も見てもらえる施設がほしい。 

〇 人材の育成や質の向上に取り組んでほしい。 

〇 移動支援を通学にも使えるようにしてほしい。 

２ 相談支援体制について 16 

〇 対面や電話で相談しにくいので，インターネットで気軽

にできるとよい。 

〇 精神的な障がいがある子については，支援や相談場所が

少ない。 

３ 情報提供について 16 

〇 市役所に障がいがある人，又は保護者に説明や相談がで

きる人がいてほしい。 

〇 分かりやすい情報提供をしてほしい。 

４ 市役所・職員について 12 

〇 現場の声，障がいのある子を持つ親の声を直接聞く場を

設けてほしい。 

〇 窓口の人数を増やしてほしい。 

５ 障がい者手帳等の申

請・手続き等について 
11 

〇 自立支援の期限が切れそうになったら，通知がほしい。 

〇 書く書類が多く，手続きに時間がかかる。 

６ 経済的支援について 10 

〇 生活する上で必要な車椅子，おむつ等の自己負担はかな

り厳しい。 

〇 障がいの軽い子（受給者証のみ）でも十分に働けないの

で，税の優遇や手当がほしい。 

７ 保育，教育について 9 
〇 普通高校に障がい枠のようなものを設けてほしい。 

〇 もっと，一人一人にあった教育や対応が求められている。 

８ 交流の機会・場づくり

について 
7 

〇 気軽に通える習い事や体験教室がたくさんあるとよい。 

〇 障がいを持つ子どもと親が，周りの人に気兼ねなく利用

できる施設等ができればよい。 

９ 差別や偏見について 6 

〇 当事者を呼ぶなど「リアルな」人権教育を子どもたちに

してほしい。 

〇 学童の先生たちの理解を深めてほしい。 

10 その他の意見や要望 17 
〇 バリアフリーで暮らしやすいまちを目指してほしい。 

〇 働く場所をもっと増やしてほしい。 
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参考資料／地域生活拠点ブロック別地図 
 

 

 

常金丸

網引

中条

御野
竹尋

神辺

湯田道上

御幸

駅家

戸手新市

有磨

福相

宜山

千田

春日 坪生

本郷

神村 赤坂

山手

瀬戸

柳津

松永

金江

藤江 山南

熊野

水呑

高島

箕島

新涯

曙

大津野

川口

光

西 手城 長浜

引野

緑丘

蔵王

桜丘

深津樹徳

幕山

旭丘

駅家西

明王台
霞 南

津之郷

泉

久松台

東

西深津

旭

伊勢丘

多治米

川口東

野々浜

大谷台

日吉台

東部ブロック

中央ブロック

北部・新市ブロック

神辺ブロック

松永・沼隈ブロック

鞆の浦学園

遺芳丘

駅家北

加茂

想青学園
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